
セ
ー
ラ
氏
に
続
き
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
に
激
震

と
は
い
え
、
出
て
き
て
い
る
こ

と
に
注
目
し
て
い
る
と
い
う
。

同
総
裁
は
「
イ
ン
フ
レ
が
起

き
な
い
場
合
も
あ
る
。
だ
が
、

経
済
回
復
の
兆
し
に
比
較
し

て
、
よ
り
大
き
な
イ
ン
フ
レ

の
動
き
が
生
ま
れ
る
可
能
性

も
捨
て
き
れ
な
い
。
現
在
の
コ

ロ
ナ
対
策
の
結
果
が
見
え
始

め
る
今
後
２
、３
週
間
の
イ
ン

フ
レ
デ
ー
タ
が
非
常
に
重
要

で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。 

　

中
銀
で
は
現
在
、
経
済
基

本
金
利
（
Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
）
年

率
を
２
・
２
５
％
か
ら
、
さ

ら
に
引
き
下
げ
の
余
地
が
あ

る
か
ど
う
か
の
検
討
を
し
て

い
る
が
、
イ
ン
フ
レ
の
下
方

修
正
と
い
う
見
方
か
ら
、
上

方
修
正
に
変
え
た
こ
と
を
認

め
た
が
、「
ま
だ
判
断
す
る
に

は
早
す
ぎ
る
」と
見
て
い
る
。 

　

イ
ン
フ
レ
を
抑
え
る
た
め

に
は
基
本
金
利
を
上
げ
る
こ

と
が
必
要
な
る
の
で
、
こ
れ

以
上
の
引
き
下
げ
は
難
し
く

な
る
。
２
０
年
の
イ
ン
フ
レ

目
標
は
４
％
、
２
１
年
は
３
・

７
５
％
、２
２
年
は
３
・５
％

　

連
邦
警
察
の
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
班
は
１
６
日
、
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ア
ウ
キ

ミ
ン
前
聖
州
知
事
（
民
主
社
会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
を
起
訴
し
た
。
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏

に
は
選
挙
に
お
け
る
収
賄
と
資
金
洗
浄
の
容
疑
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
１
７
日
付

伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
者
が
と
う
と
う
２
０
０
万

人
を
超
え
た
伯
国
。
堂
々
の

世
界
第
２
位
の
数
字
だ
が
、

１
位
の
米
国
は
３
５
０
万

人
。
世
界
全
体
で
の
感
染
者

は
１
４
０
０
万
人
近
く
だ
か

ら
、
こ
の
２
国
だ
け
で
世
界

な
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
も
う
ひ
と
り
の
証

言
者
、
ベ
ネ
ジ
ク
ト
・
ジ
ュ
ニ

オ
ル
氏
に
よ
る
と
、
１
４
年

の
選
挙
の
際
に
は
マ
ル
コ
ス
・

モ
ン
テ
イ
ラ
氏
を
仲
介
役
と

し
て
、
８
３
０
万
レ
ア
ル
を

支
払
わ
せ
た
と
い
う
。

　

連
警
捜
査
官
は
、
す
で
に

証
拠
と
な
る
資
料
を
証
言
者

た
ち
か
ら
入
手
済
み
だ
と
い

う
。

　

す
で
に
起
訴
状
は
聖
州
の

連
邦
検
察
局
に
届
い
て
お
り
、

検
察
が
こ
の
起
訴
状
を
元
に

今
後
、
こ
れ
を
お
蔵
入
り
さ

せ
る
か
、
告
発
を
裁
判
所
に

求
め
る
か
を
決
め
る
こ
と
に

な
る
。

　

ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
は
１
８
年

の
大
統
領
選
で
落
選
後
、
公

職
に
つ
い
て
お
ら
ず
、
裁
判

特
権
（
フ
ォ
ロ
）
を
失
っ
た
状

態
。
だ
が
、
聖
州
知
事
だ
っ

知
事
選
時
の
２
度
の
収
賄
容
疑
で

と
、
ど
ん
ど
ん
下
げ
る
方
向

で
金
利
調
整
を
し
て
い
る
。

ま
た
常
に
前
後
に
１
・５
ポ
イ

ン
ト
の
誤
差
を
見
て
い
る
の

で
、
仮
に
イ
ン
フ
レ
が
多
少

上
昇
し
て
も
想
定
範
囲
内
で

あ
れ
ば
問
題
は
な
い
。「
イ
ン

フ
レ
は
ま
だ
〝
お
行
儀
が
良

い
〞
状
態
」
と
見
て
い
る
。 

　

１
５
日
付
ヴ
ァ
ロ
ー

ル
紙
電
子
版
に
よ
れ
ば
、

２
０
２
０
年
の
拡
大
消
費
者

物
価
指
数
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
）
は

５
月
の
１
・
７
７
％
か
ら
、

１
・
６
０
％
に
引
き
下
げ
ら

れ
た
。
外
出
自
粛
に
よ
る
経

済
活
動
停
止
で
、
消
費
が
抑

え
ら
れ
、
イ
ン
フ
レ
率
も
下

ウ
銀
行
主
催
の
オ
ン
ラ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
総
裁

は
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
緊
急
支

援
金
が
１
１
月
ま
で
続
く

間
、
家
庭
所
得
が
補
わ
れ
、

そ
れ
が
経
済
回
復
に
つ
な
が

る
と
見
て
い
る
。
連
邦
政
府

に
よ
る
企
業
救
済
資
金
貸
出

し
対
策
の
効
果
も
出
始
め
て

い
る
と
述
べ
た
。 

　

た
だ
し
、
経
済
回
復
の
兆

し
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
で
、

イ
ン
フ
レ
の
動
き
も
わ
ず
か

　

ブ
ラ
ジ
ル
中
央
銀
行
の
ロ

ベ
ル
ト
・
カ
ン
ポ
ス
・
ネ
ッ

ト
総
裁
は
１
６
日
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
危
機
後
の
ブ

ラ
ジ
ル
経
済
が
「
Ｖ
字
回
復
」

で
き
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

性
急
な
経
済
回
復
期
待
は
し

な
い
方
が
良
い
と
の
見
解
を

示
し
た
。 

　

し
か
し
、
同
総
裁
は
今
年

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）

が
６
・
４
％
後
退
す
る
と
の

公
式
予
測
に
対
し
、
こ
の
２

週
間
で
回
復
の
兆
し
も
見
え

て
き
た
こ
と
を
強
調
し
た
。 

　

１
６
日
に
行
わ
れ
た
イ
タ

イ
ン
フ
レ
の
兆
し
ど
う
読
む
か

保
健
相
代
行
と
環
境
相
の
残
留
宣
言

金
利
引
き
下
げ
に
慎
重
論
も 

が
っ
た
。
だ
が
来
年
に
は
３
・

２
４
％
を
予
測
し
て
い
る
。 

　

別
の
イ
ン
フ
レ
指
数
で

あ
る
全
国
消
費
者
物
価
指

数
（
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
）
も
５
月
に

は
２
・
４
５
％
だ
っ
た
が
の
、

２
・
０
９
％
に
引
き
下
げ
ら

れ
た
。
た
だ
し
来
年
に
は
３
・

５
６
％
を
予
測
し
て
い
る
。 

　

た
だ
し
、
ゼ
ッ
ツ
リ
オ・
ヴ
ァ

ル
ガ
ス
財
団
（
Ｆ
Ｇ
Ｖ
）
の

イ
ン
フ
レ
指
数
で
あ
る
Ｉ
Ｇ
Ｐ

―
Ｄ
Ｉ
は
５
月
に
４
・
４
９
％

に
し
て
い
た
が
、
６
・
５
８
％

に
上
げ
て
い
る
。
来
年
は
４
・

１
１
％
と
見
て
い
る
。

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
の
激

し
い
為
替
変
動
の
原
因
解
明

に
加
え
、
本
当
に
イ
ン
フ
レ
は

〝
お
行
儀
良
い
〞
状
態
で
推

移
す
る
の
か
と
い
う
読
み
は
、

今
後
の
経
済
動
態
を
見
通
す

上
で
、
重
要
な
指
標
に
な
り

そ
う
だ
。 

ブラジル中央銀行のロベルト・カンポス・ネット総裁
（Jose Cruz/Agencia Brasil）

営
業
を
再
開
し
た
セ
ン
ト
ロ
の
靴
屋

（Djalm
a Vassão/FotosPublicas

）

パズエロ代行
(Jose Dias/PR)

大 統 領

た
と
き
に
起
き
た
事
件
で
あ

る
こ
と
か
ら
高
等
裁
の
管
轄

に
な
る
か
、
選
挙
関
連
の
容

疑
で
も
あ
る
た
め
に
選
挙
高

裁
扱
い
に
な
る
可
能
性
も
あ

る
。

　

ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
で

は
こ
れ
ま
で
、
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
関

連
の
捜
査
が
他
政
党
に
比
べ

て
少
な
い
こ
と
が
、
し
ば
し

ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
だ
が

今
月
３
日
に
は
、
同
党
聖
州

支
部
の
大
物
の
元
知
事
、
元

大
統
領
候
補
の
ジ
ョ
ゼ
・
セ
ー

ラ
氏
に
対
し
、
知
事
選
の
際

の
不
正
献
金
や
高
速
道
建
設

に
伴
う
賄
賂
を
国
外
の
秘
密

口
座
で
受
け
取
っ
た
と
す
る

収
賄
・
資
金
洗
浄
容
疑
の
捜

査
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
流

れ
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う

だ
。

　

ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
を
は
じ
め
、

今
回
起
訴
さ
れ
た
３
人
の
弁

の
４
割
近
く
を
占
め
て
い
る
。

両
国
と
も
、
大
統
領
が
コ
ロ

ナ
に
よ
る
感
染
被
害
を
軽
視
。

「
そ
れ
さ
え
な
け
れ
ば
」
と

思
う
人
が
多
く
て
も
仕
方
な

い
の
で
は
。
ま
た
、
３
位
に
イ

ン
ド
が
急
浮
上
し
て
、
こ
ち

ら
も
１
０
０
万
人
を
超
え
た

の
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
。
南

米
で
は
５
位
ペ
ル
ー
、
８
位

チ
リ
も
３
０
万
人
を
超
え
た
。

中
国
や
欧
州
が
感
染
爆
発
で

騒
が
れ
た
と
き
は
感
染
者
数

が
１
０
万
人
や
２
０
万
人
で

大
騒
ぎ
だ
っ
た
。
そ
れ
が
遠

い
過
去
の
よ
う
な
話
に
な
っ
て

い
る
の
が
お
そ
ろ
し
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

聖
州
地
裁
は
１
６
日
、
聖

市
に
対
し
、
バ
ス
の
稼
働
を
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
爆
発

が
起
こ
る
前
の
状
態
と
同
じ

本
数
に
戻
す
こ
と
を
命
じ
た
。

市
は
４
８
時
間
以
内
に
命
令

に
従
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
、

１
日
実
施
が
遅
れ
る
ご
と
に

５
万
レ
ア
ル
の
罰
金
が
課
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
控
訴

も
可
能
だ
と
い
う
。
聖
市
内

の
バ
ス
の
本
数
は
、
規
制
緩

和
後
の
混
雑
を
受
け
て
本
数

が
増
え
て
き
て
い
る
が
、
現

状
で
は
コ
ロ
ナ
前
の
９
２
％

だ
と
い
う
。
バ
ス
増
加
で
渋

滞
は
避
け
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、

公
共
交
通
機
関
が
混
ま
な
い

方
が
、
乗
客
の
感
染
拡
大
防

止
に
は
良
い
の
で
は
。

　
　
　
　
　

◎

　

ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州
の

大
ベ
ロ
・
オ
リ
ゾ
ン
テ
市
都

市
圏
で
、
乗
客
に
マ
ス
ク
着

用
を
促
し
た
バ
ス
運
転
手
が
、

顔
か
ら
流
血
す
る
ほ
ど
に
殴

ら
れ
「
殺
す
ぞ
」
と
ま
で
脅

さ
れ
た
事
件
が
話
題
と
な
っ
て

い
る
。
社
会
問
題
に
も
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
犯
人
は
捜

査
さ
れ
て
逮
捕
も
さ
れ
る
だ

ろ
う
。
だ
が
、
こ
う
し
た
事

件
が
起
こ
る
限
り
、
コ
ロ
ナ
感

染
は
収
ま
ら
な
さ
そ
う
だ
。

　

ク
ア
レ
ン
テ
ナ
の
規
制
緩

和
に
よ
り
聖
市
内
の
一
部
の

商
店
が
営
業
を
再
開
し
て
１

カ
月
ほ
ど
が
経
過
す
る
中
、

来
店
客
と
の
ト
ラ
ブ
ル
や
規

定
へ
の
不
満
が
続
出
し
て
い

る
こ
と
を
１
６
日
付
フ
ォ
ー

リ
ャ
紙
が
報
じ
て
い
る
。 

　

聖
市
商
店
組
合
（Sindi

lo
jas-SP

）
に
よ
る
と
、

市
内
の
商
店
や
商
業
施
設

内
の
約
９
％
が
「
マ
ス
ク

着
用
を
拒
否
す
る
客
が
い

た
」
と
回
答
し
て
い
る
。
７

月
２
日
か
ら
１
０
日
に
か
け

て
、
２
６
１
店
の
商
店
と
、

２
４
カ
所
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
、
４
店
の
ガ
レ
リ
ア

（
屋
内
ミ
ニ
商
店
街
）
の
計

３
１
９
カ
所
へ
の
調
査
に
よ

り
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

　

現
在
、
公
共
の
場
で
の
マ

ス
ク
を
着
用
し
て
い
な
い
場

合
、
店
舗
及
び
施
設
側
へ

な
ど
を
「
試
着
・
試
用
し
た

い
」
と
要
求
さ
れ
た
と
回
答

し
て
お
り
、
マ
ス
ク
着
用
な

ど
の
問
題
よ
り
も
営
業
規
定

に
関
連
し
た
ト
ラ
ブ
ル
が
多

く
出
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。 

　

ま
た
、
営
業
時
間
へ
の
不

満
を
持
つ
商
店
は
５
８
％
あ

り
、「
理
想
的
で
は
な
い
」
と

５
５
％
が 

回
答
し
て
い
る
も

の
の
、
８
６
％
が
許
可
さ
れ

た
時
間
内
で
営
業
し
て
い
る

と
答
え
た
。 

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は

１
６
日
、解
任
圧
力
が
高
ま
っ

て
い
る
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
パ
ズ

エ
ロ
保
健
相
代
行
を
残
留
さ

せ
る
意
向
を
示
し
た
。
当
の

パ
ズ
エ
ロ
代
行
は
、
国
の
安

全
衛
生
の
権
威
に
ク
ロ
ロ
キ

ン
を
推
奨
さ
せ
る
べ
く
迫
っ
て

い
る
と
、
１
７
日
付
伯
字
紙

な
ど
が
報
じ
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
で

自
宅
隔
離
中
の
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

大
統
領
は
１
６
日
、
毎
週
木

曜
定
例
の
ネ
ッ
ト
生
放
送
で
、

パ
ズ
エ
ロ
代
行
と
リ
カ
ル
ド
・

サ
レ
ス
環
境
相
の
二
人
を「
と

て
も
す
ば
ら
し
い
」と
賞
賛
し
、

「
残
留
さ
せ
る
」
と
明
言
し

た
。

　

パ
ズ
エ
ロ
氏
と
サ
レ
ス
氏
の

２
人
は
現
政
権
中
で
最
も
評

判
の
悪
い
大
臣
で
あ
り
、
こ

の
と
こ
ろ
辞
任
を
求
め
る
声

が
各
所
か
ら
相
次
い
で
い
る
。

と
り
わ
け
パ
ズ
エ
ロ
代
行
に

は
、医
療
の
専
門
知
識
を
持
っ

た
正
式
な
保
健
相
が
２
カ
月

も
不
在
で
、
彼
が
事
実
上
の

責
任
者
で
あ
る
間
に
世
界
第

２
位
の
７
万
７
千
人
以
上
の

死
者
を
出
す
現
状
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
責
任
を
問
う
声
が

強
ま
っ
て
い
る
。
世
論
調
査

で
は
、
医
療
経
験
の
な
い
現

役
軍
人
の
パ
ズ
エ
ロ
氏
の
手
腕

に
不
満
を
示
す
人
が
８
割
以

上
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
１
１
日
に
最
高
裁

の
ジ
ウ
マ
ー
ル
・
メ
ン
デ
ス
判

事
が
行
な
っ
た
「
保
健
省
が

こ
の
ま
ま
専
門
家
を
つ
け
な

い
な
ら
、
軍
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

（
虐
殺
）
に
加
担
し
て
い
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と

の
発
言
に
つ
な
が
り
、
こ
こ
か

ら
パ
ズ
エ
ロ
氏
解
任
の
声
が
一

気
に
高
ま
り
、
大
統
領
に
も

交
代
圧
力
が
か
か
っ
て
い
た
。

そ
れ
に
対
す
る
返
答
が
、
今

回
の
残
留
コ
メ
ン
ト
だ
。

　

パ
ズ
エ
ロ
代
行
は
現
在
、

国
の
安
全
衛
生
の
権
威
で
あ

る
オ
ズ
ワ
ル
ド
・
ク
ル
ズ
財

団
（
Ｆ
ｉ
ｏ
ｃ
ｒ
ｕ
ｚ
）
に

対
し
、
ク
ロ
ロ
キ
ン
、
ヒ
ド
ロ

キ
シ
ク
ロ
ロ
キ
ン
を
コ
ロ
ナ
治

療
薬
と
し
て
推
薦
す
る
よ
う

迫
っ
て
い
る
と
い
う
。
本
来
、

抗
マ
ラ
リ
ア
剤
の
こ
れ
ら
の

薬
は
網
膜
へ
の
障
害
や
心
臓
へ

の
負
担
な
ど
の
副
作
用
が
強

く
、
国
に
よ
っ
て
は
服
用
が

禁
止
さ
れ
、
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
も
実
験
を
止
め

さ
せ
て
い
る
。

　

Ｆ
ｉ
ｏ
ｃ
ｒ
ｕ
ｚ
で
伝
染

病
担
当
の
ク
ラ
ウ
ジ
オ
・
マ

イ
エ
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
氏
は
「
ク
ロ

ロ
キ
ン
を
推
奨
す
る
科
学
的

根
拠
が
な
い
」
と
し
て
反
対

の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。

の
大
量
の
花
火
打
ち
上
げ
が

大
人
気
で
、
毎
年
１
０
０
万

人
近
い
人
出
で
賑
わ
う
大
型

イ
ベ
ン
ト
だ
。

　

州
庁
舎
の
あ
る
バ
ン
デ
イ

ラ
ン
テ
ス
宮
で
記
者
会
見
を

行
な
っ
た
コ
ー
ヴ
ァ
ス
市
長

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
商
業
面
の

大
打
撃
が
あ
る
中
で
レ
ヴ
ェ

イ
オ
ン
を
中
止
に
す
る
こ
と

は
大
き
な
痛
手
で
あ
る
こ
と

を
認
め
つ
つ
も
、「
市
民
の

安
全
あ
っ
て
こ
そ
」
と
い
う

点
を
強
調
し
、
中
止
に
至
る

ま
で
の
経
緯
と
理
由
を
説
明

し
た
。

　

同
席
し
た
、
聖
州
コ
ロ
ナ

対
策
セ
ン
タ
ー
長
の
パ
ウ

ロ
・
メ
ネ
ゼ
ス
氏
も
、
今
回

の
中
止
の
決
定
は
多
く
の
命

を
救
う
大
事
な
も
の
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
た
。

　

聖
市
で
は
来
年
の
カ
ー
ニ

バ
ル
の
開
催
も
危
ぶ
ま
れ
て

い
る
。

外国為替市況
中銀サイトより

7月17日午後 4時現在
米ドル相場

売　5.3824  R$
買　5.3816  R$

円相場
売　0.0503  R$
買　0.0503  R$

マ
ス
ク
拒
否
客
と
ト
ラ
ブ
ル 

営
業
再
開
後
、１
割
の
商
店
で

日
増
し
に
解
任
圧
力
が
高
ま
る
中

中
銀
総
裁
「
Ｖ
時
回
復
難
し
い
」 

レ
ヴ
ェ
イ
オ
ン
中
止
を
決
断

大
人
気
行
事
も
コ
ロ
ナ
に
勝
て
ず

聖 市

アウキミン氏
（Wilson Dias/Agencia Brasil）

１
４
年
の
聖
州
知
事
選
に

際
し
、
建
設
大
手
の
オ
デ

ブ
レ
ヒ
ト
社
か
ら
、
合
計
で

１
千
万
レ
ア
ル
を
超
え
る
不

正
献
金
を
カ
イ
シ
ャ
・
ド
イ
ス

（
秘
密
口
座
）
を
通
じ
て
受

け
て
い
た
疑
い
が
あ
る
と
い

う
。

　

こ
の
容
疑
で
、
ア
ウ
キ
ミ

ン
氏
と
共
に
担
当
弁
護
士
の

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
エ
ド
ゥ
ア
ル

ド
・
ア
ウ
ヴ
ェ
ス
・
デ
・
カ

ス
ト
ロ
氏
、
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
の
会

計
担
当
の
マ
ル
コ
ス
・
モ
ン
テ

イ
ロ
氏
も
起
訴
さ
れ
た
。

　

今
回
の
捜
査
は
、
２
０
１ 

７
年
か
ら
始
ま
っ
た
、
オ
デ

ブ
レ
ヒ
ト
社
上
層
幹
部
ら
に

よ
る
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
に
関
す

る
報
奨
付
証
言
に
基
づ
い
て

い
る
と
い
う
。

　

ひ
と
り
め
の
証
言
者
、
カ

ル
ロ
ス
・
ア
ル
マ
ン
ド
・
パ
ス

コ
ア
ル
氏
に
よ
る
と
、
２
０ 

１
０
年
の
際
に
同
氏
は
ア
ウ

キ
ミ
ン
氏
と
直
接
的
に
賄

賂
の
取
引
を
行
っ
た
と
い
う
。

「
打
ち
合
わ
せ
の
現
場
に
行

く
と
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
が
側
近

に
対
し
、
同
氏
の
義
兄
に
あ

た
る
ア
ジ
ェ
マ
ー
ル
・
リ
ベ
イ

ロ
氏
の
預
金
カ
ー
ド
と
連
絡

先
を
差
し
出
さ
せ
、
そ
こ
に

支
払
い
を
行
う
よ
う
に
指
示

し
た
」
と
い
い
、
２
０
０
万

レ
ア
ル
を
実
際
に
支
払
っ
た

と
い
う
。
ア
ジ
ェ
マ
ー
ル
氏
は

今
回
、
７
０
歳
を
超
え
て
い

る
こ
と
を
理
由
に
起
訴
さ
れ

　

ブ
ル
ー
ノ
・
コ
ー
ヴ
ァ
ス

聖
市
市
長
は
１
７
日
、
大
晦

日
毎
年
恒
例
の
大
型
イ
ベ
ン

ト
「
レ
ヴ
ェ
イ
オ
ン
」
を
、

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
中
止
に

す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
同

日
付
伯
字
サ
イ
ト
が
報
じ
て

い
る
。

　

レ
ヴ
ェ
イ
オ
ン
は
毎
年
大

晦
日
の
真
夜
中
に
市
内
最
大

の
繁
華
街
パ
ウ
リ
ス
タ
大

通
り
で
行
わ
れ
て
い
る
。
聖

市
主
催
の
コ
ン
サ
ー
ト
企
画

で
、
元
旦
に
切
り
替
わ
る
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
や
そ
の
直
後

護
士
は
「
不
正
な
捜
査
で
あ

り
、
名
誉
を
毀
損
す
る
内
容

だ
」
と
し
て
強
い
抗
議
を
示

し
た
。
さ
ら
に
、
ア
ウ
キ
ミ

ン
氏
を
政
界
入
り
の
恩
人
と

仰
ぐ
ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア
聖

州
知
事
も
「
必
ず
や
無
実
が

証
明
さ
れ
る
と
信
じ
て
い
る
」

と
の
声
明
を
出
し
て
い
る
。

アウキミン前聖州知事を起訴ラヴァ・
ジャット

（１） ２０２０（令和二）年第５５３１号  ７月 １８日 （土曜日）

５
千
レ
ア
ル
と
、
着

用
し
な
い
本
人
に
も

５
０
０
レ
ア
ル
の
罰

金
が
科
せ
ら
れ
る
事

に
な
っ
て
い
る
が
、
マ

ス
ク
着
用
拒
否
す
る

来
店
者
が
い
た
と
回

答
し
た
商
店
の
中
で

「
罰
金
を
受
け
た
」

と
い
う
報
告
は
今
の

所
な
い
と
い
う
。 

　

同
組
合
の
聞
き
取

り
調
査
で
は
３
分
の

１
の
商
店
が
、
客
か

ら
規
制
緩
和
下
で
は

禁
止
と
な
っ
て
い
る

衣
類
や
靴
、
化
粧
品

ミ
ン
氏
は
２
０
１
０
年
と

　

連
警
に
よ
る
と
、
ア
ウ
キ



　

ま
だ
、挫
折
と
い
う
も
の
を
本
格
的
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
こ
の
若
者
に
は
、

そ
の
こ
と
が
ご
く
自
然
な
形
で
信
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
彼
は

常
に
努
力
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
が
ア
ヤ
も
言
う
、
集
中
力
の
す
ご
さ
に
繋
が

る
の
か
も
し
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
う
な
る
と
こ
れ
は
、
持
っ
て
生
ま
れ
た
才
能
と

も
呼
ぶ
べ
き
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
る
と
は
、
マ
ル
コ
ス
自
身
も
考
え
て

い
な
か
っ
た
し
、
彼
を
最
初
か
ら
教
え
て
き
た
ア
ヤ
も
、
ま
さ
か
こ
こ
ま
で
こ
の

ブ
ラ
ジ
ル
人
の
青
年
が
伸
び
る
と
は
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
。
教
科
書
だ
け
で

は
間
に
合
わ
な
い
と
い
う
感
じ
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
ア
ヤ
は
日
本
か
ら
持
っ
て

き
て
い
た
様
々
な
本
を
マ
ル
コ
ス
に
貸
し
与
え
て
、
さ
ら
に
勉
強
さ
せ
た
。

そ
れ
ま
で
の
教
科
書
に
比
べ
る
と
そ
れ
ら
は
も
っ
と
範
囲
が
広
く
、
様
々
な
話
題

が
掲
載
さ
れ
て
い
て
面
白
か
っ
た
が
、
そ
の
分
、
内
容
も
複
雑
に
な
り
、
さ
ら
な

る
日
本
語
力
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
。
難
し
さ
の
レ
ベ
ル

も
上
が
っ
て
行
っ
た
が
、
マ
ル
コ
ス
に
と
っ
て
そ
れ
は
、
新
た
な
挑
戦
で
も
あ
っ

た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
彼
の
日
本
語
の
学
力
も
一
段
と
伸
び
て
い
く
結
果
に
な
っ
た
の
だ

が
、
そ
れ
は
誰
に
で
も
出
来
る
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
彼
の
能
力

の
特
殊
性
が
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
い
。

も
し
、
あ
の
エ
ン
リ
ッ
ケ
が
冗
談
半
分
に
し
ろ
、
マ
ル
コ
ス
を
誘
っ
て
い
な
か
っ

た
ら
、
お
そ
ら
く
彼
が
そ
の
生
涯
に
お
い
て
日
本
語
を
話
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と

は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

人
間
の
邂
逅
と
か
運
命
と
い
う
も
の
は
、
ど
こ
で
ど
う
繋
が
っ
て
い
く
の
か
ま
っ

た
く
予
期
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
自
分
で
希
望
し
て
、
そ
の
目
的
に
向
か
っ
て

自
ら
が
動
い
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
偶
然
の
よ
う
な
形
で
向
こ
う
か
ら
や
っ
て

来
た
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
、
彼
が
興
味
を
示
し
て
勉
強
を
始
め
て
か
ら
は
、
そ
こ
に
明
快
な
意
志

と
目
標
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
こ
と
で
は
あ
っ
た
が
。と
に
か
く
、

ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
、
言
っ
て
み
れ
ば
、
遊
び
の
よ
う
な
き
っ
か
け
か
ら
、
そ

れ
ま
で
は
ま
っ
た
く
の
未
知
で
あ
っ
た
世
界
に
マ
ル
コ
ス
が
入
り
込
ん
で
い
っ
た

の
は
、
あ
る
い
は
偶
然
の
い
た
ず
ら
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

イ
タ
リ
ア
系
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
青
年
が
、
そ
の
存
在
す
ら
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い

よ
う
な
片
田
舎
で
、
流
暢
な
日
本
語
を
話
す
よ
う
に
な
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、

普
通
、
常
識
で
は
あ
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
が
実
現
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
い
う
、
移
民
で
成
り
立
っ
た

国
の
面
白
さ
が
あ
り
、
得
体
の
知
れ
な
い
よ
う
な
、
不
思
議
な
可
能
性
を
秘
め
た

国
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
が
あ
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

　

日
本
で
生
ま
れ
た
サ
ク
ラ
の
花
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
来
て
、
イ
ッ
ペ
ー
の
花
に
転

化
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
、こ
う
い
う
世
界
で
は
起
こ
り
得
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

ク
リ
ス
ト
　
レ
イ
　
教
会

　

日
本
語
学
校
へ
通
い
な
が
ら
も
、
マ
ル
コ
ス
は
そ
こ
に
隣
り
合
わ
せ
の
よ
う
に

し
て
建
ち
つ
つ
あ
る
立
派
な
教
会
の
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、

日
本
語
の
方
に
自
分
で
も
思
わ
ぬ
ほ
ど
に
傾
注
し
て
い
っ
た
た
め
に
、
し
ば
ら
く

は
こ
の
教
会
の
こ
と
も
忘
れ
が
ち
に
な
っ
て
い
た
。

が
、
無
視
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
無
視
す
る
に
は
、
こ
の
教
会
は
あ
ま
り
に

も
目
立
ち
過
ぎ
た
。

場
所
が
こ
の
よ
う
に
奥
ま
っ
た
所
に
、
隠
れ
る
よ
う
に
し
て
建
っ
て
い
る
か
ら
、

こ
の
近
辺
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
た
ち
は
、
ほ
と
ん
ど
誰
も
そ
の
存
在
を
知
ら
な
い
が
、

も
し
こ
れ
が
、
た
と
え
ば
リ
ン
ス
の
よ
う
な
中
規
模
ほ
ど
の
町
の
中
心
地
に
建
て

て
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
ま
ず
、
大
き
な
注
目
を
浴
び
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 （15）

　

日に
っ

伯ぱ
く

修し
ゅ
う

好こ
う

１
２
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

と
、
在ざ

い

日に
ち

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

定て
い

住じ
ゅ
う

化か

３
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

と
い
う
節ふ

し

目め

が
重か

さ

な
っ
た
今こ

年と
し

の
６
月が

つ

２
９
日に

ち

、
日に

っ

系け
い

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

女じ
ょ

性せ
い

と
し
て
は
初は

じ

め
て
大た

い

使し

（em
b
aixad

ora

）
が
誕た

ん

生じ
ょ
うし
た
。
こ
の
石い

し

谷た
に

フ
ァ
チ
マ
恵け

い

子こ

さ
ん
（
５
１

歳さ
い

、
二に

世せ
い

）
の
大た

い

使し

着ち
ゃ
く

任に
ん

に
は
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うも
署し

ょ

名め
い

し
、
３
０
日に

ち

付づ
け

の
官か

ん

報ぽ
う

で
掲け

い

載さ
い

さ
れ
た
。
９
日か

付づ
け

の
ニ
ッ
パ
キ

紙し

で
報ほ

う

じ
ら
れ
た
。
藤ふ

じ

田た

エ
ジ
ム
ン
ド
進

す
す
む

大た
い

使し

以い

来ら
い

の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

大た
い

使し

と
な
る
石い

し

谷た
に

大た
い

使し

は
、９
１
年ね

ん

に
外が

い

務む

省し
ょ
う

養よ
う

成せ
い

学が
っ

校こ
う「
リ

オ
・
ブ
ラ
ン
コ
学が

く

院い
ん

」
へ
入

に
ゅ
う

所し
ょ

し
、
そ
れ
以い

来ら
い

３
０
年ね

ん

間か
ん

外が
い

交こ
う

官か
ん

と
し
て
貢こ

う

献け
ん

し
功こ

う

績せ
き

を
着

ち
ゃ
く

実じ
つ

に
積つ

み
上あ

げ
て
き
た
。

姉し

妹ま
い

３
人に

ん

が
外が

い

交こ
う

官か
ん

の
家か

系け
い

日
にっ

系
けい

女
じょ

性
せい

初
はつ

の伯
はっ

国
こく

大
たい

使
し

誕
たん

生
じょう

沼ぬ
ま

田た

信し
ん

一い
ち

さ
ん

何な
ん

万ま
ん

匹ぴ
き

の
虫む

し

に
た
か
ら
れ
る
生せ

い

活か
つ

（２）２０２０（令和二）年 第５５３１号 ７月 １８日 （土曜日）

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

リ
ー
ダ
ー
育い

く

成せ
い

事じ

業ぎ
ょ
う

の
留り

ゅ
う

学が
く

生せ
い

た
ち

能の
う

は
な
い
、
全す

べ

て
は
仕し

事ご
と

や

献け
ん

身し
ん

、
学ま

な

び
に
よ
り
可か

能の
う

だ
」

と
喜き

義よ
し

さ
ん
は
教お

し

え
、
子こ

供ど
も

達た
ち

の
選せ

ん

択た
く

を
応お

う

援え
ん

し
続つ

づ

け

た
。

　

恵け
い

子こ

さ
ん
が
外が

い

交こ
う

官か
ん

に
な

る
こ
と
を
決け

っ

心し
ん

し
た
１
５
歳さ

い

の
頃こ

ろ

、「
イ
ギ
リ
ス
留

り
ゅ
う

学が
く

を

決き

め
た
と
き
は
、
親お

や

か
ら
す

ご
く
心し

ん

配ぱ
い

さ
れ
た
」
と
い
う
。

「
最さ

い

終し
ゅ
う

的て
き

に
は
応お

う

援え
ん

し
て
く

れ
、
大た

い

変へ
ん

励は
げ

み
に
な
り
ま
し

た
」
と
夢ゆ

め

の
た
め
に
一い

っ

歩ぽ

を

踏ふ

み
出だ

し
た
少

し
ょ
う

女じ
ょ

時じ

代だ
い

を
振ふ

り
返か

え
っ
た
。

　

９
１
年ね

ん

に
入

に
ゅ
う

所し
ょ

し
た
リ

オ
・
ブ
ラ
ン
コ
外が

い

交こ
う

官か
ん

養よ
う

成せ
い

所じ
ょ

は
、
年ね

ん

に
２
０
人に

ん

の
募ぼ

集
し
ゅ
う

し
か
な
く
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
も

難な
ん

問も
ん

中ち
ゅ
うの
難な

ん

問も
ん

と
し
て
知し

ら

れ
る
。
同ど

う

期き

で
、
す
べ
て
の

要よ
う

件け
ん

を
満み

た
し
て
通つ

う

過か

し

た
の
は
１
３
人に

ん

の
み
。
う
ち

女じ
ょ

性せ
い

は
更さ

ら

に
少す

く

な
く
全ぜ

ん

体た
い

の

２
０
％
に
留と

ど

ま
る
と
い
う
。

　

翌よ
く

年と
し

９
２
年ね

ん

石い
し

谷た
に

さ
ん
は

第だ
い

三さ
ん

書し
ょ

記き

と
し
て
外が

い

交こ
う

官か
ん

の

キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
し
順

じ
ゅ
ん

当と
う

に
昇

し
ょ
う

進し
ん

し
て
ゆ
き
、
リ
オ
・

石い
し

谷た
に

フ
ァ
チ
マ
恵け

い

子こ

さ
ん
快か

い

挙き
ょ

！

左
ひだり

から、石
いし

谷
たに

ファチマ大
たい

使
し

、エドゥアルド・サボ
イア駐

ちゅう

日
にち

ブラジル大
たい

使
し

、セシリアさん、西
にし

森
もり

下
か

議
ぎ

（arquivo pessoal）
（１１）

取と

れ
て
治な

お

る
の
で
あ
る
。
た

だ
し
一ひ

と
つ
治な

お

っ
た
か
ら
と
い
っ

て
も
、
幾い

く

つ
も
で
き
て
お
り
、

又ま
た

で
き
て
く
る
の
で
あ
る
か

ら
、
大た

い

変へ
ん

嫌い
や

な
思お

も

い
を
さ
せ

ら
れ
た
お
で
き
で
あ
っ
た
》（
Ｐ

Ｄ
Ｆ
版ば

ん

３
２
ペ
ー
ジ
）

　

原げ
ん

因い
ん

と
し
て
沼ぬ

ま

田た

さ
ん
が

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

医い

師し

の
説せ

つ

明め
い

と

て
活か

つ

躍や
く

し
た
ほ
か
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
名め

い

誉よ

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

を
定て

い

年ね
ん

と

な
る
ま
で
勤つ

と

め
た
経け

い

験け
ん

も
あ

る
。
１
１
年ね

ん

に
は
在ざ

い

ク
リ
チ

ー
バ
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

か
ら
旭

き
ょ
く

日じ
つ

双そ
う

光こ
う

章し
ょ
うを
受じ

ゅ

章し
ょ
うし
た
。「
不ふ

可か

　
「
信し

ん

ち
ゃ
ん
」
こ
と
沼ぬ

ま

田た

信し
ん

一い
ち
さ
ん
は
、
１
９
３
３
年ね

ん

７
月が

つ

に
あ
り
ぞ
な
丸ま

る

で
来ら

い

伯は
く

し
、
聖せ

い

州し
ゅ
うセ
ッ
テ
・
バ
ー
ラ

ス
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

に
入

に
ゅ
う

植し
ょ
く、
翌よ

く

年と
し

５

月が
つ

に
パ
ラ
ナ
州し

ゅ
うロ
ン
ド
リ
ー
ナ

市し

郊こ
う

外が
い

に
移い

転て
ん

し
、
同ど

う

市し

入
に
ゅ
う

植し
ょ
くの
草く

さ

分わ

け
と
し
て
一い

っ

貫か
ん

し
て

農の
う

業ぎ
ょ
うに
携た

ず
さ
わ
っ
て
き
た
有ゆ

う

名め
い

人じ
ん

だ
。

　

パ
ラ
ナ
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

連れ
ん

合ご
う

会か
い

相そ
う

談だ
ん

役や
く

も
務つ

と

め
る
ほ
ど
人じ

ん

望ぼ
う

が
厚あ

つ

く
、
第だ

い

１
０
部ぶ

ま
で
発は

っ

刊か
ん

さ
れ
た
『
信し

ん

ち
ゃ
ん
の
昔

む
か
し

話ば
な
し』
シ
リ
ー
ズ
や
『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
開か

い

拓た
く

し
た
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

の
数か

ず

々か
ず

』

の
著ち

ょ

書し
ょ

も
あ
る
。

　

そ
の
『
信し

ん

ち
ゃ
ん
の
昔

む
か
し

話ば
な
し』

第だ
い

９
巻か

ん

３
話わ

に
、
コ
ー
ヒ
ー

園え
ん

で
働は

た
ら
く
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

の
た
め
に
、
医い

者し
ゃ

の
代か

わ

り
に
著ち

ょ

者し
ゃ

が
注

ち
ゅ
う

射し
ゃ

を
す
る
話

は
な
し

が
出で

て
く
る
。

　
《
私わ

た
しで
も
、
自じ

分ぶ
ん

の
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

を
主し

ゅ

に
相そ

う

当と
う

数す
う

の
人ひ

と

々び
と

に
皮ひ

下か

注ち
ゅ
う

射し
ゃ

か
ら
、
時と

き

に
は
血け

っ

管か
ん

注ち
ゅ
う

射し
ゃ

を
し
て
あ
げ
た
も
の
で

あ
る
が
、
注

ち
ゅ
う

射し
ゃ

で
失し

っ

敗ぱ
い

の
無な

か
っ
た
事こ

と

は
誠ま

こ
とに
幸さ

い
わい
で
あ
っ

た
。
特と

く

に
ペ
ニ
シ
リ
ン
の
流

り
ゅ
う

行こ
う

時じ

代だ
い

に
は
耕こ

う

地ち

で
百

ひ
ゃ
っ

本ぽ
ん

単た
ん

位い

で
準

じ
ゅ
ん

備び

し
て
い
た
も
の
で
あ
る

が
、
ペ
ニ
シ
リ
ン
に
よ
る
ア
レ

ル
ギ
ー
反は

ん

応の
う

で
心し

ん

配ぱ
い

さ
せ
ら

れ
る
事こ

と

の
一い

っ

回か
い

も
無な

か
っ
た
事こ

と

は
幸さ

い
わい
で
あ
っ
た
と
感か

ん

謝し
ゃ

し
て

い
る
》（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版ば

ん

２
８
ペ
ー

ジ
）。

　

今い
ま

で
は
医い

療り
ょ
う

免め
ん

許き
ょ

を
持も

た
な
い
人ひ

と

が
注

ち
ゅ
う

射し
ゃ

を
す
る
な

ど
考か

ん
が
え
ら
れ
な
い
。
し
か
も

１
０
０
本ぽ

ん

単た
ん

位い

で
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
うの

特と
っ

効こ
う

薬や
く

ペ
ニ
シ
リ
ン
を
常

じ
ょ
う

備び

し
て
お
く
と
い
う
こ
と
は
、
ど

れ
だ
け
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
うが
多お

お

か
っ
た

か
と
い
う
証

し
ょ
う

明め
い

だ
。

　
日に

本ほ
ん

人じ
ん

集し
ゅ
う

団だ
ん

地ち

で
生せ

い

活か
つ

し

た
人ひ

と

な
ら
、「
土つ

ち

負ま

け
」
と
い

う
言こ

と

葉ば

を
聞き

い
た
こ
と
が
あ

る
人ひ

と

は
多お

お

い
。
マ
ラ
リ
ア
に
次つ

ぐ
ぐ
ら
い
に
開か

い

拓た
く

地ち

に
住す

む

移い

民み
ん

を
苦く

る

し
ま
せ
た
感か

ん

染せ
ん

症
し
ょ
う

と
言い

わ
れ
る
。

　

特と
く

に
北き

た

パ
ラ
ナ
の
沃よ

く

土ど

で

有ゆ
う

名め
い

な
テ
ー
ラ
ロ
ッ
シ
ャ
地ち

域い
き

に
は
多お

お

く
、《
お
そ
ら
く
十

じ
ゅ
う

人に
ん

に
十

じ
ゅ
う

人に
ん

が
経け

い

験け
ん

し
た
》
と
沼ぬ

ま

田た

さ
ん
は
書か

い
て
い
る
。『
信し

ん

ち
ゃ
ん
の
昔

む
か
し

話ば
な
し』
第だ

い

９
巻か

ん

の

第だ
い

８
話わ

に
よ
れ
ば
、
デ
キ
モ

ノ
の
一い

っ

種し
ゅ

で
、
か
な
ら
ず
衣い

服ふ
く

か
ら
外そ

と

に
出で

て
い
て
、
日に

ち

常じ
ょ
う

的て
き

に
土つ

ち

埃ぼ
こ
りに
触ふ

れ
る
部ぶ

分ぶ
ん

に
で
き
る
こ
と
か
ら
、「
土つ

ち

の
何な

ん

ら
か
の
成せ

い

分ぶ
ん

に
皮ひ

膚ふ

が

負ま

け
て
で
き
た
ア
レ
ル
ギ
ー

の
類た

ぐ

い
」
と
移い

民み
ん

の
間あ

い
だ
で
は

信し
ん

じ
ら
れ
て
い
た
。
例た

と

え
ば
、

手て

な
ら
ひ
じ
か
ら
先さ

き

、
足あ

し

な

ら
膝ひ

ざ

か
ら
下し

た

に
で
き
や
す
い
。

　
《
ひ
ど
く
か
ゆ
く
て
、
が
り

が
り
か
い
て
い
る
と
、
赤あ

か

い
ボ

ツ
ボ
ツ
と
な
り
、
そ
の
う
ち
に

膿う
み

を
も
つ
の
で
あ
る
が
、
膿う

み

が

出で

て
し
ま
う
と
カ
サ
ブ
タ
も

に
か
ま
れ
て
お
こ
る
も
の
で

あ
る
と
い
う
。
又ま

た

、
十

じ
ゅ
う

二に

指し

腸ち
ょ
う

虫ち
ゅ
うの
よ
う
な
寄き

生せ
い

虫ち
ゅ
うの
侵し

ん

入に
ゅ
う

口ぐ
ち

が
か
ゆ
い
こ
と
も
あ
ろ

う
。
は
れ
て
オ
デ
キ
に
な
る

の
は
第だ

い

二に

次じ

伝で
ん

染せ
ん

で
化か

膿の
う

菌き
ん

の
性せ

い

で
あ
る
と
書か

か
れ
て
い
る
》

（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版は

ん

３
３
ペ
ー
ジ
）

　

原げ
ん

始し

林り
ん

の
開か

い

拓た
く

生せ
い

活か
つ

で
、

ど
れ
ほ
ど
の
虫む

し

に
囲か

こ

ま
れ
て
い

た
か
は
、
次つ

ぎ

の
記き

述じ
ゅ
つか
ら
も

は
な
く
、
何な

ん

万ま
ん

匹ぴ
き

と
来き

て
い

た
も
の
で
、
マ
バ
タ
キ
を
す
る

度た
び

に
、
二に

、
三さ

ん

匹ひ
き

つ
か
ま
え

た
事こ

と

を
覚お

ぼ

え
て
い
る
人ひ

と

は
ま

だ
居い

る
は
ず
だ
》。

　

こ
の
「
ビ
リ
グ
イ
（b

i-
rigui

）」
と
は
サ
シ
チ
ョ
ウ
バ

エ
の
こ
と
。
ノ
ロ
エ
ス
テ
地ち

方ほ
う

石い
し

谷た
に

家け

は
現げ

ん

在ざ
い

五ご

人に
ん

兄
き
ょ
う

弟だ
い

の
う
ち
恵け

い

子こ

さ
ん
含ふ

く

め
３

人に
ん

も
の
外が

い

交こ
う

官か
ん

を
輩は

い

出し
ゅ
つし
て

い
る
。
姉し

妹ま
い

で
あ
る
セ
シ
リ

ア
さ
ん
は
現げ

ん

在ざ
い

外が
い

務む

省し
ょ
うの
太た

い

平へ
い

洋よ
う

地ち

域い
き

局き
ょ
く

日び

本ほ
ん

部ぶ

・
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

部ぶ

長ち
ょ
うを
務つ

と

め
て
お
り
、

ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
さ
ん
は
東と

う

京き
ょ
うの

ブ
ラ
ジ
ル
大た

い

使し

館か
ん

で
商

し
ょ
う

業ぎ
ょ
う

部ぶ

門も
ん

の
責せ

き

任に
ん

者し
ゃ

を
務つ

と

め
る
。

父ち
ち

の
石い

し

谷た
に

喜き

義よ
し

さ
ん
（
香か

川が
わ

県け
ん

出し
ゅ
っ

身し
ん

）
は
弁べ

ん

護ご

士し

と
し

の
ア
ラ
サ
ツ
ー
バ
付ふ

近き
ん

の
地ち

名め
い

に
も
な
っ
て
い
る
。

　

開か
い

拓た
く

生せ
い

活か
つ

と
は
、
自し

然ぜ
ん

と

の
闘た

た
か
い
で
あ
り
、
虫む

し

と
そ
れ

が
も
た
ら
す
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
うと
の
戦

た
た
か

い
の
毎ま

い

日に
ち

だ
っ
た
。

（
つ
づ
く
、
深ふ

か

沢さ
わ

正ま
さ

雪ゆ
き

記き

者し
ゃ

）

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

リ
ー
ダ
ー
育い

く

成せ
い

事じ

業ぎ
ょ
う

２
１
年ね

ん

度ど

の
留り

ゅ
う

学が
く

生せ
い

募ぼ

集し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

ＪＩＣＡ
　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国こ

く

際さ
い

協き
ょ
う

力
り
ょ
く

機き

構こ
う

、
北き

た

岡お
か

伸し
ん

一い
ち

理り

事じ

長ち
ょ
う）

は
２
０
２
１
年ね

ん

度ど

の
日に

本ほ
ん

へ

の
留

り
ゅ
う

学が
く

支し

援え
ん

希き

望ぼ
う

者し
ゃ

を
募ぼ

集し
ゅ
うし
て
い
る
。
同ど

う

事じ

業ぎ
ょ
うは
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

国こ
く

籍せ
き

の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

を
対た

い

象
し
ょ
う

に
、
将

し
ょ
う

来ら
い

の
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

を
担に

な

う
リ
ー
ダ
ー
を
育い

く

成せ
い

し
、
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

の
定て

い

住じ
ゅ
うや
安あ

ん

定て
い

を
図は

か

る
こ
と
を
目も

く

的て
き

に
し
て
い
る
。

締し

め
切き

り
は
９
月が

つ

２
５
日に

ち

、

募ぼ

集し
ゅ
う

要よ
う

項こ
う

は
次つ

ぎ

の
通と

お

り
。

■
募ぼ

集し
ゅ
う

分ぶ
ん

野や

▼
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

・
居き

ょ

住じ
ゅ
う

区く

の
経け

い

済ざ
い

発は
っ

展て
ん

、
社し

ゃ

会か
い

開か
い

発は
つ

に
寄き

与よ

す
る
分ぶ

ん

野や

。
た
だ
し
経け

い

営え
い

学が
く

（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）
は
対た

い

象し
ょ
う

外が
い

。

▼
募ぼ

集し
ゅ
う

人に
ん

数ず
う

＝
２
０
人に

ん

程て
い

度ど

。
■
応お

う

募ぼ

資し

格か
く

▼
中ち

ゅ
う

南な
ん

米べ
い

地ち

域い
き

の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

（
三さ

ん

世せ
い

ま
で
）

▼
２
０
２
１
年ね

ん

４
月が

つ

１
日に

ち

現げ
ん

在ざ
い

で
４
０
歳さ

い

未み

満ま
ん

で
あ
る
こ
と

（
１
９
８
１
年ね

ん

４
月が

つ

２
日か

以い

降こ
う

に
出

し
ゅ
っ

生せ
い

し
た
者も

の

）

▼
大だ

い

学が
く

卒そ
つ

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

（
２
０
年ね

ん

３
月が

つ

ま
で
に
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

見み

込こ

み
の

確か
く

実じ
つ

な
も
の
）

▼
大だ

い

学が
く

院い
ん

正せ
い

規き

生せ
い

ま
た
は
学が

く

部ぶ

・
大だ

い

学が
く

院い
ん

の
研け

ん

究き
ゅ
う

生せ
い

・
科か

目も
く

等と
う

履り

修し
ゅ
う

生せ
い

（
以い

下か

、
非ひ

正せ
い

規き

生せ
い

と
す
る
）
と
し
て
の

入に
ゅ
う

学が
く

が
決け

っ

定て
い

も
し
く
は
入

に
ゅ
う

学が
く

予よ

定て
い

か
、
す
で
に
在ざ

い

籍せ
き

し
て

い
る
こ
と
。

▼
日に

ち

常じ
ょ
う

生せ
い

活か
つ

に
支し

障し
ょ
うな
い
日に

本ほ
ん

語ご

能の
う

力り
ょ
くを
有ゆ

う

す
る
こ
と
。

■
手て

当あ
て

の
支し

給き
ゅ
う

期き

間か
ん

▼
非ひ

正せ
い

規き

生せ
い

＝
１
年ね

ん

間か
ん

▼
正せ

い

規き

課か

程て
い

に
進し

ん

学が
く

・
修

し
ゅ
う

士し

課か

程て
い

＝
２
年ね

ん

間か
ん

▼
博は

か

士せ

課か

程て
い

＝
３
年ね

ん

間か
ん

▼
医い

学が
く

・
歯し

学が
く

の
博は

か

士せ

課か

程て
い

＝
４
年ね

ん

間か
ん

■
手て

当あ

て
の
内な

い

容よ
う

▼
往お

う

復ふ
く

渡と

航こ
う

費ひ

、
滞た

い

在ざ
い

費ひ

、

国こ
く

内な
い

旅り
ょ

行こ
う

費ひ

、
来ら

い

日に
ち

支し

度た
く

料り
ょ
う、
住

じ
ゅ
う

居き
ょ

支し

度た
く

料り
ょ
う、
資し

料
り
ょ
う

送そ
う

付ふ

料り
ょ
う、
学が

く

費ひ

（
大だ

い

学が
く

が
請せ

い

求き
ゅ
うす
る
も
の
）

■
応お

う

募ぼ

方ほ
う

法ほ
う

▼
規き

定て
い

の
応お

う

募ぼ

用よ
う

紙し

と
書し

ょ

類る
い

、
作さ

く

文ぶ
ん

を
添て

ん

付ぷ

し
て
在ざ

い

住
じ
ゅ
う

国こ
く

の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
在ざ

い

外が
い

事じ

務む

所し
ょ

す
る
こ
と
。（
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

か
ら

の
提て

い

出し
ゅ
つ

先さ
き

は
海か

い

外が
い

日に
っ

系け
い

人じ
ん

協き
ょ
う

会か
い

）

　

選せ
ん

考こ
う

日に
っ

程て
い

は
１
０
月が

つ

中
ち
ゅ
う

旬じ
ゅ
んに
第だ

い

一い
ち

次じ

選せ
ん

考こ
う

の
面め

ん

接せ
つ（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
在ざ

い

外が
い

事じ

務む

所し
ょ

ま
た
は

本ほ
ん

部ぶ

）、
１
０
月が

つ

下げ

旬じ
ゅ
んに
本ほ

ん

部ぶ

で
の
最さ

い

終し
ゅ
う

選せ
ん

考こ
う

を
経た

て
合ご

う

否ひ

通つ
う

知ち

が
１
１
月が

つ

中ち
ゅ
う

旬じ
ゅ
んと
な

る
。

　

詳
し
ょ
う

細さ
い

や
応お

う

募ぼ

用よ
う

紙し

ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
は
募ぼ

集し
ゅ
うサ
イ
ト

（h
ttp
s://w

w
w
.jica.

go.jp/regions/am
eri 

ca/leader.htm
l

）

　

問と
い

合あ

わ
せ
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ブ
ラ
ジ
ル
事じ

務む

所し
ょ

（
電で

ん

話わ

＝

１
１
・
３
２
５
１
・
２
６
５ 

５
）

　

６
月が

つ

２
３
日に

ち

付づ
け

弊へ
い

紙し

で
も

取と

り
上あ

げ
た
日に

っ

伯ぱ
く

国こ
く

会か
い

議ぎ

員い
ん

連れ
ん

盟め
い

主し
ゅ

催さ
い

の
「
在ざ

い

日に
ち

ブ
ラ
ジ

ル
人じ

ん

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う」
の
３
０
人に

ん

の

う
ち
の
１
人り

、
金き

ん

城じ
ょ
うナ
ラ
ヤ

ナ
ツ
ミ
さ
ん
は
こ
の
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

リ
ー
ダ
ー
育い

く

成せ
い

事じ

業ぎ
ょ
うの
Ｏ

Ｇ
だ
と
い
う
。
金き

ん

城じ
ょ
うさ
ん
は

大だ
い

学が
く

院い
ん

で
日に

っ

系け
い

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

の
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

に
関か

ん

す
る
研け

ん

究き
ゅ
うを

し
な
が
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
日に

っ

系け
い

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

の
支し

援え
ん

に
従

じ
ゅ
う

事じ

し
て
い
た
。
現げ

ん

在ざ
い

は
愛あ

い

知ち

県け
ん

国こ
く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
う

協き
ょ
う

会か
い

に
勤き

ん

務む

し

て
い
る
。
同ど

う

事じ

業ぎ
ょ
うフ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
に
は
育い

く

成せ
い

事じ

業ぎ
ょ
うの
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

が
紹

し
ょ
う

介か
い

さ
れ
て
い
る
の
で
、

興き
ょ
う

味み

が
あ
る
人ひ

と

は
応お

う

募ぼ

前ま
え

に

是ぜ

非ひ

チ
ェッ
ク
し
て
み
て
は
？

（h
ttp
s://w

w
w
.face-

b
o
o
k
.co
m
/jica

n
ik 

keileaders/

）

ブ
ラ
ン
コ
の
「
外が

い

交こ
う

改か
い

善ぜ
ん

コ

ー
ス
（
Ｃ
Ａ
Ｄ
、C

u
rso 

de A
perfeiçoam

ento 
d
e D
ip
lo
m
atas

）」
や

２
０
０
９
年ね

ん

に
国こ

く

際さ
い

連れ
ん

合ご
う

ハ

イ
チ
安あ

ん

定て
い

化か

ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
Ｍ

Ｉ
Ｎ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｈ
）
に
も
参さ

ん

加か

し
て
い
る
。

　

す
で
に
外が

い

国こ
く

赴ふ

任に
ん

を
し
、

駐ち
ゅ
うロ
ン
ド
ン
伯は

っ

国こ
く

大た
い

使し

館か
ん

で

し
て
読よ

ん

だ
と
こ
ろ

で
は
、
土つ

ち

に
対た

い

す
る

ア
レ
ル
ギ

ー
に
加く

わ

え
、

《
主し

ゅ

と
し

て
蚊か

や
、

そ
の
他ほ

か

の

小し
ょ
う

昆こ
ん

虫
ち
ゅ
う

ビリグイ（サシチョウバエ、Content provider: 
CDC/Frank Collins. Photo credit: James Gathany/
Public domain）

容よ
う

易い

に
想そ

う

像ぞ
う

で
き
る
。

　
《
あ
の
原げ

ん

始し

林り
ん

の
開か

い

拓た
く

時じ

代だ
い

の
蚊か

、
ブ
ヨ
、
ビ
リ
グ
イ

等な
ど

々な
ど

に
攻せ

め
ら
れ
た
事こ

と

、
特と

く

に
雨あ

め

前ま
え

の
ム
シ
ム
シ
す
る
様よ

う

な
時と

き

は
、
汗あ

せ

を
吸す

い
に
く
る

の
か
一ひ

と

人り

の
人ひ

と

の
周

し
ゅ
う

囲い

に
集

あ
つ
ま
っ

た
小こ

虫む
し

の
数か

ず

は
、
何な

ん

千ぜ
ん

匹ぴ
き

で

第だ
い

３
と
第だ

い

２
秘ひ

書し
ょ

を
務つ

と

め
、

モ
ン
テ
ビ
デ
オ
大た

い

使し

館か
ん

２
等と

う

書し
ょ

記き

官か
ん

、
ワ
シ
ン
ト
ン
大た

い

使し

館か
ん

参さ
ん

事じ

官か
ん

、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
は
ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く

連れ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
う

部ぶ

公こ
う

使し

補ほ

佐さ

官か
ん

を
経へ

て
、
１
７

年ね
ん

か
ら
１
９
年ね

ん

に
駐ち

ゅ
うロ
ー
マ
・

ブ
ラ
ジ
ル
大た

い

使し

館か
ん

で
ア
ン
ト

ニ
オ
・
デ
・
ア
ギ
ア
ル
・
パ

ト
リ
オ
タ
前ぜ

ん

外が
い

相し
ょ
うと
共と

も

に
働

は
た
ら

き
、
信し

ん

頼ら
い

も
厚あ

つ

い
。

　

若わ
か

く
し
て
国こ

く

内な
い

外が
い

で
功こ

う

績せ
き

を
積つ

み
、
幾い

く

度ど

も
受じ

ゅ

勲く
ん

し
て

い
る
。
国こ

く

内な
い

で
は
リ
オ
・
ブ

ラ
ン
コ
勲く

ん

章し
ょ
う、
グ
ラ
ン
デ
・

オ
フ
ィ
サ
ー
章し

ょ
う、
コ
メ
ン
ダ
ド

ー
ル
顕け

ん

彰し
ょ
うを
受じ

ゅ

勲く
ん

し
、
フ
ラ

ン
ス
か
ら
国こ

っ

家か

功こ
う

労ろ
う

勲く
ん

章し
ょ
うを

受じ
ゅ

勲く
ん

し
て
い
る
。



　
『
大お

お

き
な
努ど

力り
ょ
くで
小ち

い

さ
な
成せ

い

果か

を
』
と
い
う
意い

表ひ
ょ
うを
つ
い
た
タ

イ
ト
ル
の
本ほ

ん

が
出で

た
。
現げ

ん

代だ
い

の
常

じ
ょ
う

識し
き

で
は
「
小ち

い

さ
な
努ど

力り
ょ
くで
大お

お

き
な
成せ

い

果か

を
」
だ
が
、
そ
の
逆

ぎ
ゃ
く

張ば

り
で
あ
る
。

　

著ち
ょ

者し
ゃ

の
鍵か

ぎ

山や
ま

秀し
ゅ
う

三さ
ぶ

郎ろ
う

氏し

は
自じ

動ど
う

車し
ゃ

用よ
う

品ひ
ん

販は
ん

売ば
い

チ
ェ
ー
ン「
イ

エ
ロ
ー
ハ
ッ
ト
」
の
創そ

う

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

で
、
１
０
万ま

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
うが
参さ

ん

加か

す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法ほ

う

人じ
ん

「
日に

本ほ
ん

を
美う

つ
く

し
く
す
る
会か

い

」
の
提て

い

唱し
ょ
う

者し
ゃ

で
も
あ

る
。
氏し

の
ト
イ
レ
掃そ

う

除じ

を
通つ

う

じ
た
教

き
ょ
う

育い
く

改か
い

革か
く

に
関か

ん

し
て
は
、
弊へ

い

誌し

４
８
０
号ご

う

「
心こ

こ
ろを
磨み

が

く
ト
イ
レ
掃そ

う

除じ

」［
Ａ
］
で
紹

し
ょ
う

介か
い

さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

　

そ
こ
で
は
大お

お

分い
た

県け
ん

の
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

５
年ね

ん

生せ
い

、
足あ

立だ
ち

弥み

佳か

さ
ん
の
作さ

く

文ぶ
ん

の
一い

ち

部ぶ

を
引い

ん

用よ
う

し
た
。

　
１
０
月が

つ

２
８
日に

ち

火か

曜よ
う

日び

。
５
年ね

ん

生せ
い

の
そ
う
じ
場ば

所し
ょ「
ト
イ
レ
」

を
今い

ま

よ
り
さ
ら
に
き
れ
い
に
す
る
た
め
、
イ
エ
ロ
ー
ハ
ッ
ト
の
方か

た

（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
注ち

ゅ
う

：
鍵か

ぎ

山や
ま

氏し

）と
一い

っ

緒し
ょ

に
そ
う
じ
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。イ
エ
ロ
ー
ハ
ッ
ト
の
人ひ

と

や
先せ

ん

生せ
い

は
、「
ト
イ
レ
に
も
心こ

こ
ろが
あ
る
」

と
い
う
。だ
が
私わ

た
しは「
そ
ん
な
こ
と
あ
る
も
の
か
」と
思お

も
っ
た
。・・・

　
担た

ん

当と
う

の
便べ

ん

器き

に
着つ

い
た
。
足あ

し

に
は
、
も
う
オ
シ
ッ
コ
や
ち
ょっ

と
の
ウ
ン
チ
が
つ
い
て
い
た
。
ヤ
ス
リ
で
ゴ
シ
ゴ
シ
こ
す
る
が
、

プ
ー
ル
そ
う
じ
と
は
違ち

が

い
、
な
か
な
か
あ
か
が
取と

れ
な
い
。
だ

か
ら
も
う
ヤ
ケ
ク
ソ
に
ゴ
シ
ゴ
シ
や
っ
て
い
た
が
、
ち
っ
と
も
取と

れ
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
先せ

ん

生せ
い

や
イ
エ
ロ
ー
ハ
ッ
ト
の
方か

た

が
い
っ
て
い
た
「
ト

イ
レ
の
心こ

こ
ろ」
を
思お

も

い
出だ

し
、「
き
れ
い
に
な
る
よ
う
に
」
と
思お

も

い

な
が
ら
こ
す
る
と
、「
ツ
ル
ッ
」
ま
る
で
本ほ

ん

当と
う

に
私わ

た
しの
心こ

こ
ろが
伝つ

た

わ
っ

た
よ
う
だ
っ
た
。
そ
し
て
本ほ

ん

当と
う

に
ト
イ
レ
の
心こ

こ
ろが
わ
か
っ
た
よ
う

に
思お

も
っ
た
。
私わ

た
しは
本ほ

ん

当と
う

に
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。

　
ト
イ
レ
の
そ
う
じ
時じ

間か
ん

は
２
時じ

間か
ん

も
あ
っ
た
の
に
、
３
０
分ぷ

ん

で
終お

わ
っ
た
よ
う
な
感か

ん

じ
が
し
た
。
し
か
も
ト
イ
レ
も
ピ
ッ
カ

ピ
カ
に
な
っ
て
い
た
。・
・
・
短た

ん

時じ

間か
ん

で
何な

ん

年ね
ん

も
の
よ
ご
れ
を

取と

っ
た
喜よ

ろ
こび
は
、
人ひ

と

に
は
表あ

ら
わし
き
れ
な
い
ほ
ど
の
も
の
だ
っ
た
。

　
ト
イ
レ
か
ら
出で

て
み
ん
な
に
会あ

う
と
、
み
ん
な
「
私わ

た
し
（
僕ぼ

く

）

は
や
っ
た
ぞ
ー
！
」
と
い
う
顔か

お

を
し
て
お
り
、か
が
や
い
て
い
た
。

私わ
た
しの
そ
う
じ
を
始は

じ

め
る
前ま

え

の
心こ

こ
ろは
、
と
っ
て
も
ボ
ロ
ボ
ロ
で
汚

き
た
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
そ
う
じ
を
す
る
前ま

え

の
ト
イ
レ
に
似に

て
い
た
。

　
だ
が
、
ト
イ
レ
の
そ
う
じ
を
す
る
と
私わ

た
しの
心こ

こ
ろも
み
が
け
た
よ

う
な
気き

が
し
た
。［
鍵か

ぎ

山や
ま

Ｈ
１
７
，
Ｐ
１
８
５
］

美う
つ
く

し
い
日に

本ほ
ん

へ
の
道み

ち

　

鍵か
ぎ

山や
ま

秀し
ゅ
う

三さ
ぶ

郎ろ
う

『
大お

お

き
な
努ど

力り
ょ
く

で
小ち

い

さ
な
成せ

い

果か

を
』か
ら

２０２０年
ねん

３月
がつ

２９日
にち

版
はん

　

２
時じ

間か
ん

も
か
け
て
、
ト
イ
レ
１
つ
を
掃そ

う

除じ

す
る
と
い
う
の
は
、

ま
さ
し
く
「
大お

お

き
な
努ど

力り
ょ
くで
小ち

い

さ
な
成せ

い

果か

を
」
だ
。
し
か
し
、

そ
の
努ど

力り
ょ
くに
よ
っ
て
、
女じ

ょ

子し

生せ
い

徒と

の
心こ

こ
ろ
も
磨み

が

か
れ
た
。
そ
れ
は

ト
イ
レ
が
ピ
カ
ピ
カ
に
な
っ
た
事こ

と

よ
り
も
、
は
る
か
に
大お

お

き
な

成せ
い

果か

で
は
な
い
か
。

　

鍵か
ぎ

山や
ま

氏し

は
会か

い

社し
ゃ

経け
い

営え
い

も
「
心こ

こ
ろを
磨み

が

く
」
た
め
に
や
っ
て
き
た
。

　
「
本ほ

ん

来ら
い

、
会か

い

社し
ゃ

は
世よ

の
中な

か

を
よ
く
す
る
た
め
に
、
人ひ

と

の
心こ

こ
ろ
を

き
れ
い
に
し
て
い
く
た
め
に
あ
る
べ
き
だ
と
思お

も

い
ま
す
」［
鍵か

ぎ

山や
ま

（
以い

下か

同ど
う

）、
Ｐ
７
７
］

　
「
社し

ゃ

員い
ん

の
心こ

こ
ろ
が
荒あ

れ
た
ま
ま
、
い
く
ら
売う

り

上あ

げ
が
上あ

が
っ
て

も
、
そ
の
利り

益え
き

に
は
何な

ん

の
価か

値ち

も
な
い
」［
Ｐ
６
３
］

　
「
ど
ん
な
に
立り

っ

派ぱ

な
業

ぎ
ょ
う

績せ
き

を
上あ

げ
た
と
こ
ろ
で
、
社し

ゃ

員い
ん

の
心

こ
こ
ろ

が
す
さ
む
よ
う
な
経け

い

営え
い

の
や
り
方か

た

は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
」［
Ｐ

８
５
］

　

鍵か
ぎ

山や
ま

氏し

は
こ
の
信し

ん

念ね
ん

を
貫つ

ら
ぬい
て
、「
イ
エ
ロ
ー
ハ
ッ
ト
」
の
経け

い

営え
い

を
し
て
き
た
。

　
昭

し
ょ
う

和わ

四よ
ん

十じ
ゅ
う

四よ
ん

（
１
９
６
９
）
年ね

ん

か
ら
は
二ふ

た

つ
の
大お

お

手て

ビ
ッ

グ
ス
ト
ア
と
取と

り

引ひ
き

を
始は

じ

め
ま
し
た
。
し
か
し
、
二に

社し
ゃ

と
の
取と

り

引ひ
き

を
進す

す

め
る
中な

か

で
、「
こ
ん
な
商あ

き
ない
の
仕し

方か
た

で
は
、
ず
っ
と
仕し

事ご
と

を

続つ
づ

け
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
思お

も

い
、
社し

ゃ

業ぎ
ょ
う

全ぜ
ん

体た
い

の
六ろ

く

割わ
り

に
も
及お

よ

ん
で
い
た
二に

社し
ゃ

と
の
取と

り

引ひ
き

を
両

り
ょ
う

方ほ
う

と
も
や
め
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

相あ
い

手て

の
営え

い

業ぎ
ょ
うマ
ン
が
無む

理り

難な
ん

題だ
い

、
派は

閥ば
つ

問も
ん

題だ
い

、
そ
し
て
無む

理り

な
価か

格か
く

を
押お

し
付つ

け
た
り
、
さ
ら
に
は
そ
の
と
き
の
気き

分ぶ
ん

し

だ
い
で
、
わ
が
社し

ゃ

の
社し

ゃ

員い
ん

を
人に

ん

間げ
ん

以い

下か

の
よ
う
に
扱

あ
つ
か
っ
た
り
す

る
な
ど
し
た
の
で
、
社し

ゃ

員い
ん

た
ち
が
ど
ん
ど
ん
精せ

い

気き

を
な
く
し
て

い
っ
た
の
で
す
。・
・
・
そ
う
い
う
仕し

事ご
と

を
し
て
い
る
と
、
た
と

え
そ
れ
に
よ
っ
て
自じ

分ぶ
ん

の
会か

い

社し
ゃ

が
儲も

う

か
っ
て
も
、
社し

ゃ

員い
ん

が
悪わ

る

く

な
る
と
思お

も

い
、
取と

り

引ひ
き

を
絶た

っ
た
の
で
す
。［
Ｐ
１
８
］

　

売う

り
上あ

げ
の
６
割わ

り

を
失う

し
な
う
と
い
う
決け

つ

断だ
ん

を
、
鍵か

ぎ

山や
ま

氏し

は
誰だ

れ

に

も
相そ

う

談だ
ん

せ
ず
に
断だ

ん

行こ
う

し
た
。
反は

ん

対た
い

さ
れ
る
の
は
分わ

か
っ
て
い
た

か
ら
だ
。
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
ら
会か

い

社し
ゃ

は
潰つ

ぶ

れ
て
い
た
ろ
う
。
し

か
し
、
そ
の
後ご

に
必ひ

っ

死し

の
思お

も

い
で
発は

つ

売ば
い

し
た
商

し
ょ
う

品ひ
ん

が
、
ま
る
で

神か
み

様さ
ま

の
ご
加か

護ご

を
得え

た
か
の
よ
う
に
次つ

ぎ

々つ
ぎ

に
ヒ
ッ
ト
し
て
、
会か

い

社し
ゃ

と
社し

ゃ

員い
ん

を
護ま

も

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

人ひ
と

の
心こ

こ
ろを
汚よ

ご

す
企き

業ぎ
ょ
うが
増ふ

え
れ
ば
、
世よ

の
中な

か

は
確か

く

実じ
つ

に
悪わ

る

く

な
る
。

　
私わ

た
しが
危き

惧ぐ

す
る
の
は
、
世よ

の
中な

か

に
蔓ま

ん

延え
ん

す
る
度ど

を
越こ

し
た
効こ

う

率り
つ

主し
ゅ

義ぎ

と
能の

う

率り
つ

主し
ゅ

義ぎ

で
す
。・
・
・「
自じ

分ぶ
ん

だ
け
が
勝か

て
ば
い
い
、

そ
れ
が
幸し

あ
わせ
に
つ
な
が
る
の
だ
」
と
い
う
間ま

違ち
が
っ
た
発は

っ

想そ
う

で
す
。

自じ

分ぶ
ん

だ
け
が
幸し

あ
わせ
に
な
り
た
い
と
い
う
自じ

己こ

中ち
ゅ
う

心し
ん

的て
き

な
考か

ん
が
え

方か
た

で
す
。
日に

本ほ
ん

の
国こ

っ

家か

が
よ
く
な
ら
ず
に
、
国こ

っ

家か

を
構こ

う

成せ
い

す
る

一ひ
と

人り

ひ
と
り
の
人じ

ん

生せ
い

が
幸し

あ
わせ
に
満み

た
さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
国こ

っ

家か

が
よ
く
な
ら
ず
に
自じ

分ぶ
ん

だ
け
が
幸し

あ
わせ
を
享

き
ょ
う

受じ
ゅ

で
き
る
は
ず
な

ど
な
い
の
で
す
。

　
私わ

た
しは
、
微び

力り
ょ
くな
が
ら
自じ

分ぶ
ん

の
で
き
る
こ
と
を
通つ

う

じ
て
日に

本ほ
ん

の

国く
に

を
少す

こ

し
で
も
よ
く
し
た
い
。
そ
れ
が
私わ

た
しの
、
心こ

こ
ろか
ら
の
願ね

が

い

で
も
あ
り
ま
す
。［
Ｐ
１
１
］

　

鍵か
ぎ

山や
ま

氏し

に
と
っ
て
企き

業ぎ
ょ
う

経け
い

営え
い

と
は
、
国こ

っ

家か

を
良よ

く
す
る
た
め

の
手し

ゅ

段だ
ん

な
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
「
会か

い

社し
ゃ

は
人ひ

と

の
心こ

こ
ろ
を
き
れ
い
に

し
て
い
く
た
め
に
あ
る
」
と
ま
で
言い

う
。
い
く
ら
会か

い

社し
ゃ

が
儲も

う

か
っ

て
も
、
そ
れ
で
国こ

っ

家か

を
悪わ

る

く
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
元も

と

も
子こ

も

な
い
。

　
こ
こ
で
思お

も

い
出だ

す
の
は
、
松ま

つ

下し
た

幸こ
う

之の

助す
け

の
次つ

ぎ

の
発は

つ

言げ
ん

で
あ
る
。

　
ま
だ
会か

い

社し
ゃ

が
小ち

い

さ
か
っ
た
こ
ろ
、
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

に
、『
お
得と

く

意い

先さ
き

に
行い

っ
て
、
き
み
の
と
こ
ろ
は
何な

に

を
つ
く
っ
て
い
る
の
か
と
尋た

ず

ね

ら
れ
た
ら
、
松ま

つ

下し
た

電で
ん

器き

は
人ひ

と

を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
電で

ん

気き

製せ
い

品ひ
ん

も
つ
く
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
前ま

え

に
ま
ず
人ひ

と

を
つ
く
っ
て
い
る
の

で
す
と
答こ

た

え
な
さ
い
』
と
よ
く
言い

っ
た
も
の
で
あ
る
。［
松ま

つ

下し
た

］

　
こ
れ
を
筆ひ

っ

者し
ゃ

は
、「
事じ

業ぎ
ょ
うを
成せ

い

功こ
う

さ
せ
る
た
め
に
は
、
ま
ず

人ひ
と

作づ
く

り
が
前ぜ

ん

提て
い

」
と
い
う
意い

味み

で
捉と

ら

え
て
い
た
が
、
そ
の
理り

解か
い

は
浅あ

さ

か
っ
た
よ
う
だ
。

　

事じ

業ぎ
ょ
うは
「
世せ

間け
ん

良よ

し
」
の
た
め
に
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
人ひ

と

作づ
く

り
こ
そ
企き

業ぎ
ょ
うの
最さ

い

大だ
い

の
社し

ゃ

会か
い

貢こ
う

献け
ん

で
あ
り
、
最さ

い

重じ
ゅ
う

要よ
う

目も
く

的て
き

で

あ
る
と
考か

ん
が
え
た
方ほ

う

が
良よ

い
。
そ
し
て
人ひ

と

作づ
く

り
に
成せ

い

功こ
う

す
れ
ば
、

事じ

業ぎ
ょ
うの
成せ

い

功こ
う

と
そ
れ
に
よ
る
「
世せ

間け
ん

良よ

し
」
も
つ
い
て
く
る
。

事じ

業ぎ
ょ
うの
成せ

い

功こ
う

は
「
人ひ

と

作づ
く

り
」
の
副ふ

く

産さ
ん

物ぶ
つ

だ
、
と
気き

付づ

い
た
。

　

鍵か
ぎ

山や
ま

氏し

が
社し

ゃ

員い
ん

の
心こ

こ
ろ
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
始は

じ

め
た
の

が
、
掃そ

う

除じ

で
あ
る
。

　

氏し

は
、
昭

し
ょ
う

和わ

８
（
１
９
３
３
）
年ね

ん

に
東と

う

京き
ょ
うで
生う

ま
れ
た
。

戦せ
ん

争そ
う

中ち
ゅ
うに
は
家い

え

が
空く

う

襲し
ゅ
うで
焼や

か
れ
、郷

き
ょ
う

里り

の
岐ぎ

阜ふ

に
疎そ

開か
い

し
た
。

食た

べ
物も

の

に
も
事こ

と

欠か

く
生せ

い

活か
つ

だ
っ
た
が
、
家い

え

で
の
掃そ

う

除じ

は
徹て

っ

底て
い

的て
き

だ
っ
た
。

　
玄げ

ん

関か
ん

の
格こ

う

子し

戸ど

の
桟さ

ん

は
や
が
て
細ほ

そ

く
な
り
、
家い

え

の
柱は

し
らは
角か

ど

が

丸ま
る

く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
一い

ち

日に
ち

に
何な

ん

度ど

も
拭ふ

き
掃そ

う

除じ

が
励れ

い

行こ
う

さ
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
掃そ

う

除じ

を
怠お

こ
たれ
ば
、
家か

人じ
ん

の

心こ
こ
ろは
す
さ
み
、
言げ

ん

動ど
う

は
や
が
て
粗そ

暴ぼ
う

に
な
る
と
い
う
両

り
ょ
う

親し
ん

の
信し

ん

念ね
ん

か
ら
の
行お

こ
ない
だ
っ
た
よ
う
に
思お

も

い
ま
す
。［
Ｐ
８
］

　

両
り
ょ
う

親し
ん

の
信し

ん

念ね
ん

を
受う

け
継つ

い
で
、
会か

い

社し
ゃ

を
創そ

う

業ぎ
ょ
うし
て
ま
ず
取と

り

組く

ん
だ
の
が
、
掃そ

う

除じ

、
と
く
に
ト
イ
レ
掃そ

う

除じ

だ
っ
た
。
と
言い

っ

て
も
、
社し

ゃ

員い
ん

に
命め

い

じ
た
の
で
は
な
い
。
社し

ゃ

長ち
ょ
う

一ひ
と

人り

で
黙も

く

々も
く

と
始は

じ

め
た
。

　
最さ

い

初し
ょ

は
み
な
、無む

視し

、無む

関か
ん

心し
ん

で
し
た
。
社し

ゃ

内な
い

の
人ひ

と

か
ら
も
、

取と
り

引ひ
き

先さ
き

か
ら
も
、
銀ぎ

ん

行こ
う

さ
ん
か
ら
も
、

　
「
社し

ゃ

長ち
ょ
うが
朝あ

さ

か
ら
雑ぞ

う

巾き
ん

・
バ
ケ
ツ
を
持も

っ
て
ト
イ
レ
掃そ

う

除じ

な
ん

か
し
て
い
る
よ
う
な
会か

い

社し
ゃ

じ
ゃ
、
将

し
ょ
う

来ら
い

の
見み

込こ

み
が
な
い
」
と

言い

わ
れ
ま
し
た
。

　
私わ

た
しが
会か

い

社し
ゃ

に
朝あ

さ

早は
や

く
行い

っ
て
、
ト
イ
レ
掃そ

う

除じ

を
し
て
社し

ゃ

員い
ん

を

迎む
か

え
る
と
、
皆み

な

が
出で

て
き
て
汚よ

ご

し
て
し
ま
う
。
そ
の
汚よ

ご

し
た
あ

と
を
掃そ

う

除じ

す
る
と
、
ま
た
汚よ

ご

す
。・・・
こ
の
繰く

り
返か

え

し
で
し
た
。

　
し
か
し
、
私わ

た
しは
「
絶ぜ

っ

対た
い

こ
れ
は
大だ

い

事じ

な
こ
と
だ
か
ら
」
と
信し

ん

じ
て
や
り
続つ

づ

け
ま
し
た
。［
鍵か

ぎ

山や
ま

、
Ｐ
３
０
］

　

掃そ
う

除じ

で
会か

い

社し
ゃ

が
良よ

く
な
る
と
い
う
保ほ

証し
ょ
うは
ど
こ
に
も
な
か
っ

た
が
、
こ
ん
な
状

じ
ょ
う

態た
い

が
１
０
年ね

ん

も
続つ

づ

い
て
、
よ
う
や
く
一い

っ

緒し
ょ

に

掃そ
う

除じ

を
す
る
社し

ゃ

員い
ん

が
出で

て
き
た
と
き
に
、「
間ま

違ち
が
っ
て
な
か
っ
た

な
」
と
い
う
実じ

っ

感か
ん

を
得え

た
。
そ
れ
が
確か

く

信し
ん

に
変か

わ
っ
た
の
は
、

２
０
年ね

ん

も
経た

っ
た
頃こ

ろ

だ
っ
た
。

　

鍵か
ぎ

山や
ま

氏し

が
ト
イ
レ
掃そ

う

除じ

で
笑わ

ら

い
も
の
に
な
っ
て
い
た
頃こ

ろ

、「
鍵か

ぎ

山や
ま

は
毎ま

い

日に
ち

ト
イ
レ
を
磨み

が

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
実じ

つ

は
心こ

こ
ろ
を
磨み

が

い
て

い
る
」
と
言い

っ
て
く
れ
た
人ひ

と

が
い
た
。
日に

本ほ
ん

の
経け

い

営え
い

コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
草く

さ

分わ

け
的て

き

存そ
ん

在ざ
い

で
あ
る
浅あ

さ

野の

喜よ
し

起お
き

氏し

だ
。
氏し

は
こ
う

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

き

事
じ

を紹
しょうかい

介してください。            
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

「
会か

い

社し
ゃ

は
世よ

の
中な

か

を
よ
く
す
る
た
め
に
、

　
　

人ひ
と

の
心こ

こ
ろ

を
き
れ
い
に
し
て
い
く
た
め
に
あ
る
べ
き
だ
と
思お

も

い
ま
す
」

言い

っ
た
。

　
経け

い

営え
い

が
う
ま
く
い
か
な
い
店み

せ

に
は
共

き
ょ
う

通つ
う

点て
ん

が
あ
る
。
今い

ま

す
ぐ

で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
な
い
。
簡か

ん

単た
ん

な
こ
と
を
や
っ
て
い
な
い
。

そ
れ
が
度た

び

重か
さ

な
っ
て
ど
う
し
よ
う
も
な
く
な
っ
て
い
る
。
し
か

も
ど
の
よ
う
な
店み

せ

に
な
っ
て
も
、
今い

ま

す
ぐ
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。

毎ま
い

日に
ち

掃そ
う

除じ

を
す
る
。
平へ

い

凡ぼ
ん

な
こ
と
が
非ひ

凡ぼ
ん

に
な
る
。

　

釈
し
ゃ
く

尊そ
ん

の
高こ

う

弟て
い

・
周し

ゅ

梨り

槃は
ん

特ど
く

の
よ
う
に
、
愚お

ろ

か
者も

の

と
見み

ら
れ

て
い
た
が
、
釈

し
ゃ
く

尊そ
ん

の
教お

し

え
を
守ま

も
っ
て
ひ
た
す
ら
掃そ

う

除じ

を
し
、
深ふ

か

い
悟さ

と

り
に
達た

っ

し
た
教お

し

え
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。［
鍵か

ぎ

山や
ま

、
Ｐ

７
７
］

　

当あ

た
り
前ま

え

の
こ
と
を
当あ

た
り
前ま

え

で
な
い
レ
ベ
ル
で
や
る
事こ

と

を
、

鍵か
ぎ

山や
ま

氏し

は
「
凡ぼ

ん

事じ

徹て
っ

底て
い

」
と
呼よ

び
、
こ
う
説せ

つ

明め
い

す
る
。

　
そ
も
そ
も
、
仕し

事ご
と

と
は
単た

ん

純じ
ゅ
んで
単た

ん

調ち
ょ
うな
も
の
で
す
。
傍は

た

目め

に

は
派は

手で

に
見み

え
る
仕し

事ご
と

で
も
、
そ
の
本ほ

ん

質し
つ

は
地じ

味み

な
努ど

力り
ょ
くの

積つ

み
重か

さ

ね
に
あ
っ
て
、
突つ

き
詰つ

め
れ
ば
、
た
い
て
い
の
仕し

事ご
と

は

退た
い

屈く
つ

な
も
の
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
、
短た

ん

期き

間か
ん

で
儲も

う

か
り
そ
う

な
「
非ひ

凡ぼ
ん

」
を
求も

と

め
る
が
ゆ
え
、
凡ぼ

ん

事じ

が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
、

結け
っ

果か

と
し
て
何な

に

も
得え

る
こ
と
が
な
い
。
世よ

の
中な

か

に
は
、
そ
う
い

う
失し

っ

敗ぱ
い

が
多お

お

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
変へ

ん

哲て
つ

の
な
い
凡ぼ

ん

事じ

も
、
徹て

っ

底て
い

す
れ
ば
や
が
て
非ひ

凡ぼ
ん

に
な
る
の

で
す
。［
Ｐ
９
２
］

　

イ
エ
ロ
ー
ハ
ッ
ト
は
連れ

ん

結け
つ

で
７
３
２
店て

ん

、
社し

ゃ

員い
ん

数す
う

３
５
０
０

人に
ん

、
売う

り
上あ

げ
１
４
０
０
億お

く

円え
ん

も
の
大だ

い

企き

業ぎ
ょ
うに
成せ

い

長ち
ょ
うし
た
が
、

そ
れ
も
こ
の
「
凡ぼ

ん

事じ

徹て
っ

底て
い

」
で
社し

ゃ

員い
ん

の
心こ

こ
ろが
磨み

が

か
れ
た
副ふ

く

産さ
ん

物ぶ
つ

だ
ろ
う
。

　

鍵か
ぎ

山や
ま

氏し

は
「
真し

ん

の
サ
ー
ビ
ス
と
は
人じ

ん

格か
く

を
磨み

が

く
こ
と
」
と
も

言い

う
。
社し

ゃ

員い
ん

の
心こ

こ
ろを
磨み

が

く
こ
と
で
、
顧こ

客き
ゃ
くの
心こ

こ
ろに
響ひ

び

く
サ
ー
ビ

ス
が
で
き
る
。
こ
ん
な
事じ

例れ
い

が
あ
っ
た
。

　

鹿か

児ご

島し
ま

市し

は
、
風か

ざ

向む

き
の
関か

ん

係け
い

で
夏な

つ

に
桜

さ
く
ら

島じ
ま

の
火か

山ざ
ん

灰ば
い

が

た
く
さ
ん
降ふ

り
ま
す
。
こ
の
鹿か

児ご

島し
ま

市し

内な
い

の
お
客

き
ゃ
く

様さ
ま

を
訪ほ

う

問も
ん

し

た
と
き
、
あ
ま
り
に
も
灰は

い

が
ひ
ど
か
っ
た
の
で
、
う
ち
の
社し

ゃ

員い
ん

が
お
客

き
ゃ
く

様さ
ま

の
お
店み

せ

の
入い

り

口ぐ
ち

に
車く

る
まを
停と

め
ま
し
た
。

　
私わ

た
しが
「
駄だ

目め

だ
」
と
言い

い
ま
し
た
ら
、「
い
や
、
で
も
今き

ょ

日う

は
空す

い
て
い
る
か
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
言い

う
。「
空す

い

て
い
て
も
駄だ

目め

だ
」
と
言い

っ
て
、
一い

ち

度ど

停と

め
た
車く

る
ま
を
ず
っ
と
隅す

み

に
移い

動ど
う

し
て
、
く
る
っ
と
も
う
一い

っ

回か
い

出で

直な
お

し
て
、
車く

る
まの
頭あ

た
ま
を
お

店み
せ

の
ほ
う
に
向む

け
て
停と

め
さ
せ
ま
し
た
。
と
て
も
大お

お

き
な
駐

ち
ゅ
う

車し
ゃ

場じ
ょ
うだ
っ
た
の
で
、
駐

ち
ゅ
う

車し
ゃ

場じ
ょ
うの
隅す

み

か
ら
お
店み

せ

ま
で
行い

く
間あ

い
だに
、
服ふ

く

が
火か

山ざ
ん

灰ば
い

で
真ま

っ
白し

ろ

に
な
り
ま
し
た
。

　
で
も
、そ
う
し
て
行い

っ
た
と
き
、向む

こ
う
の
社し

ゃ

長ち
ょ
うが
「
さ
っ
き
、

車く
る
まを
移い

動ど
う

し
ま
し
た
ね
、
ど
う
し
て
で
す
か
」
と
お
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
私わ

た
しは
「
や
あ
、
そ
れ
は
お
客

き
ゃ
く

様さ
ま

が
来き

た
と
き
に
一い

ち

番ば
ん

停と

め
や
す
い
と
こ
ろ
を
空あ

け
て
お
か
な
い
と
申も

う

し
訳わ

け

な
い
の
で

移い

動ど
う

し
ま
し
た
。
車く

る
まの
後う

し

ろ
を
店み

せ

の
ほ
う
に
向む

け
る
よ
う
な
停と

め
方か

た

は
申も

う

し
訳わ

け

な
い
の
で
、
頭あ

た
まを
向む

け
ま
し
た
」
と
返へ

ん

答と
う

し
ま

し
た
。

１
．「
ト
イ
レ
の
そ
う
じ
を
す
る
と

         

私わ
た
し

の
心こ

こ
ろ

も
み
が
け
た
よ
う
な

         

気き

が
し
た
」

す
る
と
、
何な

ん

と
た
っ
た
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
、
今い

ま

ま
で
よ
そ
か

ら
買か

っ
て
い
た
商

し
ょ
う

品ひ
ん

を
み
な
う
ち
か
ら
買か

っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。［
Ｐ
３
４
］

　

美う
つ
く
し
い
心こ

こ
ろ
が
、
い
か
に
人ひ

と

の
心こ

こ
ろ
を
打う

つ
か
の
事じ

例れ
い

で
あ
る
。

「
向む

こ
う
の
社し

ゃ

長ち
ょ
う」
も
、
鍵か

ぎ

山や
ま

氏し

の
よ
う
な
会か

い

社し
ゃ

と
の
取と

り

引ひ
き

を

通つ
う

じ
て
、
自じ

社し
ゃ

の
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

も
心こ

こ
ろ
を
磨み

が

い
て
く
れ
た
ら
、
と
望の

ぞ

ん
だ
の
だ
ろ
う
。

　

現げ
ん

代だ
い

心し
ん

理り

学が
く

で
は
、
人に

ん

間げ
ん

の
利り

他た

心し
ん

も
他た

者し
ゃ

に
伝で

ん

播ぱ

す
る
と

し
て
い
る
［
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
］。

　

社し
ゃ

員い
ん

が
美う

つ
く
し
い
心こ

こ
ろ
を
持も

て
は
、
家か

族ぞ
く

、
地ち

域い
き

、
顧こ

客き
ゃ
く、
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

企き

業ぎ
ょ
うと
、
広ひ

ろ

く
伝で

ん

播ぱ

し
て
い
く
。
そ
れ
は
国こ

っ

家か

を
良よ

く
す

る
た
め
の
正せ

い

攻こ
う

法ほ
う

な
の
だ
。

　
「
一い

っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

や
っ
て
い
る
姿す

が
た
は
、
み
ん
な
美う

つ
く
し
い
」
と
も
、

鍵か
ぎ

山や
ま

氏し

は
言い

う
。
２
時じ

間か
ん

も
ト
イ
レ
掃そ

う

除じ

に
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
うし
て
、「
み

ん
な
『
私わ

た
し
（
僕ぼ

く

）
は
や
っ
た
ぞ
ー
！
』
と
い
う
顔か

お

を
し
て
お
り
、

か
が
や
い
て
い
た
」
と
い
う
子こ

供ど
も

た
ち
の
姿す

が
たは
、
想そ

う

像ぞ
う

す
る
だ

に
美う

つ
くし
い
。

　
こ
の
感か

ん

性せ
い

は
ど
こ
か
ら
来く

る
の
か
。
進し

ん

化か

人じ
ん

類る
い

学が
く

の
説と

く
と

こ
ろ
で
は
、
爪つ

め

も
牙き

ば

も
な
い
人に

ん

間げ
ん

は
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

の
中な

か

で
互た

が

い
に
助た

す

け
合あ

い
な
が
ら
、
生い

き
抜ぬ

い
て
き
た
。
そ
の
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

を
築き

ず

く
た

・
ダ
ニ
エ
ル
・
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン

『
Ｓ
Ｑ　

生い

き
方か

た

の
知ち

能の
う

指し

数す
う

』
★
★
、
日に

っ

本ぽ
ん

経け
い

済ざ
い

新し
ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

、
Ｈ
２
９

h
t
t
p
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/
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之の

助す
け

．
Ｃ
Ｏ
Ｍ
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５
．「
変へ

ん

哲て
つ

の
な
い
凡ぼ

ん

事じ

も
、

         

徹て
っ

底て
い

す
れ
ば
や
が
て

         
非ひ

凡ぼ
ん

に
な
る
」

panonthegl0
-2
2
/

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

・
鍵か

ぎ

山や
ま

秀し
ゅ
う

三さ
ぶ

郎ろ
う

『
大お

お

き
な
努ど

力り
ょ
くで
小ち

い

さ
な
成せ

い

果か

を
─
─
平へ

い

凡ぼ
ん

な
こ
と
を
非ひ

凡ぼ
ん

に
努つ

と

め
る
「
凡ぼ

ん

事こ
と

徹て
っ

底て
い

」
の
生い

き
方か

た

』
★
★
★

★
、
扶ふ

桑そ
う

社し
ゃ

、
Ｒ
０
２

h
ttp
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/
o
/

asin/4
5
9
4
0
8
0
4
8
0
/japanontheg0

1
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2
/

・
鍵か

ぎ

山や
ま

秀し
ゅ
う

三さ
ぶ

郎ろ
う

『
掃そ

う

除じ

道ど
う

』
★
★
★
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研け

ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

、

Ｈ
１
７
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２
．「
会か

い

社し
ゃ

は
人ひ

と

の
心こ

こ
ろ

を
き
れ
い
に

          

し
て
い
く
た
め
に
あ
る
」

３
．
事じ

業ぎ
ょ
う

は
国こ

っ

家か

を

　
　

良よ

く
す
る
た
め
の
手し

ゅ

段だ
ん

４
．「
社し

ゃ

長ち
ょ
う

が
朝あ

さ

か
ら

          

ト
イ
レ
掃そ

う

除じ

な
ん
か

          

し
て
い
る
よ
う
な
会か

い

社し
ゃ

じ
ゃ
、

　
　
　

将し
ょ
う

来ら
い

の
見み

込こ

み
が
な
い
」

６
．「
真し

ん

の
サ
ー
ビ
ス
と
は

                 

人じ
ん

格か
く

を
磨み

が

く
こ
と
」

７
．「
美う

つ
く

し
い
日に

本ほ
ん

」
を
作つ

く

る
道み

ち

め
に
利り

他た

心し
ん

が
本ほ

ん

能の
う

と
し
て
発は

っ

達た
つ

し
た
、
と

説と

く
。
と
す
れ
ば
、
一い

っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

、
他た

者し
ゃ

の
た

め
に
尽つ

く
し
て
い
る
姿す

が
たを
美う

つ
くし
い
、
と
感か

ん

ず
る

の
も
、
利り

他た

心し
ん

の
本ほ

ん

能の
う

か
ら
だ
ろ
う
。

　

掃そ
う

除じ

は
、
心こ

こ
ろ
を
美う

つ
く
し
く
磨み

が

く
。
そ
し
て
、

他た

者し
ゃ

は
そ
の
姿す

が
た
を
美う

つ
く
し
い
と
感か

ん

じ
、
美う

つ
く
し
い

心こ
こ
ろが
周

し
ゅ
う

囲い

に
伝で

ん

播ぱ

し
て
、
日に

本ほ
ん

を
美う

つ
く
し
く
し

て
い
く
。
一ひ

と

人り

一ひ
と

人り

が
「
大お

お

き
な
努ど

力り
ょ
くで
、

小ち
い

さ
な
成せ

い

果か

」
を
目め

指ざ

し
て
心こ

こ
ろを
磨み

が

い
た
ら
、

結け
っ

果か

的て
き

に
は
「
美う

つ
く
し
い
日に

本ほ
ん

」
と
い
う
「
は

る
か
に
大お

お

き
な
成せ

い

果か

」
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．　

Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
４
８
０
）　

心こ
こ
ろ
を
磨み

が

く
ト

イ
レ
掃そ

う

除じ

　

問も
ん

題だ
い

校こ
う

の
建た

て
直な

お

し
、
暴ぼ

う

走そ
う

族ぞ
く

の
厚こ

う

生せ
い

、

地ち

域い
き

の
犯は

ん

罪ざ
い　

防ぼ
う

止し

に
ト
イ
レ
掃そ

う

除じ

が
大お

お

き

な
成せ

い

果か

を
上あ

げ
て
い
る
。
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伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
比ひ

較か
く　

中
ち
ゅ
う

学が
く

歴れ
き

史し

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

―

国こ
く

際さ
い

派は

日に

本ほ
ん

人じ
ん

を
育そ

だ

て
る
』、
勉べ

ん

誠せ
い

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

、

Ｈ
３
０

ア
マ
ゾ
ン
「
中

ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

の
社し

ゃ

会か
い

」
１
位い

、「
教

き
ょ
う

科か

教き
ょ
う

育い
く　

社し
ゃ

会か
い

」
１
位い

、「
日に

本ほ
ん

史し

」
１
１

位い

、
総そ

う

合ご
う

２
５
２
位い

（
Ｈ
３
０
／
１
１
／

１
０
調し

ら

べ
）
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保ほ
う

元げ
ん

の
乱ら

ん

と
は
、
後ご

白し
ら

河か
わ

天て
ん

皇の
う

と
崇す

徳と
く

上じ
ょ
う

皇こ
う

と
の
間あ

い
だの

激は
げ

し
い
対た

い

立り
つ

か
ら
お
こ
っ
た

騒そ
う

乱ら
ん

で
す
。
こ
れ
に
、
勢せ

い

力
り
ょ
く

争あ
ら
そい
を
し
て
い
た
藤ふ

じ

原わ
ら

氏う
じ

の

兄き
ょ
う

弟だ
い

や
、
有ゆ

う

力り
ょ
くな
武ぶ

士し

た

ち
が
二ふ

た

手て

に
分わ

か
れ
て
加か

担た
ん

し
、
戦た

た
か
い
が
始は

じ

ま
っ
た
の
は

１
１
５
６
年ね

ん

で
し
た
。
戦せ

ん

乱ら
ん

は
小

し
ょ
う

規き

模ぼ

だ
っ
た
が
、
都み

や
こ
を

舞ぶ

台た
い

と
し
た
天て

ん

皇の
う

・
上

じ
ょ
う

皇こ
う

の

争あ
ら
そい
の
解か

い

決け
つ

に
、
武ぶ

士し

が
大お

お

き
な
力ち

か
らを
発は

っ

揮き

し
た
。

　

こ
の
乱ら

ん

は
武ぶ

士し

が
政せ

い

治じ

へ

の
発は

つ

言げ
ん

力り
ょ
くを
増ふ

や
し
て
い
く

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
藤ふ

じ

原わ
ら

氏う
じ

出し
ゅ
っ

身し
ん

の
僧そ

う

・
慈じ

円え
ん

が
書か

い

た
『
愚ぐ

管か
ん

抄し
ょ
う』
と
い
う
歴れ

き

史し

書し
ょ

で
は
、
こ
の
乱ら

ん

か
ら
「
武む

者し
ゃ

の
世よ

」
に
移う

つ
っ
た
と
し
て
い

る
。

　

保ほ
う

元げ
ん

の
乱ら

ん

の
の
ち
、
勝

し
ょ
う

者し
ゃ

の
後ご

白し
ら

河か
わ

天て
ん

皇の
う

を
支さ

さ

え
た
貴き

族ぞ
く

の
間あ

い
だ
の
勢せ

い

力り
ょ
く

争あ
ら
そい
か
ら
、

１
１
５
９
年ね

ん

に
再ふ

た
た
び
戦た

た
かい
が

起お
こ

っ
た
。
こ
れ
を
平へ

い

治じ

の
乱ら

ん

と
い
う
。
こ
の
乱ら

ん

で
、
平

た
い
ら
の

清き
よ

盛も
り

が
源

み
な
も
と
の

義よ
し

朝と
も

を
破や

ぶ

り
、
平へ

い

氏し

が
武ぶ

士し

の
中な

か

で
も
も
っ
と

も
有ゆ

う

力り
ょ
くな
勢せ

い

力り
ょ
くと
な
っ
た
。

　

平
た
い
ら
の

清き
よ

盛も
り

は
後ご

白し
ら

河か
わ

上じ
ょ
う

皇こ
う

と
の
関か

ん

係け
い

を
深ふ

か

め
、
武ぶ

士し

と

し
て
初は

じ

め
て
朝

ち
ょ
う

廷て
い

の
最さ

い

高こ
う

位い

で
あ
る
太だ

政じ
ょ
う

大だ
い

臣じ
ん

に
ま
で

の
ぼ
り
つ
め
た
。
ま
た
、
娘

む
す
め

や
妻つ

ま

の
妹

い
も
う
とを
、
宮

き
ゅ
う

中ち
ゅ
うに
入は

い

れ
、
朝

ち
ょ
う

廷て
い

と
結む

す

び
つ
き
を
深ふ

か

め
た
。
一い

ち

族ぞ
く

も
多た

数す
う

、
朝

ち
ょ
う

廷て
い

の
高た

か

い
地ち

位い

に
つ
き
多お

お

く
の

荘し
ょ
う

園え
ん

を
手て

に
い
れ
、
全ぜ

ん

国こ
く

の
半は

ん

分ぶ
ん

近ち
か

く
の
地ち

方ほ
う

を
お
さ
え

た
。

　

さ
ら
に
清き

よ

盛も
り

は
、
大お

お

輪わ

田だ
の

泊と
ま
り（
現げ

ん

在ざ
い

の
神こ

う

戸べ

港こ
う

）
を

　

頼よ
り

朝と
も

は
朝

ち
ょ
う

廷て
い

の
命い

の
ち

を
う

け
、
弟

お
と
う
との
義よ

し

経つ
ね

ら
を
派は

遣け
ん

し
、

平へ
い

氏し

の
討と

う

伐ば
つ

に
向む

か
わ
せ
た
。

義よ
し

経つ
ね

は
幼お

さ
な

い
安あ

ん

徳と
く

天て
ん

皇の
う

と

と
も
に
都み

や
こ
か
ら
落お

ち
延の

び
て

い
っ
た
平へ

い

氏し

を
各か

く

地ち

の
合か

っ

戦せ
ん

で
討う

ち
、
１
１
８
５
年ね

ん

つ
い

に
壇だ

ん

の
浦う

ら

（
関か

ん

門も
ん

海か
い

峡き
ょ
うの
東と

う

端た
ん

）
で
滅ほ

ろ

ぼ
し
た
。
こ
れ
ら

源げ
ん

氏じ

と
平へ

い

氏し

の
一い

ち

連れ
ん

の
戦た

た
か
い

を
、
源げ

ん

平ぺ
い

合か
っ

戦せ
ん

と
よ
ぶ
。

　

わ
が
国く

に

で
は
じ
め
て
の
全ぜ

ん

国こ
く

規き

模ぼ

の
戦せ

ん

乱ら
ん

だ
っ
た
。

　

平へ
い

氏し

滅め
つ

亡ぼ
う

の
の
ち
、

源
み
な
も
と
の

頼よ
り

朝と
も

は
１
１
８
５
年ね

ん

、
地ち

方ほ
う

の
国く

に

ご
と
に
、
守し

ゅ

護ご

を
お
き
、

荘し
ょ
う

園え
ん

や
公こ

う

領り
ょ
うに
は
地じ

頭と
う

を
置お

く
こ
と
を
朝

ち
ょ
う

廷て
い

に
認み

と

め
さ
せ

た
。
守し

ゅ

護ご

は
、
郡ぐ

ん

司じ

や
警け

い

察さ
つ

の
仕し

事ご
と

に
つ
き
、
地ち

方ほ
う

の
政せ

い

　１２７４年
ね ん

と１２８１年
ね ん

の２回
か い

にわたって、モンゴ
ル帝

て い

国
こ く

は日
に

本
ほ ん

を襲
お そ

いました。初
し ょ

回
か い

は３万
ま ん

人
に ん

、２回
か い

目
め

は
１４万

ま ん

人
に ん

の兵
へ い

隊
た い

が日
に

本
ほ ん

に攻
せ

め寄
よ

せました。
　初

し ょ

回
か い

の襲
しゅう

撃
げ き

で、博
は か

多
た

湾
わ ん

に入
は い

ってきた元
げ ん

軍
ぐ ん

を日
に

本
ほ ん

の武
ぶ

士
し

は勇
ゆ う

敢
か ん

に迎
む か

え撃
う

ち、命
いのち

を惜
お

しまず戦
たたか

いました。敵
て き

は夕
ゆ う

暮
ぐ

れが近
ち か

づくと、船
ふ ね

に引
ひ

き上
あ

げ、翌
よ く

朝
あ さ

には撤
て っ

退
た い

してゆきまし
た。２度

ど

目
め

の襲
しゅう

来
ら い

では、長
な が

崎
さ き

県
け ん

の平
ひ ら

戸
ど

に結
け っ

集
しゅう

し、博
は か

多
た

湾
わ ん

を目
め

指
ざ

して伊
い

万
ま

里
り

湾
わ ん

の入
い

り口
ぐ ち

まで迫
せ ま

ってきました。
　これに対

た い

して日
に

本
ほ ん

の武
ぶ

士
し

団
だ ん

は、全
ぜ ん

力
りょく

を持
も

って船
ふ ね

で元
げ ん

軍
ぐ ん

の大
だ い

船
せ ん

団
だ ん

に挑
い ど

みました。一
い っ

昼
ちゅう

夜
や

に及
お よ

ぶ戦
せ ん

闘
と う

で、大
お お

きな被
ひ

害
が い

を受
う

けた元
げ ん

軍
ぐ ん

は、その場
ば

に釘
く ぎ

付
づ

けとなりました。
　その直

ちょく

後
ご

、台
た い

風
ふ う

が元
げ ん

軍
ぐ ん

を襲
お そ

い、大
だ い

部
ぶ

分
ぶ ん

の船
ふ ね

が荒
あ ら

波
な み

に
飲

の

み込
こ

まれていきました。２度
ど

にわたって襲
しゅう

来
ら い

した元
げ ん

軍
ぐ ん

は、
日

に

本
ほ ん

を占
せ ん

領
りょう

することが出
で

来
き

ませんでした。
　最

さ い

初
し ょ

の元
げ ん

寇
こ う

で元
げ ん

軍
ぐ ん

は、対
つ し

馬
ま

、壱
い

岐
き

や博
は か

多
た

で民
み ん

家
か

に火
ひ

を
かけ、老

ろ う

人
じ ん

、女
じ ょ

性
せ い

、子
こ

供
ど も

の区
く

別
べ つ

なく残
ざ ん

忍
に ん

な仕
し

方
か た

で殺
さ つ

害
が い

し
たり、捕

ほ

虜
り ょ

としてつれさりました。
　古

こ

代
だ い

より、朝
ちょう

鮮
せ ん

半
は ん

島
と う

は、そこを通
つ う

じて大
た い

陸
り く

の文
ぶ ん

化
か

が日
に

本
ほ ん

に入
は い

ってくる懸
か

け橋
は し

でした。しかし朝
ちょう

鮮
せ ん

半
は ん

島
と う

から大
た い

軍
ぐ ん

が
襲
しゅう

来
ら い

した元
げ ん

寇
こ う

の恐
きょう

怖
ふ

の体
た い

験
け ん

は、日
に

本
ほ ん

人
じ ん

の朝
ちょう

鮮
せ ん

半
は ん

島
と う

に対
た い

す
るイメージを変

か

えました。
　のちの明

め い

治
じ

時
じ

代
だ い

に、政
せ い

府
ふ

は「朝
ちょう

鮮
せ ん

半
は ん

島
と う

がロシアの勢
せ い

力
りょく

圏
け ん

に入
は い

ると日
に

本
ほ ん

の安
あ ん

全
ぜ ん

が脅
おびや

かされる」と警
け い

戒
か い

心
し ん

を抱
だ

きまし
た。そこにはこの元

げ ん

寇
こ う

の体
た い

験
け ん

が陰
か げ

を落
お

としていたのかもし
れません。

『
天て

ん

子し

摂せ
っ

関か
ん

御み

影え
い

』
の
清き

よ

盛も
り

肖し
ょ
う

像ぞ
う

（
南な

ん

北ぼ
く

朝ち
ょ
う

時じ

代だ
い

）（
藤ふ

じ

原わ
ら
の

豪ご
う

信し
ん/Public dom

ain

）

軍ぐ
ん

と
そ
の
家け

来ら
い

の
武ぶ

士し

で
あ

る
御ご

家け

人に
ん

の
主し

ゅ

従じ
ゅ
う

関か
ん

係け
い

に

よ
っ
て
成な

り
た
っ
て
い
た
。

　

御ご

家け

人に
ん

は
将

し
ょ
う

軍ぐ
ん

か
ら
先せ

ん

祖ぞ

伝で
ん

来ら
い

の
領

り
ょ
う

地ち

を
保ほ

護ご

さ
れ
た

り
、
新あ

た
ら
し
い
領

り
ょ
う

地ち

を
与あ

た

え
ら

れ
る
な
ど
の
御ご

恩お
ん

を
受う

け
、

そ
の
か
わ
り
将

し
ょ
う

軍ぐ
ん

に
忠

ち
ゅ
う

誠せ
い

を

誓ち
か

い
、
戦い

く
さ
の
時と

き

に
は
命い

の
ち
を
か

け
て
戦

た
た
か

っ
て
、
奉ほ

う

公こ
う

に
励は

げ

ん

だ
。
頼よ

り

朝と
も

の
死し

後ご

、
幕ば

く

府ふ

の
主し

ゅ

導ど
う

権け
ん

を
め
ぐ
る
争あ

ら
そ
い
で

有ゆ
う

力り
ょ
くな
御ご

家け

人に
ん

が
次つ

ぎ

々つ
ぎ

に
滅ほ

ろ

び
、
頼よ

り

朝と
も 

の
妻つ

ま

・
政ま

さ

子こ

の
生せ

い

家か

で
あ
る
北ほ

う

条じ
ょ
う

氏う
じ

が
実じ

っ

権け
ん

を

握に
ぎ
っ
た
。

　

源げ
ん

氏じ

の
将

し
ょ
う

軍ぐ
ん

は
、
３
代だ

い

目め

の
実さ

ね

朝と
も

が
暗あ

ん

殺さ
つ

さ
れ
、
途と

絶だ

え
た
。
そ
の
の
ち
、
京

き
ょ
う

都と

か

ら
藤ふ

じ

原わ
ら

氏う
じ

や
皇こ

う

族ぞ
く

な
ど
を
む

か
え
、
名な

ば
か
り
の
将

し
ょ
う

軍ぐ
ん

に

し
た
。
家い

え

柄が
ら

は
一い

ち

御ご

家け

人に
ん

に

過す

ぎ
な
か
っ
た
北ほ

う

条じ
ょ
う

氏う
じ

は
、

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

を
補ほ

佐さ

す
る
執し

っ

権け
ん

の
地ち

位い

に
つ
い
て
、
幕ば

く

府ふ

の
政せ

い

治じ

を
動う

ご

か
し
た
。

　

そ
の
頃こ

ろ

京き
ょ
う

都と

で
、
院い

ん

政せ
い

を

行お
こ
な

っ
て
い
た
後ご

鳥と

羽ば

上じ
ょ
う

皇こ
う

（
１
１
８
０
―
１
２
３
９
）

は
、
朝

ち
ょ
う

廷て
い

の
勢せ

い

力り
ょ
くを
回か

い

復ふ
く

す

る
た
め
、
１
２
２
１
年ね

ん

、
北ほ

う

条じ
ょ
う

氏う
じ

を
打う

つ
よ
う
に
全ぜ

ん

国こ
く

の

武ぶ

士し

に
命め

い

令れ
い

を
出だ

し
た
。

　

し
か
し
多お

お

く
の
武ぶ

士し

は
幕ば

く

府ふ

に
結け

っ

集し
ゅ
うし
、
ま
た
た
く
ま

に
朝

ち
ょ
う

廷て
い

軍ぐ
ん

を
打う

ち
負ま

か
し
、

伝で
ん

・
源

み
な
も
と
の
　頼よ
り

朝と
も

肖し
ょ
う

像ぞ
う

（Fujiw
ara no Takanobu/Public dom

ain

）

　末
ま っ

法
ぽ う

思
し

想
そ う

とは釈
し ゃ

迦
か

の入
にゅう

寂
じゃく

後
ご

、２０００年
ね ん

が過
す

ぎると教
お し

えは衰
おとろ

え、現
げ ん

世
せ

には救
す く

いがな
くなるという厭

え ん

世
せ い

思
し

想
そ う

。それ
ゆえに自

じ

力
り き

ではなく、阿
あ

弥
み

陀
だ

仏
ぶ つ

の力
ちから

による救
きゅう

済
さ い

（他
た

力
り き

本
ほ ん

願
が ん

）される思
し

想
そ う

が生
う

まれた。
阿

あ

弥
み

陀
だ

佛
ぶ つ

とはインドに生
う

まれた
「無

む

限
げ ん

の寿
じ ゅ

命
みょう

」を持
も

つ仏
ほとけ

のこ
とで、西

さ い

方
ほ う

の極
ご く

楽
ら く

浄
じょう

土
ど

からあ
まねく人

ひ と

々
び と

を見
み

守
ま も

り、救
す く

うとい
われている。

《資
し

料
りょう

》

（６）

第だ
い

１
節せ

つ　

武ぶ

家け

政せ
い

治じ

の
始は

じ

ま
り

源
げん

平
べい

合
かっ

戦
せん

の壇
だん

ノ浦
うら

の戦
たたか

い（Unknown author/Public domain）

　９～１０世
せ い

紀
き

になると、私
し

有
ゆ う

地
ち

である荘
しょう

園
え ん

が広
ひ ろ

がって、
国
こ く

司
し

や郡
ぐ ん

司
じ

の権
け ん

限
げ ん

が及
お よ

ばなくなった。都
みやこ

でも地
ち

方
ほ う

でも盗
と う

賊
ぞ く

が
出
しゅつ

没
ぼ つ

し、治
ち

安
あ ん

が乱
み だ

れた。朝
ちょう

廷
て い

でも中
ちゅう

央
お う

の貴
き

族
ぞ く

たちは、武
ぶ

芸
げ い

を職
しょく

業
ぎょう

にする者
も の

たちによって、宮
きゅう

中
ちゅう

や貴
き

族
ぞ く

の屋
や

敷
し き

を護
ご

衛
え い

した。
　また地

ち

方
ほ う

でも、国
こ く

司
し

として赴
ふ

任
に ん

しそのまま住
す

みついた一
い ち

族
ぞ く

や、地
じ

元
も と

の豪
ご う

族
ぞ く

の中
な か

に、土
と

地
ち

を守
ま も

る為
た め

に自
みずか

ら集
しゅう

団
だ ん

で武
ぶ

装
そ う

す
る者

も の

があらわれた。こうして、武
ぶ

士
し

が登
と う

場
じょう

した。
　武

ぶ

士
し

は、皇
こ う

族
ぞ く

や中
ちゅう

央
お う

貴
き

族
ぞ く

の血
け っ

統
と う

をくみ、また指
し

導
ど う

者
し ゃ

として
の能

の う

力
りょく

に優
す ぐ

れたものを棟
と う

梁
りょう

として主
し ゅ

従
じゅう

関
か ん

係
け い

を結
む す

んで武
ぶ

士
し

団
だ ん

をつくった。中
な か

でも、天
て ん

皇
の う

の子
し

孫
そ ん

とされる源
げ ん

氏
じ

と平
へ い

氏
し

がひき
いる武

ぶ

士
し

団
だ ん

が、特
と く

に有
ゆ う

力
りょく

だった。
　１０世

せ い

紀
き

の中
な か

ごろ、関
か ん

東
と う

の豪
ご う

族
ぞ く

・平
たいらの

将
ま さ

門
か ど

と瀬
せ

戸
と

内
う ち

地
ち

方
ほ う

の
国
こ く

司
し

であった藤
ふ じ

原
わらの

純
す み

友
と も

が、武
ぶ

士
し

団
だ ん

を率
ひ き

いて叛
は ん

乱
ら ん

をおこした。
これらの叛

は ん

乱
ら ん

をしずめるためにも、中
ちゅう

央
お う

の貴
き

族
ぞ く

は、武
ぶ

士
し

の力
ちから

を頼
た よ

らなければならなかった。
　１１世

せ い

紀
き

のなかばすぎ、１７０年
ね ん

ぶりに藤
ふ じ

原
わ ら

氏
う じ

を外
が い

戚
せ き

を
持

も

たない後
ご

三
さ ん

条
じょう

天
て ん

皇
の う

が即
そ く

位
い

し、みずから政
せ い

治
じ

を行
おこな

った。こ
れによって藤

ふ じ

原
わ ら

氏
う じ

の勢
いきお

いは抑
お さ

えられた。天
て ん

皇
の う

は藤
ふ じ

原
わ ら

氏
う じ

の荘
しょう

園
え ん

を含
ふ く

む多
お お

くの荘
しょう

園
え ん

を整
せ い

理
り

する法
ほ う

令
れ い

をだした。
　その流

な が

れを受
う

けついだ白
し ら

河
か わ

天
て ん

皇
の う

は、１４年
ね ん

間
か ん

在
ざ い

位
い

したの
ち、幼

よ う

少
しょう

の天
て ん

皇
の う

に皇
こ う

位
い

を譲
ゆ ず

り、白
し ら

河
か わ

上
じょう

皇
こ う

として天
て ん

皇
の う

の後
う し

ろだ
てになって政

せ い

治
じ

の実
じ っ

権
け ん

をにぎった。この政
せ い

治
じ

を院
い ん

政
せ い

と言
い

う。
　摂

せ っ

関
か ん

政
せ い

治
じ

は、天
て ん

皇
の う

の母
は は

方
か た

の一
い ち

族
ぞ く

が実
じ っ

権
け ん

を握
に ぎ

る政
せ い

治
じ

だった
が、院

い ん

政
せ い

では、天
て ん

皇
の う

の父
ち ち

や祖
そ

父
ふ

が、朝
ちょう

廷
て い

のしきたりにとらわ
れない政

せ い

治
じ

を行
お こ

なった。鎌
か ま

倉
く ら

幕
ば く

府
ふ

成
せ い

立
り つ

までの約
や く

１００年
ね ん

間
か ん

を院
い ん

政
せ い

期
き

というが、その後
ご

も院
い ん

政
せ い

は続
つ づ

いた。
　院

い ん

政
せ い

が始
は じ

まると、白
し ら

河
か わ

上
じょう

皇
こ う

は、平
へ い

氏
し

を中
ちゅう

心
し ん

とする武
ぶ

士
し

団
だ ん

を、
「北

ほ く

面
め ん

の武
ぶ

士
し

」として院
い ん

の警
け い

護
ご

に重
お も

く用
も ち

いたので、武
ぶ

士
し

の台
た い

頭
と う

をうながした。１１世
せ い

紀
き

後
こ う

半
は ん

には、東
と う

北
ほ く

地
ち

方
ほ う

で２回
か い

にわたっ
て戦

せ ん

乱
ら ん

がおこり、関
か ん

東
と う

の武
ぶ

士
し

を率
ひ き

いてこれを沈
し ず

めた 源
みなもとの

義
よ し

家
い え

が、この地
ち

方
ほ う

の武
ぶ

士
し

の信
し ん

望
ぼ う

を集
あ つ

めるようになった。

《補
ほ

講
こう

》	仮
か

名
な

文
も

字
じ

と女
じょ

流
りゅう

文
ぶん

化
か

元げ
ん

寇こ
う

の
と
き
、
騎き

兵へ
い

を
密み

っ

集し
ゅ
う

さ
せ
て
集し

ゅ
う

団だ
ん

で
突と

つ

撃げ
き

す
る
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

『
蒙も

う

古こ

襲し
ゅ
う

来ら
い

絵え

詞こ
と
ば

』
前ぜ

ん

巻か
ん

・
絵え

５
・
第だ

い

１
７
紙し

（
詞こ

と
ば

書が
き

：
竹た

け

崎ざ
き

季す
え

長な
が

（
自じ

筆ひ
つ

の
可か

能の
う

性せ
い

あ
り
）　
絵え

師し

：
（
伝で

ん

）

土と

佐さ

長な
が

隆た
か

・
土と

佐さ

長な
が

章あ
き/Public dom

ain

）

整せ
い

備び

し
て
、
宋そ

う

（
９
０
７
年ね

ん

に
唐と

う

が
滅ほ

ろ

び
た
あ
と
内な

い

乱ら
ん

を
経た

て
９
６
０

年ね
ん

に
建け

ん

国こ
く

し
た
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
王お

う

朝ち
ょ
う）
の
商

し
ょ
う

船せ
ん

を
招ま

ね

く
な
ど
、

日に
っ

宋そ
う

貿ぼ
う

易え
き

に
力ち

か
ら
を

尽つ

く
し
、
莫ば

く

大だ
い

な

利り

益え
き

を
あ
げ
た
。

　

こ
う
し
て
平へ

い

氏し

は
、「
平へ

い

氏し

に
あ
ら

ず
ん
ば
人ひ

と

に
あ
ら

ず
」
と
言い

わ
れ
る

ほ
ど
栄さ

か

え
た
。
し

か
し
平へ

い

家け

の
栄え

い

華が

も
長な

が

く
は
続つ

づ

か
な

か
っ
た
。
平へ

い

氏し

は

や
が
て
後ご

白し
ら

河か
わ

上
じ
ょ
う

皇こ
う

と
の
対た

い

立り
つ

を
深ふ

か

め
、
上

じ
ょ
う

皇こ
う

の
院い

ん

政せ
い

を
停て

い

止し

し
て
、
清き

よ

盛も
り

の
娘む

す
め
が
産う

ん
だ

１
歳さ

い

の
安あ

ん

徳と
く

天て
ん

皇の
う

を
皇こ

う

位い

に
つ
け
た
。

後ご

白し
ら

河か
わ

上じ
ょ
う

皇こ
う

の

皇お
う

子じ

で
あ
る
以も

ち

仁ひ
と

王お
う

が
こ
れ
に
反は

ん

発ぱ
つ

し
、
平へ

い

氏し

の
追つ

い

討と
う

を
呼よ

び
か
け
た
。

　

平へ
い

氏し

の
支し

配は
い

に

不ふ

満ま
ん

を
持も

つ
武ぶ

士し

が
、
各か

く

地ち

で
次つ

ぎ

々つ
ぎ

に
兵へ

い

を
あ
げ
た
。

平へ
い

治じ

の
乱ら

ん

で
討う

た

れ
た
源

み
な
も
と
の

義よ
し

朝と
も

の

子こ

の
源

み
な
も
と
の

頼よ
り

朝と
も

は
、

鎌か
ま

倉く
ら

を
拠き

ょ

点て
ん

と
し

て
関か

ん

東と
う

の
武ぶ

士し

と

主し
ゅ

従じ
ゅ
う

関か
ん

係け
い

を
結む

す

び
、
勢せ

い

力り
ょ
くを
伸の

ば

し
て
い
っ
た
。

治じ

に
も
関か

ん

与よ

し
た
。
地じ

頭と
う

は
、

年ね
ん

貢ぐ

の
取と

り

立た

て
や
、
土と

地ち

の

管か
ん

理り

な
ど
を
行

お
こ
な
っ
た
。

　
一い

っ

方ぽ
う

義よ
し

経つ
ね

が
兄あ

に

で
あ
る
頼よ

り

朝と
も

と
対た

い

立り
つ

し
、
平ひ

ら

泉い
ず
みの
奥お

う

州
し
ゅ
う

藤ふ
じ

原わ
ら

氏う
じ

の
も
と
に
逃の

が

れ
る
と
、

頼よ
り

朝と
も

は
そ
の
勢せ

い

力り
ょ
くを
攻せ

め
滅ほ

ろ

ぼ
し
、
東と

う

北ほ
く

地ち

方ほ
う

も
支し

配は
い

下か

に
入い

れ
た
。

　

１
１
９
２
年ね

ん

、
頼よ

り

朝と
も

は
、

朝ち
ょ
う

廷て
い

よ
り
征せ

い

夷い

大た
い

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

に

任に
ん

命め
い

さ
れ
た
。
頼よ

り

朝と
も

は
鎌か

ま

倉く
ら

に
、
簡か

ん

素そ

で
、
実じ

っ

際さ
い

的て
き

な
武ぶ

家け

政せ
い

治じ

の
拠き

ょ

点て
ん

を
築き

ず

い
た
。

　

こ
れ
を
鎌か

ま

倉く
ら

幕ば
く

府ふ

と
呼よ

び
、
鎌か

ま

倉く
ら

に
幕ば

く

府ふ

が
置お

か
れ

た
１
４
０
年ね

ん

間か
ん

を
鎌か

ま

倉く
ら

時じ

代だ
い

と
い
う
。
鎌か

ま

倉く
ら

幕ば
く

府ふ

は
、
将

し
ょ
う

京き
ょ
う

都と

を
占せ

ん

領り
ょ
うし
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
後ご

鳥と

羽ば

上じ
ょ
う

皇こ
う

は
、
隠お

岐き

の
島し

ま

に
移う

つ

さ
れ
た
（
承

じ
ょ
う

久
き
ゅ
う

の
乱ら

ん

）。
そ
の
の
ち
、
幕ば

く

府ふ

は

京き
ょ
う

都と

に
六ろ

く

波は

羅ら

探た
ん

題だ
い

を
置お

き
、
朝

ち
ょ
う

廷て
い

を
監か

ん

視し

し
、
交こ

う

渉し
ょ
うに
も
あ
た
ら
せ
、
さ
ら
に

西に
し

日に

本ほ
ん

の
御ご

家け

人に
ん

を
監か

ん

督と
く

し
た
。

　

執し
っ

権け
ん

と
な
っ
た
北ほ

う

条じ
ょ
う

泰や
す

時と
き

は
、
１
２
３
２
年ね

ん

、
武ぶ

家け

社し
ゃ

会か
い

の
慣か

ん

習し
ゅ
うに
基も

と

づ
き
、
初は

じ

め

て
の
武ぶ

家け

独ど
く

自じ

の
法ほ

う

律り
つ

で
あ

る
御ご

成せ
い

敗ば
い

式し
き

目も
く

（
貞

じ
ょ
う

永え
い

式し
き

目も
く

と
も
言い

い
、
武ぶ

士し

の
間あ

い
だ
の
紛ふ

ん

争そ
う

を
避さ

け
る
た
め
の
法ほ

う

律り
つ

）
を
定さ

だ

め
た
。
こ
れ
は
、

御ご

家け

人に
ん

に
向む

け
て
そ

の
権け

ん

利り

や
義ぎ

務む

、
裁さ

い

判ば
ん

の
基き

準じ
ゅ
んを
解わ

か

り
や

す
く
示し

め

し
、
そ
の
後ご

の
武ぶ

士し

の
法ほ

う

律り
つ

の
手て

本ほ
ん

と
な
っ
た
。

　征
せ い

夷
い

大
た い

将
しょう

軍
ぐ ん

とは、朝
ちょう

廷
て い

の支
し

配
は い

の及
お よ

んでいない地
ち

方
ほ う

を征
せ い

伐
ば つ

するために、天
て ん

皇
の う

から任
に ん

命
め い

された、軍
ぐ ん

隊
た い

の総
そ う

指
し

揮
き

官
か ん

を指
さ

す名
め い

称
しょう

で
あった。鎌

か ま

倉
く ら

幕
ば く

府
ふ

以
い

降
こ う

は、
武

ぶ

家
け

政
せ い

権
け ん

の首
し ゅ

長
ちょう

の称
しょう

号
ご う

と
なり、単

た ん

に「将
しょう

軍
ぐ ん

」と呼
よ

ばれるようになった。将
しょう

軍
ぐ ん

の住
じゅう

居
き ょ

のあるところを
幕
ば く

府
ふ

と呼
よ

んだ。それが転
て ん

じて、武
ぶ

家
け

政
せ い

権
け ん

を示
し め

す言
こ と

葉
ば

となった。鎌
か ま

倉
く ら

幕
ば く

府
ふ

で
は９人

に ん

の将
しょう

軍
ぐ ん

、室
む ろ

町
ま ち

幕
ば く

府
ふ

と江
え

戸
ど

幕
ば く

府
ふ

では夫
そ れ

々
ぞ れ

１５
人
に ん

の将
しょう

軍
ぐ ん

が任
に ん

命
め い

された。
将
しょう

軍
ぐ ん

がいた時
じ

代
だ い

を武
ぶ

家
け

政
せ い

治
じ

といい、約
や く

７００年
ね ん

続
つ づ

いた。

　

１
３
世せ

い

紀き

の
始は

じ

め
、
モ
ン

ゴ
ル
（
蒙も

う

古こ

）
の
高こ

う

原げ
ん

で
、

ジ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
が
遊ゆ

う

牧ぼ
く

民み
ん

の
諸し

ょ

部ぶ

族ぞ
く

を
統と

う

一い
つ
し
、
モ
ン

ゴ
ル
帝て

い

国こ
く

を
建た

て
た
。

　

モ
ン
ゴ
ル
帝て

い

国こ
く

は
、
無む

敵て
き

の
騎き

馬ば

軍ぐ
ん

団だ
ん

を
各か

く

地ち

に
侵し

ん

攻こ
う

さ
せ
、
ま
た
た
く
ま
に
西に

し

ア

ジ
ア
か
ら
中

ち
ゅ
う

国ご
く

ま
で
、
ユ
ー

ラ
シ
ア
大た

い

陸り
く

の
東と

う

西ざ
い

に
ま
た

が
る
広こ

う

大だ
い

な
帝て

い

国こ
く

を
築き

ず

い
た
。

こ
の
動う

ご

き
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人じ

ん

も
お
び
え
、
モ
ン
ゴ
ル
人じ

ん

を

お
そ
れ
た
。

　

モ
ン
ゴ
ル
帝て

い

国こ
く

第だ
い

５
代だ

い

目め

の
フ
ビ
ラ
イ
・
ハ
ン
は
、
大だ

い

都と

（
現げ

ん

在ざ
い

の
北ぺ

き
ん京
）
に
都み

や
こ
を

つ
く
っ
た
。
フ
ビ
ラ
イ
・
ハ
ン

（
１
２
１
５
―
１
２
９
４
）

は
、
チ
ン
ギ
ス・ハ
ン
の
孫ま

ご

で
、

国こ
く

号ご
う

を
元げ

ん

と
し
、
皇こ

う

帝て
い

を
名な

乗の

っ
た
。

　
フ
ビ
ラ
イ
は
、
東ひ

が
し
ア
ジ
ア
へ

の
支し

配は
い

を
拡か

く

大だ
い

し
、
モ
ン
ゴ

ル
帝て

い

国こ
く

は
広こ

う

大だ
い

な
領

り
ょ
う

土ど

を
持も

ち
、
そ
の
一い

ち

部ぶ

が
中

ち
ゅ
う

国ご
く

で
あ
っ

た
。

　

現げ
ん

在ざ
い

の
北ぺ

き
ん京
を
モ
ン
ゴ
ル

帝て
い

国こ
く

の
首し

ゅ

都と

と
定さ

だ

め
、
モ
ン

ゴ
ル
人じ

ん

の
国く

に

と
し
た
。
フ
ビ

ラ
イ
は
独ど

く

立り
つ

を
た
も
っ
て
い
た

日に

本ほ
ん

に
た
び
た
び
使つ

か

い
を
送お

く

り
、
服ふ

く

属ぞ
く

す
る
よ
う
求も

と

め
た
。

　

し
か
し
、
朝

ち
ょ
う

廷て
い

と
鎌か

ま

倉く
ら

幕ば
く

府ふ

は
、
一い

っ

致ち

し
て
、
こ
れ
を

は
ね
つ
け
た
。
幕ば

く

府ふ

は
、
執し

っ

権け
ん

・
北ほ

う

条じ
ょ
う

時と
き

宗む
ね

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
、

元げ
ん

の
襲

し
ゅ
う

来ら
い

に
備そ

な

え
た
。

　

１
２
７
４
年ね

ん

、
元げ

ん

・
高こ

う

句く

麗り

連れ
ん

合ご
う

軍ぐ
ん

は
、
対つ

し

馬ま

、
壱い

岐き

を
経へ

て
、
博は

か

多た

に
襲

し
ゅ
う

来ら
い

し
た

（
文ぶ

ん

永え
い

の
役え

き

）。

　

更さ
ら

に
７
年ね

ん

後ご

に
大だ

い

船せ
ん

団だ
ん

を
仕し

立た

て
て
日に

本ほ
ん

を
襲お

そ

っ
た

（
弘こ

う

安あ
ん

の
役え

き

）。

　

日に

本ほ
ん

側が
わ

は
、
略

り
ゃ
く

奪だ
つ

と
残ざ

ん

虐ぎ
ゃ
くな
暴ぼ

う

行こ
う

の
被ひ

害が
い

を
受う

け
、

元げ
ん

軍ぐ
ん

の
新し

ん

奇き

な
兵へ

い

器き

に
も
悩な

や

ま
さ
れ
た
。

　

し
か
し
鎌か

ま

倉く
ら

武ぶ

士し

は
こ
れ

を
国こ

く

難な
ん

と
し
て
受う

け
止と

め
果か

敢か
ん

に
戦

た
た
か

っ
た
。
元げ

ん

軍ぐ
ん

は
、
の

ち
に
、「
神か

み

風か
ぜ

」
と
呼よ

ば
れ

た
暴ぼ

う

風ふ
う

雨う

に
お
そ
わ
れ
敗は

い

退た
い

し
た
。
こ
う
し
て
日に

本ほ
ん

は
、

独ど
く

立り
つ

を
保た

も

つ
こ
と
が
で
き
た
。

２
度ど

に
わ
た
る
元げ

ん

軍ぐ
ん

の
襲

し
ゅ
う

来ら
い

を
元げ

ん

寇こ
う

と
い
う
。

　

こ
の
の
ち
、
フ
ビ
ラ
イ
は

数す
う

度ど

に
わ
た
っ
て
日に

本ほ
ん

侵し
ん

攻こ
う

を
く
わ
だ
て
た
が
実じ

つ

現げ
ん

し
な

か
っ
た
。

　

元げ
ん

と
の
戦た

た
か
い
で
、
幕ば

く

府ふ

を

支さ
さ

え
る
御ご

家け

人に
ん

は
多お

お

く
の
犠ぎ

牲せ
い

を
は
ら
っ
た
。

　

し
か
し
、
外が

い

敵て
き

と
の
戦た

た
か
い

で
あ
っ
た
の
で
、
新あ

た
ら

し
い
土と

地ち

を
確か

く

保ほ

で
き
ず
、
幕ば

く

府ふ

は

充じ
ゅ
う

分ぶ
ん

な
恩お

ん

賞し
ょ
うを
与あ

た

え
る
こ
と

が
出で

来き

な
か
っ
た
。

　

ま
た「
文ぶ

ん

永え
い

の
役え

き

」の
あ
と
、
幕ば

く

府ふ

は
御ご

家け

人に
ん

に
防ぼ

う

塁る
い

の
建け

ん

設せ
つ

や
異い

国こ
く

警け
い

護ご

番ば
ん

役や
く

な
ど
を

命め
い

じ
る
な
ど
、
外が

い

敵て
き

へ
の
備そ

な

え
を
強

き
ょ
う

化か

し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
御ご

家け

人に
ん

に
は

重お
も

い
負ふ

担た
ん

が
の
し
か
か
り
、

幕ば
く

府ふ

に
対た

い

す
る
不ふ

満ま
ん

が
つ
の
っ

た
。
こ
の
頃ご

ろ

に
御ご

家け

人に
ん

は
、

兄き
ょ
う

弟だ
い

に
よ
る
分ぶ

ん

割か
つ

相そ
う

続ぞ
く

の
繰く

り
返か

え

し
で
、
領

り
ょ
う

地ち

が
次し

第だ
い

に

狭せ
ま

く
な
り
、
生せ

い

活か
つ

の
基き

盤ば
ん

が

弱よ
わ

く
な
っ
て
い
た
。

　

そ
の
上う

え

に
商

し
ょ
う

工こ
う

業ぎ
ょ
うの
発は

っ

達た
つ

で
武ぶ

士し

も
貨か

幣へ
い

（
銅ど

う

銭せ
ん

）
を

使つ
か

う
こ
と
が
多お

お

く
な
り
領

り
ょ
う

地ち

を
質し

つ

に
い
れ
た
り
、
売う

っ
た

り
す
る
も
の
も
現あ

ら
わ
れ
た
。
幕ば

く

府ふ

は
御ご

家け

人に
ん

を
救す

く

う
た
め
、

徳と
く

政せ
い

令れ
い

を
だ
し
て
、
領

り
ょ
う

地ち

を

た
だ
で
取と

り
戻も

ど

せ
る
よ
う
に

し
よ
う
と
し
た
が
、
お
金か

ね

を

御ご

家け

人に
ん

に
貸か

す
人ひ

と

が
居い

な
く

な
っ
て
し
ま
い
、
か
え
っ
て

御ご

家け

人に
ん

を
苦く

る

し
め
る
結け

っ

果か

と

な
っ
た
。

《
補ほ

講こ
う

》 

武ぶ

士し

の
お
こ
り
と
鎌か

ま

倉く
ら

幕ば
く

府ふ

《資
し

料
りょう

》 武
ぶ

家
け

政
せい

治
じ

と将
しょう

軍
ぐん

《補
ほ

講
こう

》元
げん

寇
こう

と朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう



特
とく

別
べつ

寄
き

稿
こう

聖せ
い

市し

　
　

駒こ
ま

形が
た

　
秀ひ

で

雄お

（
２
）【
基き

 
ほ
ん本

的て
き

人じ
ん
 
け
ん権

を
尊

そ
ん
 
ち
ょ
う重

す
る
】
人に

ん
 
げ
ん間

に
は
生う

ま
れ
な

が
ら
に
し
て
一ひ

と
 
り人

の
人に

ん
 
げ
ん間

と

し
て
の
生

せ
い
 
ぞ
ん
 
け
ん

存
権
、
幸こ

う
 
ふ
く福

権け
ん

が

あ
り
、
他ほ

か

の
人ひ

と

が
こ
れ
を
侵お

か

す
こ
と
は
出で

 
き来

な
い
。
政せ

い
 
ふ府

は
こ
の
権け

ん
 
り利

を
尊

そ
ん
 
ち
ょ
う重

す
る

施し
 
さ
く策

を
行お

こ
な

う
。

（
戦せ

ん
 
ぜ
ん前

の
行

ぎ
ょ
う
 
せ
い

政
で
は
こ
の
基き

 
ほ
ん本

的て
き

人じ
ん
 
け
ん権

と
い
う
考か

ん
が

え
が
徹て

っ
 
て
い底

せ
ず
、《
公

お
お
や
けの

為た
め

》
と
い
う
事こ

と

で
、
個こ

 
じ
ん人

の
権け

ん
 
り利

が
無む

 
し視

さ

れ
る
こ
と
が
度た

び
 
た
び々

あ
っ
た
）

（
３
）【
平へ

い
 
わ和

主し
ゅ
 
ぎ義

】
第だ

い

２
次じ

世せ
 
か
い界

大た
い
 
せ
ん

戦
を
戦

た
た
か

っ
た
日に

 
ほ
ん
 
じ
ん

本
人
は

「
敵て

き

を
沢た

く
 
さ
ん山

殺こ
ろ

し
た
方ほ

う

が
勝か

つ
」
と
い
う
戦せ

ん
 
そ
う争

の
残ざ

ん
 
こ
く酷

さ

を
骨ほ

ね
 
み身

に
沁し

み
て
感か

ん

じ
ま
し

た
。
南な

ん
 
ぽ
う方

の
前ぜ

ん
 
せ
ん線

で
ア
メ
リ

カ
の
物

ぶ
つ
 
り
ょ
う

量
（
空そ

ら

か
ら
の
爆ば

く
 
だ
ん弾

、

海う
み

か
ら
の
艦か

ん
 
ぽ
う砲

射し
ゃ
 
げ
き撃

）
に
対た

い

し
、
人に

ん
 
げ
ん間

の
精

せ
い
 
し
ん
 
り
ょ
く

神
力
で
戦

た
た
か

っ

た
日に

 
ほ
ん本

軍ぐ
ん
 
じ
ん人

は
散さ

ん
 
ざ
ん々

に
痛い

た

め

つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
国こ

く
 
な
い内

に

残の
こ

っ
た
女じ

ょ
 
せ
い性

や
子こ

 
ど
も供

た
ち
は
、

空そ
ら

か
ら
落お

ち
て
く
る
爆ば

く
 
だ
ん弾

、

焼し
ょ
う
 
い
 
だ
ん

夷
弾
の
下し

た

で
竹た

け
 
や
り槍

な
ど
で

対た
い
 
こ
う抗

す
る
無む

 
い
 
み

意
味
さ
を
知し

ら

さ
れ
ま
し
た
。
皆み

な

が
心こ

こ
ろ

か
ら

「
戦せ

ん
 
そ
う争

は
イ
ヤ
だ
」
と
思お

も

っ

た
の
で
す
。

（
敗は

い
 
せ
ん戦

前ま
え

ま
で
は
国こ

く
 
み
ん民

は

天て
ん
 
の
う皇

の
赤あ

か
 
ご子

だ
か
ら
『
大お

お
 
き
み君

の
へ
に
こ
そ
死し

な
め　
か
え
り

み
は
せ
ず
』
と
教お

し

え
ら
れ
て

い
た
の
で
す
）

　

こ
の
新し

ん

憲け
ん
 
ぽ
う法

の
「
自じ

 
ゆ
う由

」

「
平

び
ょ
う
 
ど
う

等
」「
民み

ん
 
し
ゅ主

」
の
気き

 
ふ
う風

に
励は

げ

ま
さ
れ
、
日に

 
ほ
ん本

国こ
く
 
み
ん民

は

元げ
ん
 
き気

を
取と

り
戻も

ど

し
ま
し
た
。

そ
し
て
「
そ
う
だ
、
我わ

れ
 
わ
れ々

の
国く

に

、
日に

 
ほ
ん本

の
国

こ
く
 
り
ょ
く力

を
伸の

ば
そ
う
、
そ
し
て
家か

 
ぞ
く族

を

楽ら
く

に
し
よ
う
」
と
頑が

ん
 
ば張

り
、

１
９
６
８
年ね

ん

、
経け

い
 
ざ
い
 
り
ょ
く

済
力

で
世せ

 
か
い界

２
位い

に
成な

る
ま
で
、

奇き
 
せ
き跡

の
成

せ
い
 
ち
ょ
う

長
を
遂と

げ
た
の
で

す
。

憲け
ん
 ぽ
う法

は
ど
う
定さ

だ

め
ら
れ
た
か

　

１
９
４
５
年ね

ん

、
終

し
ゅ
う
 
せ
ん戦

と
と
も
に
明め

い
 
じ治

の
憲け

ん
 
ぽ
う法

は

そ
の
効

こ
う
 
り
ょ
く

力
を
失う

し
な

い
ま
し
た
。

国く
に

の
基き

 
ほ
ん
 
ほ
う

本
法
が
無な

く
て
は

行ぎ
ょ
う
 
せ
い
 
め
ん

政
面
で
大お

お

い
に
困こ

ま

り
ま

す
。
早そ

う
 
き期

に
新あ

た
ら

し
い
憲け

ん
 
ぽ
う法

の

制せ
い
 
て
い定

が
求も

と

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

日に
 
ほ
ん本

の
法ほ

う
 
が
く
 
し
ゃ

学
者
や
政せ

い
 
ふ府

関か
ん
 
け
い
 
し
ゃ

係
者
の
間あ

い
だ

で
幾い

く

つ
か
の

草そ
う
 
あ
ん案

が
作つ

く

ら
れ
、
検け

ん
と
う討

さ
れ

ま
し
た
が
中な

か
 
な
か々

纏ま
と

ま
り
ま
せ

ん
。

　

そ
こ
で
西せ

い
 
お
う欧

式し
き

民み
ん
 
し
ゅ主

主し
ゅ
 
ぎ義

政せ
い
 
じ治

で
一い

っ
 
ぽ
 
さ
き

歩
先
を
行い

く
Ｇ
Ｈ

Ｑ
の
方か

た

か
ら
草そ

う
 
あ
ん案

が
示し

め

さ

れ
、
日に

 
ほ
ん
 
が
わ

本
側
か
ら
も
加く

わ

わ
り

原げ
ん
 
あ
ん案

が
出で

 
き来

、
国こ

っ
 
か
い会

で
承

し
ょ
う
 
に
ん認

さ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
４
６
年ね

ん

公こ
う
 
ふ布

、
１
９ 

４
７
年ね

ん

実じ
っ
 
し施

で
す
。
日に

 
ほ
ん本

国こ
く
 
み
ん民

は
「
こ
れ
で
我わ

れ
 
わ
れ々

が

正せ
い
 
し
き式

に
国く

に

の
主し

ゅ
 
た
い
 
し
ゃ

体
者
に
な
っ

た
ん
だ
」
と
喜よ

ろ
こ

び
、
歓か

ん
 
げ
い迎

し

ま
し
た
。

　

５
月が

つ

３
日か

は
『
憲け

ん
 
ぽ
う法

の

日ひ

』
と
し
て
定さ

だ

め
ら
れ
、

以い
 
ご後

ズ
～
ッ
と
祝い

わ

わ
れ
て
い

る
の
で
す
。

　

確た
し

か
に
そ
れ
ま
で
の
憲け

ん
 
ぽ
う法

の
様よ

う

に
『
万ば

ん
 
せ
い世

一い
っ

系け
い

の
天て

ん
 
の
う皇

こ
れ
を
統と

う
 
ち治

す
』
と
か
の

条じ
ょ
う
 
ぶ
ん

文
は
な
く
、
新し

ん

憲け
ん
 
ぽ
う法

で
は

バ
タ
臭く

さ

い
よ
う
な
表

ひ
ょ
う
 
げ
ん

現
が
多お

お

い
の
で
す
が
、
こ
れ
は
そ
れ

迄ま
で

あ
ま
り
日に

 
ほ
ん
 
じ
ん

本
人
に
馴な

 
じ
み染

の

無な

か
っ
た
よ
な
制せ

い
 
ど度

を
取と

り

入い

れ
た
せ
い
で
、
や
む
を
得え

な
い
点て

ん

が
あ
る
わ
け
で
す
。

　

何ど
 
こ処

か
の
国く

に

の
人ひ

と

が
言い

う

よ
う
な
『
日に

 
ほ
ん
 
じ
ん

本
人
の
恥は

じ

に
な

る
よ
う
な
憲け

ん
 
ぽ
う法

』
で
は
決け

っ

（５） ２０２０（令和二）年第５５３１号 	 ７月	１８日	（土曜日）

日に

 ほ
ん本
の
恥は

じ

な
ど
と
は
と
ん
で
も
な
い

世せ

 か
い界

に
冠か

ん

た
る
日に

 ほ
ん本

国こ
く

憲け
ん

 ぽ
う法

　

憲け
ん
 
ぽ
う法

と
は
国く

に

の
政せ

い
 
じ治

の
あ

り
方か

た

を
定さ

だ

め
て
い
る
基き

 
ほ
ん本

的て
き

法ほ
う
 
き規

で
す
が
、
こ
の
憲け

ん
 
ぽ
う法

の

３
大だ

い

原げ
ん
 
そ
く則

と
は
以い

 
か下

の
様よ

う

な

も
の
で
す
。

（
１
）【
国こ

く
 
み
ん民

主し
ゅ
 
け
ん権

】
国く

に

は

国こ
く
 
み
ん民

か
ら
成な

り
立た

ち
、
そ
の

権け
ん
 
り
ょ
く

力
は
国こ

く
 
み
ん民

に
由ゆ

 
ら
い来

す
る
。

そ
の
実

じ
っ
 
こ
う
 
し
ゃ

行
者
（
行

ぎ
ょ
う
 
せ
い
 
し
ゃ

政
者
）
は

選せ
ん
 
き
ょ挙

に
よ
っ
て
選え

ら

ば
れ
る
。

（
そ
れ
ま
で
の
明め

い
 
じ治

憲け
ん
 
ぽ
う法

で
は
―
国く

に

の
最さ

い
 
こ
う高

権け
ん
 
り
ょ
く
 
し
ゃ

力
者

は
天て

ん
 
の
う皇

で
、
そ
の
天て

ん
 
の
う皇

を
お

た
す
け
す
る
形か

た
ち

で
大だ

い
 
じ
ん臣

と
か

知ち
 
じ事

が
任に

ん
 
め
い命

さ
れ
、
実じ

っ
 
さ
い際

の

行ぎ
ょ
う
 
せ
い

政
を
行お

こ
な

う
―
か
ら
変か

わ
っ

た
）

日に

 ほ
ん本

憲け
ん
 ぽ
う法

の
３
大だ

い

原げ
ん
 そ
く則

　

第だ
い

２
次じ

世せ
 
か
い界

大た
い
 
せ
ん戦

で
社し

ゃ
 
か
い会

体た
い
 
せ
い制

が
変か

わ
っ
た
日に

っ
 
ぽ
ん
 
こ
く

本
国
で

は
そ
れ
ま
で
の
明め

い
 
じ治

憲け
ん
 
ぽ
う法

（
１
８
８
９
年ね

ん

制せ
い
 
て
い定

）
が

廃は
い
 
し止

さ
れ
、
早は

や

く
次つ

ぎ

の

基き
 
ほ
ん
 
ほ
う

本
法
（
憲け

ん
 
ぽ
う法

）
を
制せ

い
 
て
い定

し
な
け
れ
ば
と
の
機き

 
う
ん運

が
高た

か

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
間か

ん

、
日に

 
ほ
ん本

の
法

ほ
う
 
が
く
 
し
ゃ

学
者
、

政せ
い
 
じ治

関か
ん
 
け
い
 
し
ゃ

係
者
、
占せ

ん
 
り
ょ
う
 
ぐ
ん

領
軍

組そ
 
し
き織

（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
と
の
間

あ
い
だ

で
種し

ゅ
 
じ
ゅ々

の
議ぎ

 
ろ
ん論

が
あ
り
、

１
９
４
６
年ね

ん

、
議ぎ

 
か
い会

で
原げ

ん
 
あ
ん案

確か
く
 
て
い定

、
１
９
４
７
年ね

ん

５
月が

つ

３

日か

施し
 
こ
う行

と
な
り
ま
し
た
。

　

日に
 
ほ
ん本

で
は
憲け

ん
 
ぽ
う法

改か
い
 
て
い定

の

議ぎ
 
ろ
ん論

が
盛さ

か

ん
で
す
。

　

こ
こ
ブ
ラ
ジ
ル
で
も

「
日に

 
ほ
ん本

国こ
く

憲け
ん
 
ぽ
う法

は
日に

 
ほ
ん
 
じ
ん

本
人
の

恥は
じ

で
あ
る
」
と
言い

う
よ
う
な

声こ
え

が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
と
ん
で
も
な
い
。『
日に

 
ほ
ん本

国こ
く

憲け
ん
 
ぽ
う法

は
世せ

 
か
い界

に
誇ほ

こ

り
得う

る

立り
っ
 
ぱ派

な
法ほ

う
 
て
ん典

で
す
』
と
申も

う

し

た
い
と
思お

も

い
ま
す
。「
日に

 
ほ
ん本

の
憲け

ん
 
ぽ
う法

な
ど
見み

た
こ
と
も
な

い
」
と
言い

う
方か

た

に
、『
日に

 
ほ
ん本

国こ
く

憲け
ん
 
ぽ
う法

は
こ
の
様よ

う

に
立り

っ
 
ぱ派

な

も
の
で
す
』
と
胸む

ね

を
張は

っ
て

言い

え
る
様よ

う

に
、
以い

 
か下

要よ
う
 
て
ん点

だ

け
で
も
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

天て
ん

 の
う皇
及お

よ

び
国こ

く

 む務
各か

く

大だ
い

 じ
ん臣
に
よ
っ
て
署し

ょ

 め
い名
さ
れ
た
日に

 ほ
ん本
国こ

く

憲け
ん

 ぽ
う法
（Ryo FUKAsaw

a / CC BY

）

海か
い

 じ
ょ
う
上
自じ

 え
い衛
隊た

い

掃そ
う

 か
い海
隊た

い

群ぐ
ん

（
海か

い

 じ
ょ
う上
自じ

 え
い衛
隊た

い / CC BY-SA (https://
creativecom

m
ons.org/licenses/by-sa/4.0)

）

し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
現げ

ん
 
ざ
い在

の

日に
 
ほ
ん本

諸し
ょ
 
せ
い
 
ど

制
度
、
内な

い
 
か
く閣

、
司し

 
ほ
う法

制せ
い
 
ど度

、
議ぎ

 
か
い会

制せ
い
 
ど度

、
地ち

 
ほ
う方

の

行ぎ
ょ
う
 
せ
い政

組そ
 
し
き織

、
す
べ
て
こ
の

憲け
ん
 
ぽ
う法

の
規き

 
て
い定

に
沿そ

っ
て
形

か
た
ち
 
づ
く作

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

世せ
 
か
い界

に
誇ほ

こ

れ
る
よ
う
な

内な
い
 
よ
う容

の
立り

っ
 
ぱ派

な
憲け

ん
 
ぽ
う法

な
の
で

す
。

　

余あ
ま

り
に
短た

ん
 
き
 
か
ん

期
間
に
制せ

い
 
て
い定

さ

れ
た
の
で
「
ア
メ
リ
カ
か
ら

押お

し
付つ

け
ら
れ
た
」
と
言い

う

人ひ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は

制せ
い
 
ど度

が
実じ

っ
 
こ
う行

さ
れ
て
大だ

い
 
ぶ分

経へ

て
か
ら
、
後あ

と

で
言い

い
出だ

さ
れ

た
も
の
で
、
変へ

ん
 
こ
う更

の
理り

 
く
つ屈

付づ

け
に
使つ

か

わ
れ
た
と
も
解げ

せ
ま

す
。

　

ま
た
、
そ
ん
な
こ
と
を
言い

い
出だ

す
な
ら
、
明め

い
 
じ治

の
帝て

い
 
こ
く国

憲け
ん
 
ぽ
う法

だ
っ
て
ド
イ
ツ
の
憲け

ん
 
ぽ
う法

を
下し

た
 
じ敷

き
に
し
て
い
る
し
、

奈な
 
ら良

時じ
 
だ
い代

の
規き

 
そ
く則

に
し
て
も

当と
う
 
じ時

の
中

ち
ゅ
う
 
ご
く

国
の
法ほ

う
 
き規

に
準

じ
ゅ
ん
 
き
ょ拠

し
て
い
ま
す
。

　

良よ

い
方ほ

う
 
さ
く策

、
制せ

い
 
ど度

が
あ
れ

ば
、
そ
れ
を
取と

り
入い

れ
る
と

い
う
こ
と
は
世せ

 
か
い界

で
共

き
ょ
う
 
つ
う

通
し

て
い
る
や
り
方か

た

で
す
ね
。

　

日に
 
ほ
ん本

国こ
く

憲け
ん
 
ぽ
う法

は
西せ

い
 
お
う欧

的て
き

な
考か

ん
が

え
方か

た

を
取と

り
入い

れ
て
、

日に
 
ほ
ん本

の
政せ

い
 
ふ府

、
議ぎ

 
か
い会

が
合ご

う
 
ほ
う法

的て
き

に
定さ

だ

め
た
基き

 
ほ
ん
 
ほ
う

本
法
な
の
で

す
。

　

私わ
た
し

た
ち
が
子こ

 
ど
も供

の
こ
ろ
、

日に
 
ほ
ん本

に
は
ま
だ
尺し

ゃ
っ
 
か
ん
 
ほ
う

貫
法

が
幅は

ば

を
利き

か
し
て
い
て
、

身し
ん
 
ち
ょ
う

長
５
尺し

ゃ
く

３
寸す

ん

の
男お

と
こ

と
か
、

体た
い
 
じ
ゅ
う重

３
０
貫か

ん

の
相す

も
 
う
 
と

撲
取

り
、
と
か
言い

っ
て
い
た
の
で

す
が
、
そ
の
後ご

、
合ご

う
 
り理

的て
き

な
メ
ー
ト
ル
法ほ

う

が
採さ

い
 
よ
う用

さ
れ
、

国こ
く
 
さ
い
 
て
き

際
的
表ひ

ょ
う
 
じ示

に
な
り
ま
し

た
。
今い

ま

私わ
た
した

ち
が
ブ
ラ
ジ
ル

へ
来き

て
「
５
キ
ロ
グ
ラ
ム
の

米こ
め

、
と
か
「
２
０
０
メ
ー

ト
ル
を
歩あ

る

い
て
」
と
か
、
何な

に

不ふ
 
じ
 
ゆ
う

自
由
な
く
お
互た

が

い
に
理り

 
か
い解

で
き
る
の
も
、
昔む

か
し、

世せ
 
か
い界

に

通つ
う
 
よ
う用

す
る
方ほ

う
 
し
き式

を
採さ

い
 
よ
う用

し
て

呉く

れ
た
先せ

ん
 
ぞ祖

の
お
蔭か

げ

、
そ
の

有あ
り
 
が
た
 
み

難
味
が
分わ

か
る
と
い
う
も

の
で
す
ね
。

戦せ
ん
 そ
う争

し
な
け
り
ゃ
、
軍ぐ

ん
 た
い隊

な

ど
い
ら
な
い
（
？
）

　

こ
の
と
こ
ろ
日に

 
ほ
ん本

で
憲け

ん
 
ぽ
う法

改か
い
 
て
い定

の
動う

ご

き
が
高た

か

ま
っ
て

い
る
論ろ

ん
 
き
ょ拠

の
一ひ

と

つ
に
、
国く

に

の

防ぼ
う
 
え
い衛

、
軍ぐ

ん
 
じ
 
り
ょ
く

事
力
の
強き

ょ
う
 
か化

に

平へ
い
 
わ和

憲け
ん
 
ぽ
う法

の
規き

 
て
い定

が
邪じ

ゃ
 
ま魔

に

な
る
、
と
い
う
事こ

と

が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
確た

し

か
に
そ
う
で

し
ょ
う
。

　

こ
の
憲け

ん
 
ぽ
う法

が
定さ

だ

め
ら
れ
こ

ろ
は
世せ

 
か
い界

大た
い
 
せ
ん戦

が
終お

わ
っ
て

か
ら
２
年ね

ん

ほ
ど
し
か
経た

っ
て

い
ず
、
各か

っ
 
こ
く国

は
勝か

っ
た
方ほ

う

も

負ま

け
た
方ほ

う

も
戦

せ
ん
 
そ
う争

疲つ
か

れ
、「
こ

ん
な
戦せ

ん
 
そ
う争

も
う
沢た

く
 
さ
ん山

だ
。

世せ
 
か
い界

は
平へ

い
 
わ和

の
体た

い
 
せ
い制

を
築き

ず

か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
思お

も
っ

て
い
た
の
で
す
。
こ
の
憲け

ん
 
ぽ
う法

原げ
ん
 
あ
ん案

が
提て

い
 
じ示

さ
れ
た
時と

き

、

日に
 
ほ
ん本

の
関

か
ん
 
け
い
 
し
ゃ

係
者
は
そ
の
理り

 
そ
う想

の
高た

か

さ
に
共

き
ょ
う
 
め
い

鳴
し
、「
そ
う
だ
、

世せ
 
か
い界

に
先さ

き
 
が駆

け
て
平へ

い
 
わ和

の
旗は

た

を
掲か

か

げ
、
他た

 
こ
く国

の
範は

ん

に
な
ろ

う
」
と
決け

っ
 
し
ん心

し
た
の
で
す
。

　

公こ
う
 
ふ布

後ご

は
国こ

く
 
み
ん民

も
こ
の

理り
 
そ
う想

に
感か

ん
 
ど
う動

し
、
賛さ

ん
 
せ
い成

し
、

反は
ん
 
た
い対

意い
 
け
ん見

は
殆ほ

と
ん

ど
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
世せ

 
か
い界

の

平へ
い
 
わ和

は
長な

が

く
は
続つ

づ

か
ず
、

１
９
５
０
年ね

ん

に
は
隣と

な
りの

朝
ち
ょ
う
 
せ
ん鮮

半は
ん
 
と
う島

で
戦せ

ん
 
そ
う争

勃ぼ
っ
 
ぱ
つ発

、
後あ

と

に
は

中ち
ゅ
う
 
ご
く

国
と
米べ

い
 
こ
く国

を
巻ま

き
込こ

ん

だ
大だ

い

戦せ
ん
 
そ
う争

に
な
り
ま
し
た
。

最さ
い
 
き
ん近

で
は
近き

ん
 
り
ん隣

国こ
く

が
ミ
サ
イ

ル
を
我わ

れ

が
国く

に

周し
ゅ
う
 
へ
ん

辺
に
打う

ち
込こ

み
、
ま
た
、
我わ

が
国く

に

の
島し

ま
 
じ
ま々

に
「
こ
こ
は
我わ

れ
 
わ
れ々

の
領り

ょ
う
 
ど土

だ
、

ど
け
！
」
と
領

り
ょ
う
 
か
い

海
の
侵し

ん
 
ぱ
ん犯

を

繰く

り
返か

え

し
て
い
ま
す
。「
何い

 
つ時

隣り
ん
 
こ
く国

が
我わ

が
国く

に

の
領り

ょ
う
 
ど土

に

上じ
ょ
う
 
り
く

陸
し
て
来く

る
か
分わ

か
ら
な

い
事じ

 
た
い態

な
の
に
、
ヘ
イ
ワ
、
ヘ

イ
ワ
と
女じ

ょ
 
が
く
 
せ
い

学
生
み
た
い
に
唱と

な

え
て
い
る
だ
け
で
、
こ
れ
が

防ふ
せ

げ
る
の
か
」
と
国こ

く
 
ど土

防ぼ
う
 
え
い衛

、

軍ぐ
ん
 
じ
 
り
ょ
く

事
力
強き

ょ
う
 
か化

の
声こ

え

が
強つ

よ

く

な
り
ま
す
。

　

武ぶ
 
き器

を
持も

っ
た
な
ら
ず
も

の
が
自じ

 
ぶ
ん分

の
方ほ

う
へ
襲お

そ
っ
て
来き

た

ら
、「
ち
ょ
っ
と
待ま

っ
て
、
こ

れ
は
俺お

れ

の
物も

の

だ
。
取と

ら
な
い

で
く
れ
」
な
ど
と
言い

っ
て
も

通つ
う
 
よ
う用

し
な
い
。
こ
れ
を
止と

め

る
に
は
「
相あ

い
 
て手

を
上う

わ
 
ま
わ回

る
よ

う
な
力ち

か
ら、

装そ
う
 
び備

を
持も

た
ね

ば
な
ら
な
い
」
と
こ
れ
は
ブ

ラ
ジ
ル
に
住す

む
人ひ

と

な
ら
す
ぐ

理り
 
か
い解

出で
 
き来

る
筋す

じ
 
み
ち道

で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
有あ

り
 
が
た難

い
こ
と

に
日に

 
ほ
ん本

に
は
既す

で

に
「
自じ

 
え
い
 
た
い

衛
隊
」

と
い
う
軍ぐ

ん
 
た
い隊

が
あ
り
ま
す
。

ご
存ぞ

ん

じ
な
い
方か

た

も
多お

お

い
か
も

　
【
共
同
】
京
都
・
祇
園
祭

の
前
祭
に
当
た
る
１
７
日
、

祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
の
役
員

や
山
鉾
町
の
代
表
者
ら
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
中
止
と
な
っ
た
山
鉾
巡

行
に
代
わ
り
、
か
み
し
も
姿

で
京
都
市
の
四
条
通
を
練
り

歩
い
た
。

　

午
前
９
時
ご
ろ
、
車
道
の

一
部
を
通
行
規
制
し
、
山
鉾

の
代
わ
り
と
し
て
サ
カ
キ
を

手
に
し
た
代
表
者
ら
約
５
０

人
が
、
四
条
烏
丸
の
交
差
点

付
近
を
出
発
。
約
７
０
０

メ
ー
ト
ル
離
れ
た「
御
旅
所
」

ま
で
進
み
、
拝
礼
し
た
。

　

連
合
会
の
木
村
幾
次
郎
理

事
長
は
「
感
染
拡
大
の
影
響

を
受
け
た
こ
の
状
況
を
、
少

し
で
も
良
く
し
た
い
と
い
う

祈
り
の
気
持
ち
を
込
め
た
。

無
事
に
終
え
ら
れ
て
、
う
れ

し
く
安
堵
し
て
い
る
」
と
話

し
た
。

　

前
祭
の
山
鉾
巡
行
は
最
大

の
見
ど
こ
ろ
で
、
豪
華
な
装

飾
品
で
「
動
く
美
術
館
」
と

も
呼
ば
れ
る
山
鉾
２
３
基

が
、
祇
園
ば
や
し
と
と
も
に

市
中
心
部
を
進
む
。
例
年
多

く
の
見
物
客
が
訪
れ
る
が
、

今
年
は
中
止
と
な
っ
た
。

　

八
坂
神
社
も
山
鉾
巡
行
後

に
行
う
神
輿
渡
御
を
取
り
や

め
、
代
わ
り
に
サ
カ
キ
を

馬
の
背
に
立
て
て
練
り
歩
く

「
御
神
霊
渡
御
祭
」
を
実
施

す
る
。

話
し
、「
よ
か
っ
た
ね
」
と

喜
ん
で
も
ら
え
た
と
い
う
。

　

最
年
少
の
１
４
歳
２
カ
月

で
プ
ロ
入
り
後
、
無
敗
で
最

多
２
９
連
勝
な
ど
数
々
の
新

記
録
を
達
成
。
１
日
に
開
幕

し
た
王
位
戦
７
番
勝
負
に
も

挑
戦
中
で
、
二
冠
を
目
指
す

高
校
生
プ
ロ
は
、「
い
い
内

容
の
将
棋
を
指
し
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
っ
た
。

Ｄ
Ｐ
）
比
で
１
１
ポ
イ
ン
ト

上
昇
の
３
３
１
％
超
に
膨

張
し
た
。
新
興
国
向
け
は

７
２
兆
６
千
億
ド
ル
を
占
め

て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
で
各
国
と

も
金
融
緩
和
や
財
政
出
動

を
拡
大
。
負
債
の
増
加
は

今
年
３
月
以
降
に
加
速
し
、

２
０
年
４
～
６
月
期
に
も

１
２
兆
５
千
億
ド
ル
の
上
乗

せ
を
見
込
む
。

　

日
本
は
政
府
の
借
金
拡
大

が
響
き
、
民
間
も
合
わ
せ
た

負
債
総
額
は
２
８
兆
２
千
億

ド
ル
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
５
６
２ 

％
超
だ
っ
た
。
前
年
同
期
比

で
は
２
４
・
８
ポ
イ
ン
ト
増

と
な
り
、
主
要
国
内
で
も
突

出
し
た
。

　

世
界
の
政
府
部
門
と
民
間

部
門
を
合
わ
せ
た
債
務
残
高

は
１
１
年
１
～
３
月
期
時

点
で
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
３
０ 

１
％
に
当
た
る
２
０
０
兆
ド

ル
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
日
米

欧
の
中
央
銀
行
な
ど
の
金
融

緩
和
で
増
加
。
そ
こ
に
新
型

コ
ロ
ナ
が
直
撃
し
、
政
府
や

企
業
が
借
金
追
加
を
迫
ら
れ

た
。

　

新
興
国
は
現
地
通
貨
が
ド

ル
に
対
し
て
下
落
し
た
影
響

で
金
額
ベ
ー
ス
で
は
目
減

り
し
た
が
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
み

る
と
前
期
比
１
０
ポ
イ
ン
ト

増
の
２
３
０
％
。
特
に
中
国

は
３
１
８
％
近
く
に
上
昇
し

た
。

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】バ
ー

米
司
法
長
官
は
１
６
日
、
ハ

リ
ウ
ッ
ド
の
映
画
業
界
や
有

力
Ｉ
Ｔ
企
業
を
名
指
し
し
、

巨
大
な
中
国
市
場
で
利
益
を

得
る
た
め
「
中
国
共
産
党
に

協
力
し
過
ぎ
て
い
る
」
と
批

判
し
た
。
共
産
党
独
裁
体
制

の
中
国
が
世
界
経
済
の
主
導

権
を
米
国
か
ら
奪
お
う
と
し

て
い
る
と
強
調
し
、
米
国
は

民
間
部
門
と
公
共
部
門
の
独

立
を
保
ち
つ
つ
も
「
社
会
が

一
体
と
な
っ
て
対
抗
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
訴
え
た
。

　

中
西
部
ミ
シ
ガ
ン
州
で
対

中
国
政
策
を
巡
っ
て
演
説
し

た
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
進
め

巡
行
中
止
の
京
都
・
祇
園
祭

山
鉾
町
代
表
者

ら
練
り
歩
き

対局から一夜明け、記者
会見する藤井聡太新棋
聖＝１７日午前、大阪市
の関西将棋会館（共同）

た
１
８
歳
６
カ
月
の
最
年
少

記
録
を
３
０
年
ぶ
り
に
更
新

し
た
。
対
局
後
は
母
親
に
電

知し

れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
装そ

う
 
び備

、

兵へ
い
 
い
ん員

な
ど
を
勘か

ん
 
あ
ん案

す
る
と

日に
 
ほ
ん本

は
世せ

 
か
い界

で
７
番ば

ん
 
め目

位ぐ
ら
いの

強き
ょ
う
 
り
ょ
く

力
な
軍ぐ

ん
 
じ
 
り
ょ
く

事
力
が
あ
る
の

で
す
。

　

し
か
し
、
憲け

ん
 
ぽ
う法

で
は
「
国く

に

の
交

こ
う
 
せ
ん
 
け
ん

戦
権
を
放ほ

う
 
き棄

す
る
」
と

言い

っ
て
お
り
、
堂ど

う
 
ど
う々

と
戦せ

ん
 
と
う闘

行こ
う
 
い為

は
出で

 
き来

な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
戦せ

ん
 
そ
う争

を
し
な
い

な
ら
、
軍ぐ

ん
 
た
い隊

も
い
ら
な
い
だ

ろ
う
と
な
り
ま
す
。

　

自じ
 
え
い
 
た
い

衛
隊
の
立た

ち
 
ば場

は
あ
り
ま

せ
ん
。「
こ
れ
で
は
国く

に

を
守ま

も

る
兵へ

い
 
し士

も
士し

 
き気

が
上あ

が
ら

な
い
、
憲け

ん
 
ぽ
う法

の
規き

 
て
い定

を
変か

え

よ
う
」
と
い
う
の
が
、
今い

ま

の

憲け
ん
 
ぽ
う法

改か
い
 
せ
い正

派は

の
主

し
ゅ
 
ち
ょ
う

張
な
の
で

す
。

　

憲け
ん
 
ぽ
う法

と
言い

え
ど
も
、
実

じ
つ
 
じ
ょ
う情

に
合あ

わ
な
く
な
っ
た
ら
、
そ

れ
を
変か

え
れ
ば
良よ

い
の
で
す
。

別べ
つ

に
「
日に

 
ほ
ん本

の
恥は

じ

だ
か
ら
」

な
ど
と
唱と

な

え
た
外が

い
 
こ
く国

人じ
ん

の
変へ

ん

な
理り

 
く
つ屈

を
持も

ち
出だ

す
必ひ

つ
 
よ
う要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
所し

ょ
 
て
い定

の

憲け
ん
 
ぽ
う法

改か
い
 
て
い定

手て
 
つ
づ続

き
を
経へ

て
、

自じ
 
え
い
 
た
い

衛
隊
を
日ひ

の
当あ

た
る
場ば

 
し
ょ所

に
移う

つ

せ
ば
良よ

い
の
で
す
。

　

世せ
 
か
い界

の
有

ゆ
う
 
り
ょ
く力

国こ
く

で
あ
る

日に
っ
 
ぽ
ん
 
こ
く

本
国
が
陸り

く

、
海う

み

、
空く

う
 
ぐ
ん軍

、

ハ
イ
テ
ク
軍ぐ

ん

（
？
）
か
ら
な

る
軍ぐ

ん
 
た
い隊

を
保ほ

 
じ持

し
た
と
こ
ろ

で
、
何な

ん

の
異い

 
ぎ議

の
出だ

し
よ
う

が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
自じ

 
り
き力

の
軍ぐ

ん
 
た
い隊

を
持も

っ
て
こ
そ
、
眞し

ん

の

独ど
く
 
り
つ立

国こ
く

で
し
ょ
う
。

憲け
ん
 ぽ
う法

を
ど
う
や
っ
て
変か

え
る

　

国く
に

の
政せ

い
 
じ治

や
制せ

い
 
ど度

の
根こ

ん
 
ぽ
ん本

を
定さ

だ

め
る
憲け

ん
 
ぽ
う法

は
世せ

 
か
い界

の

各か
っ
 
こ
く国

が
持も

っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
様よ

う
 
し
き式

は
国く

に

ご
と
に
異こ

と

な
り
ま
す
。

Ａ
）
日に

 
ほ
ん本

の
様よ

う

に
国く

に

の
基き

 
ほ
ん本

方ほ
う
 
し
ん針

を
定さ

だ

め
、
具ぐ

 
た
い体

的て
き

な

法ほ
う
 
り
つ律

は
民み

ん
 
ぽ
う法

と
か
刑け

い
 
じ
 
ほ
う

事
法

と
か
個こ

 
べ
つ別

の
法ほ

う
 
り
つ律

で
定さ

だ

め
る

様よ
う
 
し
き式

、
―
こ
の
場ば

 
あ
い合

、
そ
う

度た
び
 
た
び々

憲け
ん
 
ぽ
う法

の
規き

 
て
い定

を
変か

え

る
必ひ

つ
 
よ
う要

は
無な

く
な
り
、
７
５

年ね
ん
 
か
ん間

一い
ち
 
ど度

も
変へ

ん
 
こ
う更

な
し
、
と

い
う
事こ

と

も
あ
る
訳わ

け

で
す
。

Ｂ
）
憲け

ん
 
ぽ
う法

に
個こ

 
べ
つ別

の
法ほ

う
 
り
つ律

の

よ
う
な
相そ

う
 
と
う当

細さ
い
 
ぶ部

の
規き

 
て
い定

を

持も

つ
憲け

ん
 
ぽ
う法

も
あ
り
ま
す
。
ブ

ラ
ジ
ル
な
ど
は
そ
れ
で
、
何な

に

か
と
い
う
と
憲け

ん
 
ぽ
う法

の
規き

 
て
い定

を

改か
い
 
て
い定

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
そ
の
改か

い
 
て
い定

も
比ひ

 
か
く較

的て
き

容よ
う
 
い易

、
国こ

っ
 
か
い会

の
２
／
３
の

賛さ
ん
 
ど
う同

が
あ
れ
ば
可か

 
の
う能

と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

日に
 
ほ
ん本

の
憲け

ん
 
ぽ
う法

は
国く

に

の
根こ

ん
 
ぽ
ん本

規き
 
て
い定

だ
か
ら
、
長な

が

く
続つ

づ

く

こ
と
を
想そ

う
 
て
い定

し
て
出で

 
き来

て

い
る
の
で
、
そ
の
時と

き

の
政せ

い
 
じ治

情じ
ょ
う
 
せ
い

勢
な
ど
で
、
そ
う
簡か

ん
 
た
ん単

に

は
変へ

ん
 
こ
う更

出で
 
き来

な
い
様よ

う

に
な
っ

て
い
ま
す
。
変へ

ん
 
こ
う更

案あ
ん

を
国こ

っ
 
か
い会

が
２
／
３
の
多た

 
す
う数

で
承

し
ょ
う
 
に
ん認

し
、
そ
れ
を
国こ

く
 
み
ん民

投と
う
 
ひ
ょ
う

票
に

か
け
て
の
賛さ

ん
 
ど
う同

が
必ひ

つ
 
よ
う要

で
す
。

「
長な

が

い
間

あ
い
だ

一い
ち
 
ど度

も
変か

え
て
な

い
か
ら
、
変か

え
よ
う
」
で
は

一ち
ょ
っ
と寸

本ほ
ん
 
ま
つ
 
て
ん
 
と
う

末
転
倒
の
よ
う
に
感か

ん

じ
ま
す
よ
ね
。

　

以い
 
じ
ょ
う上

、
お
分わ

か
り
の
様よ

う

に
、

我わ
れ

が
日に

っ
 
ぽ
ん
 
こ
く

本
国
の
憲け

ん
 
ぽ
う法

は
世せ

 
か
い界

に
誇ほ

こ

り
得う

る
立り

っ
 
ぱ派

な
基き

 
ほ
ん
 
ほ
う

本
法

典て
ん

な
の
で
す
。

　

変へ
ん

な
言こ

と
 
ば葉

に
惑ま

ど

わ
さ
れ

ず
、
自じ

 
し
ん信

を
持も

っ
て
こ
れ
を

扱あ
つ
かい

ま
し
ょ
う
。（
ご
感か

ん
 
そ
う想

は

こ
ち
ら
へ
＝
＝
》hhkom

a 
gata@

gm
ail.com

）

新
興
国
深
刻
、
Ｇ
２
０
協
議
へ

世
界
債
務
最
大
、
２
・７
京
円

日
に ほん

本国
こく

憲
けん ぽう

法施
し こう

行記
き ねん

念切
きっ て

手
　
【
共
同
】
史
上
最
年
少
の

１
７
歳
１
１
カ
月
で
将
棋
タ

イ
ト
ル
を
獲
得
し
た
藤
井
聡

太
棋
聖
（
１
７
）
が
１
７
日
、

快
挙
達
成
か
ら
一
夜
明
け
て

大
阪
市
の
関
西
将
棋
会
館
で

記
者
会
見
し
、「
将
棋
は
難

し
い
ゲ
ー
ム
。
ま
だ
ま
だ
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
こ

れ
か
ら
も
探
究
心
を
持
っ
て

臨
み
た
い
」
と
時
折
、
笑
顔

を
見
せ
て
喜
び
を
語
っ
た
。

　

会
見
で
は
「
探
究
」
と
揮

毫
し
た
色
紙
を
披
露
。「
タ

イ
ト
ル
は
目
指
し
て
い
た
が

遠
い
も
の
だ
っ
た
。
棋
士
に

な
っ
て
成
長
で
き
た
の
が
今

回
の
結
果
に
つ
な
が
っ
た
」

と
話
し
た
。

　

藤
井
棋
聖
は
１
６
日
の
第

９
１
期
棋
聖
戦
５
番
勝
負

第
４
局
で
、
渡
辺
明
二
冠

（
３
６
）
を
破
り
、
対
戦
成

績
３
勝
１
敗
で
タ
イ
ト
ル
を

奪
取
。
１
９
９
０
年
に
屋
敷

伸
之
九
段
（
４
８
）
が
作
っ

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
世

界
全
体
の
債
務
残
高
が
２
０ 

２
０
年
１
～
３
月
期
に
過

去
最
大
の
２
５
７
兆
９
５ 

０
０
億
ド
ル
（
約
２
京
７
７ 

０
０
兆
円
）
に
達
し
た
こ
と

が
１
６
日
、
明
ら
か
に
な
っ

た
。
世
界
の
主
要
金
融
機
関

が
加
盟
す
る
国
際
金
融
協

会
（
Ｉ
Ｉ
Ｆ
）
が
ま
と
め
た
。

新
興
国
向
け
の
債
務
問
題
が

深
刻
で
、
１
８
日
に
開
か
れ

る
２
０
カ
国
・
地
域
（
Ｇ
２ 

０
）
財
務
相
・
中
央
銀
行
総

裁
会
議
で
も
主
要
議
題
と
な

る
。

　

１
９
年
１
０
～
１
２
月
期

か
ら
は
１
兆
１
千
億
ド
ル
強

増
え
、
国
内
総
生
産
（
Ｇ 最

年
少
で
将
棋
タ
イ
ト
ル

藤
井
棋
聖
「
今
後
も
探
究
心
」

米
長
官
「
過
剰
な
対
中
協
力
」

映
画
業
界
や
Ｉ
Ｔ
企
業
を
批
判

る
対
中
強
硬
策
の
一
環
で
、

１
１
月
の
大
統
領
選
を
に
ら

ん
で
一
層
強
い
姿
勢
を
示
す

狙
い
も
あ
り
そ
う
だ
。

　

バ
ー
氏
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
に

対
し
、
興
行
収
益
の
た
め
中

国
当
局
を
怒
ら
せ
な
い
よ
う

「
恒
常
的
に
自
主
検
閲
し
て

い
る
」
と
指
摘
。
中
国
の
イ

メ
ー
ジ
を
悪
く
す
る
シ
ー
ン

を
自
ら
削
除
す
る
こ
と
が
横

行
し
て
い
る
と
説
明
し
、「
中

国
共
産
党
の
一
大
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
作
戦
」
に
利
用
さ
れ
て

い
る
と
懸
念
を
示
し
た
。

　

Ｉ
Ｔ
企
業
に
つ
い
て
は

グ
ー
グ
ル
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ

ト
、
ア
ッ
プ
ル
な
ど
が
「
中

国
の
手
先
に
な
っ
て
い
る
」

と
主
張
。
ア
ッ
プ
ル
が
中
国

向
け
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

の
拠
点
を
中
国
国
内
に
移
す

一
方
で
、
連
邦
捜
査
局
（
Ｆ

Ｂ
Ｉ
）
が
テ
ロ
の
捜
査
協
力

と
し
て
求
め
た
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ

ｅ（
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
）の
ロ
ッ

ク
解
除
に
は
応
じ
な
か
っ
た

と
し
て
「
二
重
基
準
だ
」
と

非
難
し
た
。

　

中
国
当
局
に
関
連
す
る

ハ
ッ
カ
ー
が
米
企
業
や
大
学

か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
治
療
薬
や
ワ
ク
チ
ン
研

究
に
関
す
る
情
報
を
盗
み
出

そ
う
と
し
た
と
も
語
り
「
中

国
の
最
終
的
な
目
標
は
米
国

に
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
だ
」

と
述
べ
た
。
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【
共
同
】
政
府
は
１
７
日
の
臨
時
閣
議
で
経
済
財
政
運
営
の
指
針
「
骨
太
方
針
」
と

成
長
戦
略
を
決
定
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
経
済
活
動
引
き
上
げ
の
両
立

を
図
り
つ
つ
、「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
」
を
見
据
え
て
経
済
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
加
速
と

東
京
一
極
集
中
の
見
直
し
を
掲
げ
た
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
さ
ら
な
る
普
及
に
向
け

た
銀
行
間
手
数
料
の
引
き
下
げ
や
、
多
様
な
働
き
方
の
後
押
し
も
盛
り
込
ん
だ
。

コロナ後へデジタル加速

代
都
市
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
」

の
導
入
も
推
進
す
る
。

　

成
長
戦
略
で
は
、
兼
業
・

副
業
の
労
働
時
間
を
把
握
し

や
す
く
し
て
柔
軟
な
働
き
方
の

普
及
を
促
す
ほ
か
、
４
０
年

以
上
変
わ
っ
て
い
な
い
銀
行
間

の
送
金
手
数
料
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
導
入
の
阻
害
要
因
に
な
っ

て
い
る
と
し
て
、
合
理
的
な
水

準
へ
の
見
直
し
を
業
界
に
求
め

た
。
こ
の
日
は
規
制
改
革
の
実

施
計
画
も
同
時
に
決
定
し
た
。

団
体
の
人
数
や
年
齢
の
線
引

き
は
難
し
い
た
め
、
割
引
商

品
と
し
て
発
売
す
る
か
ど
う

か
は
旅
行
業
者
の
判
断
に
委

ね
る
。
除
外
が
決
ま
っ
た
東

京
発
着
旅
行
を
キ
ャ
ン
セ
ル

し
て
も
補
償
し
な
い
と
い
う
。

　

高
齢
者
や
若
者
が
大
人
数

で
出
掛
け
た
り
、
大
規
模
な

宴
会
を
伴
っ
た
り
す
る
旅
行

　
【
共
同
】
赤
羽
一
嘉
国
土
交

通
相
は
１
７
日
、
観
光
支
援

事
業
「
Ｇ
ｏ　

Ｔ
ｏ　

ト
ラ

ベ
ル
」（
２
２
日
開
始
）
を
巡

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
重
症
化
し
や
す
い

高
齢
者
、
感
染
が
目
立
つ
若

者
の
団
体
旅
行
や
、
大
人
数

の
宴
会
を
伴
う
場
合
は
「
控

え
て
ほ
し
い
」
と
表
明
し
た
。

は
業
者
側
が
発
売
を
控
え
る

可
能
性
が
高
い
。
観
光
庁
も

ツ
ア
ー
の
実
態
を
確
認
す
る
。

た
だ
発
売
し
て
も
問
題
が
な
い

か
ど
う
か
基
準
が
不
明
確
な

た
め
、
業
者
や
利
用
者
は
混

乱
し
そ
う
だ
。

　

赤
羽
氏
は
会
見
で
、
こ
う

し
た
旅
行
を
支
援
対
象
か
ら

除
外
す
る
と
発
言
し
た
が
、

事
務
方
が
軌
道
修
正
。
観
光

庁
は
業
者
側
の
判
断
に
委
ね

る
理
由
を
「
旅
行
は
多
様
で

細
か
い
線
引
き
は
難
し
い
」
と

説
明
し
て
い
る
。

　

割
引
対
象
は
国
内
宿
泊
、

パ
ッ
ク
旅
行
、
日
帰
り
ツ
ア
ー
。

２
２
日
以
降
の
旅
程
に
つ
い
て

代
金
の
３
５
％
分
を
割
り
引

く
措
置
を
先
行
し
て
始
め
る
。

何
度
で
も
使
え
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
が
再
拡
大
し
て

い
る
東
京
都
を
発
着
す
る
場

合
や
、都
民
の
旅
行
は
対
象
外
。

政
府
は
予
約
済
み
の
商
品
も

後
日
、
割
引
相
当
分
を
還
付

す
る
と
説
明
し
て
き
た
が
、
赤

羽
氏
は
予
約
済
み
旅
行
を
解

約
し
て
も
補
償
し
な
い
考
え
を

示
し
た
。
た
だ
、
公
明
党
の
石

と
し
つ
つ
も
「
知
っ
て
い
る
人

に
は
う
れ
し
く
て
近
づ
い
て
し

ま
う
。
仕
切
り
の
中
で
じ
っ
と

し
て
い
る
と
（
気
が
）
変
に
な

り
そ
う
」
と
打
ち
明
け
た
。

　

青
木
ト
モ
子
さ
ん
（
４
３
）

と
話
し
、
財
政
支
出
に
よ
る

経
済
下
支
え
の
必
要
性
を
強

調
し
た
。

　

骨
太
方
針
で
は
当
面
の
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
な
ど
の
検
査
体
制
拡
充
や

治
療
薬
と
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
加

速
、
集
団
感
染
対
策
に
当
た

る
保
健
所
の
体
制
強
化
を
盛

り
込
ん
だ
。
デ
ジ
タ
ル
化
は

遅
れ
が
目
立
つ
行
政
分
野
を

中
心
に
今
後
１
年
間
で
集
中

的
に
取
り
組
む
た
め
、
内
閣

官
房
に
司
令
塔
機
能
を
設
け

る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
改

善
や
、
行
政
手
続
き
を
原
則

オ
ン
ラ
イ
ン
で
完
結
さ
せ
る
方

針
も
明
記
し
た
。

　

感
染
症
に
対
す
る
東
京
一

極
集
中
の
リ
ス
ク
が
顕
在
化

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
地
方
の

就
労
環
境
を
整
備
し
、
テ
レ

ワ
ー
ク
の
定
着
へ
数
値
目
標
を

設
定
。
政
令
指
定
都
市
を
中

心
に
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
次
世

　

骨
太
方
針
の
策
定
過
程
で

与
党
の
要
望
を
踏
ま
え
、
国

土
強
靱
化
に
関
す
る
記
載
を

拡
充
。
一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
で
巨
額
の
支
出
が
積
み
上

が
っ
た
財
政
の
健
全
化
や
、
少

子
高
齢
化
に
伴
い
改
革
が
急

務
の
社
会
保
障
へ
の
言
及
は
少

な
く
、
コ
ロ
ナ
危
機
へ
の
対
応

を
優
先
さ
せ
た
こ
と
も
あ
っ
て

具
体
策
の
提
示
を
事
実
上
棚

上
げ
し
た
形
と
な
っ
た
。

　

臨
時
閣
議
に
先
立
つ
経
済

財
政
諮
問
会
議
な
ど
の
合
同

会
議
で
、
安
倍
晋
三
首
相
は

「
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
と
い
う
歴

史
的
な
危
機
に
直
面
す
る
中
、

思
い
切
っ
た
社
会
変
革
を
果
敢

に
実
行
し
、
未
来
を
切
り
開
い

て
い
く
骨
太
方
針
と
し
た
」
と

述
べ
た
。
西
村
康
稔
経
済
再

生
担
当
相
は
会
議
後
の
記
者

会
見
で
「
今
は
財
政
（
健
全

化
）
を
気
に
し
て
い
た
ら
国
民

の
雇
用
、
生
活
を
守
れ
な
い
」

東
京
集
中
是
正

国
土
強
靱
化

財
政
健
全
化
は
棚
上
げ

田
祝
稔
政
調
会
長
は
１
７
日

の
記
者
会
見
で
「
キ
ャ
ン
セ
ル

料
は
国
が
若
干
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

菅
義
偉
官
房
長
官
は
、
東

京
発
着
旅
行
の
割
引
除
外

が
開
始
直
前
に
決
ま
っ
た

こ
と
を
「
大
変
申
し
訳
な

い
」
と
陳
謝
、
東
京
都
の

感
染
者
数
が
減
少
す
れ
ば

れ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
保
に

も
影
響
。
被
災
地
は
人
手
不

足
の
中
で
避
難
所
運
営
や
復

旧
活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
。

　

感
染
し
た
２
人
は
高
松
市

の
保
健
師
と
時
事
通
信
社
の

カ
メ
ラ
マ
ン
で
、
そ
れ
ぞ
れ

１
３
日
と
１
６
日
に
判
明
し

た
。
い
ず
れ
も
県
南
部
の
被

災
地
で
活
動
し
て
お
り
、
関

係
自
治
体
は
感
染
対
策
の
強

化
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
進
め
る
。

　

保
健
師
が
担
当
し
た
人
吉

第
一
中（
人
吉
市
）の
避
難
所
。

同
所
に
身
を
寄
せ
る
永
椎
タ
エ

子
さ
ん
（
７
１
）
は
検
査
で

陰
性
が
確
認
さ
れ
た
。
感
染

症
対
策
に
は
気
を
つ
け
て
い
る

　
【
共
同
】
九
州
地
方
を
中
心

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
豪
雨
は
、
１
８
日
で
２
週

間
を
迎
え
た
。
６
０
人
以
上

が
犠
牲
に
な
っ
た
熊
本
県
の
避

難
所
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
の
た
め
、
テ
レ
ビ
の

前
に
集
ま
る
高
齢
者
が
減
っ
た

り
、
人
と
距
離
を
置
い
て
話
し

た
り
す
る
姿
も
。
県
外
か
ら

来
た
応
援
職
員
ら
２
人
の
感

染
も
確
認
さ
れ
た
。
避
難
者

か
ら
は「
ぴ
り
ぴ
り
す
る
」「
閉

塞
感
が
あ
る
」
と
不
安
が
漏

れ
る
。

　

熊
本
県
に
よ
る
と
、
県
内

の
避
難
者
数
は
約
２
千
人
に

上
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
災
害
は
、

県
外
職
員
の
受
け
入
れ
の
遅

避
難
生
活
に
も
コ
ロ
ナ
影
響

豪
雨
２
週
間
、漏
れ
る
不
安

東
京
発
着
、解
約
補
償
せ
ず

は
、
２
０
１
６
年
の
熊
本

地
震
で
芸
能
人
が
炊
き
出
し

で
激
励
し
て
い
た
の
を
振
り

返
り
、
県
を
ま
た
ぐ
支
援
が

制
限
さ
れ
る
現
状
を
嘆
い
た
。

「
避
難
が
長
く
な
り
、
気
分

が
落
ち
込
む
。
気
持
ち
を
リ

セ
ッ
ト
す
る
機
会
が
な
い
」

　

県
に
よ
る
と
、
避
難
所
の

生
活
環
境
を
向
上
さ
せ
よ
う

と
、
１
人
１
台
の
段
ボ
ー
ル

製
ベッ
ド
を
配
備
。
た
だ
県
が

骨
太
方
針
、成
長
戦
略
決
定

把
握
す
る
避
難
者
数
は
ベッ
ド

数
よ
り
も
多
い
。
人
吉
市
で
は

全
体
の
約
１
割
が
密
集
回
避

な
ど
を
理
由
に
、
車
中
泊
や

在
宅
で
の
避
難
を
し
て
い
る
と

み
ら
れ
る
。

　

熊
本
県
の
野
尾
晴
一
朗
政

策
審
議
監
は
「
避
難
所
に
い

な
い
被
災
者
の
支
援
は
困
難
。

罹
災
証
明
の
手
続
き
な
ど
で

所
在
を
把
握
し
た
い
」
と
話

し
た
。

米
、中
国
５
社
使
う
企
業
排
除

フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ

Ｚ
Ｔ
Ｅ
製
品

こ
と
を
禁
じ
る
法
律
を
施
行

す
る
。
１
６
日
ま
で
に
具
体

的
な
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
。

情
報
流
出
を
警
戒
し
、
中
国

製
品
排
除
の
取
り
組
み
を
強

化
す
る
。
ハ
イ
テ
ク
分
野
を
巡

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
＝
藤

原
章
博
】
米
政
府
は
８
月
に

通
信
機
器
大
手
の
華
為
技
術

（
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
）
な
ど
中
国

企
業
５
社
の
製
品
を
使
う
企

業
が
米
政
府
と
取
引
を
す
る

る
米
中
対
立
が
一
段
と
激
し
さ

を
増
す
こ
と
で
、
調
達
体
制
の

見
直
し
を
迫
ら
れ
る
日
本
企

業
も
あ
り
そ
う
だ
。

　

米
国
と
中
国
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
や
香

巨
額
復
興
基
金
、合
意
目
指
す

Ｅ
Ｕ
、直
接
対
面
で
首
脳
会
議

　
【
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
共
同
】
欧

州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
は
１
７

日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

で
打
撃
を
受
け
た
経
済
の
再

建
な
ど
を
巡
り
、
非
公
式

首
脳
会
議
を
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル

の
本
部
で
開
い
た
。
約
５
カ

月
ぶ
り
の
直
接
対
面
の
首
脳

会
議
で
、
１
８
日
ま
で
の
予

定
。
７
５
０
０
億
ユ
ー
ロ
（
約

９
１
兆
５
千
億
円
）
の
復
興

基
金
創
設
で
合
意
で
き
る
か

否
か
が
焦
点
だ
が
、
基
金
の

大
半
を
返
済
不
要
の
補
助
金

と
す
る
案
に
北
部
の
国
々
の
反

発
は
依
然
根
強
い
。

　

今
年
後
半
の
議
長
国
、
ド
イ

ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
の
手
腕
も

注
目
さ
れ
て
い
る
。
メ
ル
ケ
ル

氏
は
会
場
入
り
の
際
「（
加
盟

国
間
の
溝
は
）
大
変
大
き
い
」

と
述
べ
て
協
議
の
難
し
さ
を
強

調
す
る
一
方
、「
コ
ロ
ナ
禍
に
直

面
し
た
欧
州
の
た
め
に
な
る
こ

技
術
（
ダ
ー
フ
ァ
・
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
）
の
５
社
。

　

今
回
の
規
制
は
２
０
１
８

年
成
立
の
国
防
権
限
法
で
決

め
ら
れ
て
い
た
。
施
行
後
、
米

政
府
は
原
則
と
し
て
対
象
企

業
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
企
業
と
新
た
に
契
約

を
結
ん
だ
り
更
新
し
た
り
し

な
い
。
準
備
が
間
に
合
わ
な
い

企
業
に
適
用
除
外
を
申
請
で

き
る
制
度
も
設
け
た
。

　

米
政
府
に
よ
る
と
、
１
９

会
計
年
度
（
１
８
年
１
０
月

〜
１
９
年
９
月
）
の
日
本
企

業
向
け
取
引
額
は
約
１
５
億

（
２　
【
共
同
】
政
府
は
１
７

日
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興

推
進
会
議
を
開
き
、
２
０
２

１
〜
２
５
年
度
の
５
年
間
を

「
第
２
期
復
興
・
創
生
期
間
」

と
位
置
付
け
、
復
興
事
業
費

１
兆
６
千
億
円
を
確
保
す
る

と
決
定
し
た
。
イ
ン
フ
ラ
整
備

が
進
み
、
１
１
〜
２
０
年
度

の
１
０
年
間
の
３
１
兆
３
千

億
円
か
ら
大
幅
に
縮
小
。
東

京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故

震
災
復
興
費
、大
幅
縮
小

福
島
重
点
1・6
兆
円

東日本大震災

に
よ
り
遅
れ
て
い
る
福
島
県
の

復
興
再
生
に
重
点
を
置
く
。

　

２
５
年
度
ま
で
の
１
５
年

間
の
総
事
業
費
は
３
２
兆
９

千
億
円
と
な
る
。
財
源
は
使

い
残
し
た
復
興
予
算
や
、
既

に
確
保
し
た
税
収
な
ど
で
工

面
で
き
る
と
判
断
し
た
。
追

加
増
税
な
ど
新
た
な
国
民
負

担
は
発
生
し
な
い
。

　

田
中
和
徳
復
興
相
は
１
７

日
、
視
察
先
の
宮
城
県
東
松

島
市
で
「
福
島
復
興
が
本
格

化
す
る
。
原
発
事
故
は
国
に

と
を
成
し
遂
げ
る
に
は
、
妥
協

を
図
る
強
い
意
思
が
（
各
国
首

脳
に
）
必
要
だ
」
と
訴
え
た
。

　

各
国
首
脳
は
２
０
２
１
〜

２
７
年
の
Ｅ
Ｕ
中
期
予
算
案

を
巡
っ
て
も
協
議
。
ミ
シ
ェ
ル

Ｅ
Ｕ
大
統
領
は
１
０
日
、
２

月
の
提
案
か
ら
や
や
圧
縮
し

た
総
額
１
兆
７
４
０
億
ユ
ー

ロ
を
提
案
し
た
。
各
国
の
法

の
支
配
の
定
着
状
況
な
ど
を

補
助
金
配
分
の
条
件
に
す
る

提
案
も
し
、
北
部
諸
国
の
懐

柔
を
図
る
が
、
法
の
支
配
後

退
が
批
判
さ
れ
る
東
欧
ハ
ン
ガ

リ
ー
が
猛
反
発
し
、
拒
否
権

発
動
も
辞
さ
な
い
構
え
。
こ
ち

ら
も
難
航
必
至
だ
。

　

復
興
基
金
案
は
５
千
億
ユ
ー

ロ
が
返
済
不
要
の
補
助
金
で

２
５
０
０
億
ユ
ー
ロ
が
融
資
。

イ
タ
リ
ア
や
ス
ペ
イ
ン
な
ど
新

型
コ
ロ
ナ
被
害
が
甚
大
だ
っ
た

加
盟
国
を
中
心
に
割
り
振
ら
れ

る
。
資
金
は
Ｅ
Ｕ
欧
州
委
員

会
が
事
実
上
の
共
同
債
を
発

行
、
市
場
で
調
達
す
る
。

　
し
か
し
、
南
欧
諸
国
の
財
政

規
律
に
不
信
感
を
抱
く
オ
ラ
ン

ダ
や
北
欧
な
ど
通
称
「
倹
約

４
カ
国
」
は
融
資
を
中
心
と

す
る
よ
う
要
求
。
一
方
、
南
欧

や
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
補
助
金

５
千
億
ユ
ー
ロ
は
譲
れ
な
い一線

だ
。
こ
う
し
た
対
立
軸
は
欧
州

委
が
５
月
に
復
興
基
金
の
素
案

を
示
し
て
以
来
、
変
わ
ら
な
い
。

　

欧
州
委
は
７
日
、
ユ
ー
ロ

圏
の
今
年
の
実
質
域
内
総
生

産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
が
前
年
比
８
・

７
％
減
に
な
る
と
の
予
測
を

発
表
。
５
月
予
測
か
ら
１
ポ

イ
ン
ト
下
方
修
正
し
た
。
こ

う
し
た
状
況
に
ス
ペ
イ
ン
の
サ

ン
チ
ェ
ス
首
相
は
１
５
日
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
の
記
者
会
見
で

「（
経
済
へ
の
）
対
応
が
遅
れ

れ
ば
復
興
が
遅
れ
、
危
機
が

深
ま
る
」
と
訴
え
た
。

大
き
な
責
任
が
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
今
後
も
真
剣
に

取
り
組
む
」
と
述
べ
た
。

　
１
兆
６
千
億
円
の
大
ま
か
な

内
訳
は
、
原
子
力
災
害
か
ら
の

復
興
が
５
千
億
円
で
最
も
多

い
。
住
宅
再
建
・
ま
ち
づ
く
り

２
千
億
円
、
産
業
再
生
２
千

億
円
、
被
災
者
支
援
１
千
億

円
。
残
り
６
千
億
円
は
、
被
災

自
治
体
を
財
政
支
援
す
る
震

災
復
興
特
別
交
付
税
や
、
復

興
債
の
利
払
い
な
ど
に
充
て
る
。

　

県
別
で
は
福
島
が
１
兆
１

基
準
不
明
確
、混
乱
も

　
【
共
同
】東
京
都
は
１
７
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

者
が
新
た
に
２
９
３
人
報
告

さ
れ
た
と
発
表
し
た
。
１
６

日
の
２
８
６
人
を
上
回
り
、

２
日
連
続
で
過
去
最
多
を
更

新
。
直
近
７
日
間
で
は
１
日

当
た
り
の
平
均
が
２
０
０
人

を
超
え
、
約
２
０
２
・６
人
に

東
京
、
新
た

に
293
人
感
染

過
去
最
多
、連
日
の
更
新

達
し
た
。
埼
玉
県
が
５
１
人
、

兵
庫
県
が
２
５
人
で
、
緊
急

事
態
宣
言
解
除
後
の
最
多
と

な
っ
た
。
国
内
の
新
規
感
染

者
数
は
５
９
５
人
に
上
っ
た
。

　

都
に
よ
る
と
、
２
９
３
人
の

う
ち
２
０
代
の
１
４
７
人
と

３
０
代
の
６
３
人
で
計
２
１
０

人
と
な
り
、７
割
超
を
占
め
た
。

１
７
日
時
点
で
入
院
し
て
い
る

の
は
８
３
６
人
で
、
６
月
下

旬
以
降
、
増
加
傾
向
が
続
く
。

重
症
者
は
１
６
日
か
ら
３
人

増
え
、
１
０
人
と
な
っ
た
。
累

計
の
感
染
者
は
８
９
３
３
人
。

　
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
な
ど
夜
の
繁

華
街
関
連
は
６
９
人
。
友
人
ら

と
の
会
食
は
２
４
人
に
上
る
。

中
央
大
の
合
宿
所
で
は
運
動

部
員
１
０
人
の
集
団
感
染
も

判
明
し
た
。
各
地
で
感
染
者
が

相
次
ぐ
舞
台
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
★
Ｊ

Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｏ　
イ
ケ
メ
ン
人
狼
ア

イ
ド
ル
は
誰
だ
！
！
」
の
客
と

ス
タ
ッ
フ
計
７
人
も
新
た
に
確

認
さ
れ
た
。
無
症
状
者
は
４
８

人
で
、
う
ち
２
０
代
が
２
５

人
で
最
多
だ
っ
た
が
、
７
０

〜
９
０
代
の
例
も
あ
っ
た
。

　

小
池
百
合
子
知
事
は

１
７
日
の
記
者
会
見
な
ど

で
「
４
０
、５
０
代
も
増
加
傾

向
。
感
染
経
路
も
多
岐
に
わ

た
り
、
会
食
に
よ
る
感
染
、
高

齢
者
へ
の
家
庭
内
感
染
な
ど
へ

の
広
が
り
が
見
え
る
」
と
話

し
た
。
夜
の
繁
華
街
対
策
で

は
、
新
宿
区
が
２
０
、２
１
両

日
に
歌
舞
伎
町
の
約
３
０
０

店
舗
を
戸
別
訪
問
し
て
感
染

拡
大
防
止
を
直
接
要
請
す

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
予
定
し
て

お
り
「
都
も
連
携
し
て
進
め

た
い
」
と
の
意
向
を
示
し
た
。

　

都
内
の
感
染
者
数
は
緊
急

事
態
宣
言
解
除
後
に
増
加
傾

　
【
共
同
】
俳
優
の
故
石
原
裕

次
郎
さ
ん
が
１
９
６
３
年
に

設
立
し
、
渡
哲
也
さ
ん
や
舘

ひ
ろ
し
さ
ん
ら
が
所
属
す
る

石
原
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
、
来

年
１
月
１
６
日
に
同
社
の
看

「
石
原
軍
団
」
解
散
へ

裕
次
郎
さ
ん
設
立
プ
ロ
が
縮
小

対
象
に
加
え
る
と
述
べ
た
。

　

残
る
４
６
道
府
県
で
は
宿

泊
施
設
で
の
検
温
や
本
人
確

認
、
共
用
施
設
の
人
数
・
時

間
制
限
と
い
っ
た
対
策
を
義
務

付
け
る
。
不
十
分
な
施
設
な

ど
は
割
引
が
適
用
さ
れ
な
い
。

旅
行
者
が
検
温
や
本
人
確
認

に
応
じ
な
い
場
合
も
、
割
引

利
用
を
認
め
な
い
。

　

運
営
を
担
う
事
務
局
は

１
７
日
発
足
し
た
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ

や
旅
行
団
体
な
ど
で
構
成
し
、

板
を
下
ろ
す
こ
と
を
１
７
日
、

明
ら
か
に
し
た
。
所
属
俳
優

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
な
ど
を

取
り
や
め
て
規
模
を
縮
小
し
、

著
作
権
管
理
な
ど
に
専
念
す

る
。
半
世
紀
以
上
の
歴
史
に

終
止
符
を
打
ち
「
石
原
軍
団
」

は
解
散
と
な
る
。

　

報
道
機
関
宛
て
の
文
書
の

中
で
、
８
７
年
７
月
１
７
日

に
死
去
し
た
裕
次
郎
さ
ん
の

妻
で
同
社
会
長
の
石
原
ま
き

子
さ
ん
は
「
俺
が
死
ん
だ
ら

即
会
社
を
た
た
み
な
さ
い
」
が

遺
言
だ
っ
た
と
し
て
い
る
。

　

渡
さ
ん
や
舘
さ
ん
、
神
田

正
輝
さ
ん
、
徳
重
聡
さ
ん
ら

は
今
後
、
独
立
あ
る
い
は
他
の

芸
能
事
務
所
へ
移
籍
の
方
向
で

調
整
す
る
と
い
う
。

　

石
原
プ
ロ
は
日
活
所
属
の
ス

港
情
勢
を
巡
っ
て
も
対
立
し
て

い
る
。
中
国
が
反
発
す
る
の
は

必
至
だ
。

　

７
月
１
４
日
付
の
官
報
で

８
月
１
３
日
か
ら
実
施
す
る

暫
定
規
則
を
掲
載
し
た
。
対

象
と
な
る
中
国
企
業
は
フ
ァ
ー

ウ
ェ
イ
と
中
興
通
訊
（
Ｚ
Ｔ

Ｅ
）、
海
能
達
通
信
（
ハ
イ
テ

ラ
）、
監
視
カ
メ
ラ
大
手
の
杭

州
海
康
威
視
数
字
技
術
（
ハ

イ
ク
ビ
ジ
ョ
ン
）、
浙
江
大
華

帰宅時間帯に東京・新
宿駅付近を歩く大勢の
人たち。東京都は新型
コロナウイルスの新たな
感染者が２日連続で過
去最多を更新する 293
人に上ったと発表した
＝17日午後 （共同） 

向
が
続
き
、
今
月
２
日
以
降
は

ほ
ぼ
３
桁
で
推
移
。
２
０
０
人

台
も
目
立
ち
、
１
６
日
に
は
過

去
最
多
の
２
８
６
人
に
上
っ
た
。

　

都
は
１
５
日
、
感
染
状
況
の

警
戒
度
を
４
段
階
の
指
標
で
最

も
高
い「
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
」

へ
引
き
上
げ
、
小
池
氏
は
不
要

不
急
な
他
県
への
移
動
を
控
え

る
よ
う
都
民
に
呼
び
掛
け
た
。

記者会見する赤羽国交相＝17日
午前、国交省 （共同）

タ
ー
だ
っ
た
裕
次
郎
さ
ん
が
設

立
し
、
映
画
「
黒
部
の
太
陽
」

「
栄
光
へ
の
５
０
０
０
キ
ロ
」

な
ど
を
製
作
。
ド
ラ
マ
も
「
西

部
警
察
」「
大
都
会
」
が
ヒ
ッ

ト
シ
リ
ー
ズ
と
な
っ
た
。

　

裕
次
郎
さ
ん
が
死
去
後
も
、

石
原
プ
ロ
は
北
海
道
小
樽
市

で
石
原
裕
次
郎
記
念
館（
９
１

〜
２
０
１
７
年
）
を
運
営
。

所
属
俳
優
ら
は
石
原
軍
団
と

し
て
親
し
ま
れ
、
阪
神
大
震

災
や
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
で
炊
き
出
し
支
援
を
行
っ
た

こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

　

来
年
１
月
以
降
は
石
原
音

楽
出
版
社
と
一
般
社
団
法
人

Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
に
業
務

を
移
管
し
、
著
作
権
や
肖
像

権
の
管
理
、
裕
次
郎
さ
ん
の

遺
品
の
保
管
な
ど
を
行
う
。

業
者
や
一
般
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
に
対
応
す
る
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
も
設
置
し
た
。

　

感
染
防
止
対
策
と
し
て
、

宿
泊
施
設
は
旅
行
者
に
免
許

証
な
ど
の
提
示
を
求
め
、
住
所

を
確
認
す
る
。
拒
否
し
た
り
、

都
民
が
住
所
を
偽
っ
て
割
引
価

格
で
購
入
し
た
こ
と
が
分
か
っ

た
り
し
た
場
合
は
、
割
引
分
の

返
金
を
求
め
る
が
、
具
体
的
な

方
法
や
応
じ
な
い
人
へ
の
対
応

は
検
討
中
と
し
て
い
る
。

ド
ル
（
約
１
６
０
０
億
円
）

で
、
案
件
数
は
約
１
万
１
千

件
に
上
る
。
米
政
府
と
取
引

す
る
日
本
企
業
は
８
０
０
社

を
超
え
、
在
日
米
軍
を
含
む

国
防
総
省
関
連
が
大
半
を
占

め
る
。
中
国
製
品
を
使
っ
て

い
る
企
業
は
米
政
府
と
中
国

企
業
の
ど
ち
ら
と
取
引
す
る

の
か
迫
ら
れ
る
形
と
な
る
。

　

米
政
権
は
中
国
製
通
信
機

器
に
よ
る
ス
パ
イ
活
動
を
懸
念

し
、
政
府
機
関
に
よ
る
機
器

調
達
に
加
え
、
米
企
業
に
は

フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
へ
の
輸
出
を
禁

止
し
て
い
る
。

千
億
円
と
約
７
割
を
占
め
、

岩
手
、
宮
城
は
そ
れ
ぞ
れ
１

千
億
円
と
な
る
。

　

政
府
は
昨
年
末
、
２
１
年

度
か
ら
５
年
間
の
事
業
費
を

「
１
兆
円
台
半
ば
の
見
通
し
」

と
公
表
し
、
具
体
的
な
金
額

を
検
討
し
て
き
た
。

　

復
興
推
進
会
議
は
全
閣
僚

で
構
成
す
る
。
今
回
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

た
め
、
書
類
を
回
覧
し
て
順

番
に
署
名
す
る
「
持
ち
回
り
」

方
式
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

新型コロナ

高
齢
、若
者
団
体
旅
行
控
え
て

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
割
引
、業
者
判
断
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